

























































ＭＦ文庫Ｊ

聖黒の龍と火薬の儀式パウダーキス

北元あきの








口絵・本文イラスト●しらび
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プロローグ

１．ヴィクトリア・ブラウンベス

２．チェンジリングとアンティーク

３．黒と白

４．火薬味のキスからはじまる

エピローグ








　彼女とのキスは、甘くて苦い火薬の味がする。








プロローグ　PROLOGUE


THE GUNPOWDER KISS TO ST. BLACK DRAGON



「ごはんにする？　お風呂にする？　それともわたし？」

　朝あさ霧ぎり圭けいがマンションのドアを開けると、ブロンドの少女が玄関で待ち構えていた。

　甘い言葉とは裏腹に、硬質な響きがある鋼はがねのような口調だ。

「ヴィクトリア……！」

　居候の名前をつぶやくと、圭は目の前の光景に口元を引きつらせた。

　真っ先に目に入ったのは可愛かわいらしいエプロン。

　そして、エプロンから露出するきめ細やかな白い肌。

　丸みを帯びた肩のラインと浮いた鎖骨。

　ほっそりとしていながらも、色気を感じる手足。

　なぜかニーソックスをはいており、エプロンの裾との間で太ももが見え隠れしていた。

　一見して、裸エプロンだった。

　圭はゆっくりとドアを閉じた。

「ケイ！　わたしが嫁としての務めを果たしているというのに、なんだその態度は！」

「どこの世界にそんな嫁がいる!?」

　圭はドアの向こう側から聞こえてくる声に叫び返した。

　なかからドアを開けようとしてぐいぐいと押されているのがわかる。

　どうにか踏ん張ってヴィクトリアが外に出てこないようにしていると、一瞬の間を置いてスチール製のドアが勢いよく叩たたかれた。

「なにが不満なのだ。メイからはこれが日本の伝統だと聞いたのだが」

「バカ姉貴の入れ知恵かよ！」

「ケイの部屋にもそういう本があったし」

「なん、だと……？」

「胸の大きなメイドがこの姿で出迎えたところ、ご主人様はいたく興奮してだな。はっ、そうか。さてはケイ、『お帰りなさいませ、ご主人様』と言わなかったから不満なのだな」

「ちがう！　いいか、それ以上ご近所様に聞こえる声でしゃべるんじゃない。なにから言っていいかわからんけど最悪だ。もうとりあえず最悪だ」

　圭は黒髪をくしゃくしゃとやり、どんよりとした表情を浮かべた。

　少し憂ゆう鬱うつそうな、そんな仕草が絵になる。吊つりぎみの目に、どこか皮肉げな口元のせいなのかもしれない。今は彼が通っている高校の制服を着ていたが、服が違えば一六歳という年齢よりも少し大人おとなびて見えるはずだった。

「お帰りのキスをしてもらうにはこれが一番だと、メイが教えてくれたのだ」

「ああ、そうかよ。ったく……」

　圭は呆あきれた表情を浮かべながら、改めてドアノブに手をかけた。

　ゆっくりと開いていく。

　裸エプロンの少女が、やはりそこにいた。

　腰に両手を当てて、むっつりとした表情で仁王立ちしている。

　彼女が飛びかかってこないことを確認するようにして、圭けいは慎重に我が家へと足を踏み入れた。それに合わせて、ヴィクトリアも一歩、二歩と後ろに下がる。

「ヴィクトリア、おまえ、そろそろ学習した方がいいぞ」

　静かにドアを閉めて、圭は言った。

「姉貴の言うことはウソだ」

「バカなことを」

　ヴィクトリアはちっとも取り合おうとはしなかった。

　膝の辺りまで伸びている鮮やかなブロンドを無造作にシュシュでまとめ、見つめていると吸い込まれてしまいそうな碧へき眼がんはきりりとしている。

　化け粧しようっ気けのない顔立ちだったが、そんなものは必要ないのではないかと思われた。

　ファンタジーの世界から飛び出してきたエルフだとかフェアリーだとか、そう言われた方がしっくりくるような少女だ。

　ただし、裸エプロンだが。

　くびれた腰に、程よい大きさの胸がつくる谷間がよくわかる。

　少なくともブラジャーはつけていないらしい。

















「やはりメイの言うとおりもっとこう、寄せてみるべきだったか」

　ヴィクトリアは照れた様子など微塵もなく、前かがみになった。左右の腕で胸の両サイドを挟んで強調する。谷間がさらに深くなって、グラビアアイドル顔負けの過激さだ。

　目のやり場に困り、圭けいは視線をあらぬ方向にそらした。

　そうこうしていると、ヴィクトリアがじりじりと近づいてきていた。

「なんで近づいてくる」

「近づかないとキスできないだろう。ジタバタするな。目を閉じていればすぐ終わる」

「どこで覚えるんだ、そういうセリフを」

「ケイの部屋にあった本だが？」

「読み込むなよ！」

　圭は両肩をがっしりと掴つかまれた。

　もうほとんど吐息がかかる距離に彼女の顔がある。

　額ひたいにかかるブロンド。

　細い眉と長いまつげ。

　湖面のように深い碧へき眼がん。

　わずかに濡ぬれた唇。

　ほっそりとした顎あご。

「ケイ」

　ヴィクトリアが耳元で囁ささやいた。体重を預けられ、彼女の体温を感じる。

　女の子とのキスは。

　胸がドキドキして。

　キュンキュンして。

　青春の甘酸っぱい思い出になるようなものなのだと。

　圭もほんの少し前までは思っていた。

　だが、そうではなかったのだ。

　静かに背伸びをして、彼女は言った。

「忘れるな。わたしとケイは、一日一回はキスをせねばならない間柄」

　彼女の言葉はなにも間違ってはいなかった。

　圭は彼女と、一日一回はキスをしなければならない。そういう関係なのだ。

　ヴィクトリアの唇が近づき、圭は息を呑のんだ。

「では、おまえのマギで、わたしの空腹を満たすとしよう」

　すべてのはじまりは今から一ヶ月前。

　高校一年生の春休みが明け、新生活がはじまってすぐに、彼は彼女に出会った。








１．ヴィクトリア・ブラウンベス


SHE IS A SPECIAL ANTIQUE



　高校一年生の春休み。朝あさ霧ぎり圭けいは香港ホンコンにいた。

　旅行ではなく仕事で、楽しいこととは無縁の二週間だった。

「ここまできて、逃がすかよ！」

　全力で走りながら、圭は日本から追いかけてきた男の背中に叫んだ。

　通行人を突き飛ばして、雑居ビルに囲まれた路地に飛び出す。

　タクシーのけたたましいクラクションが鳴った。

　赤や黄色の広東語の看板が空を埋め尽くし、路面電車の軌道が敷かれているアスファルトは埃ほこりと油じみた汚れにまみれている。

　圭は素早く左右に目線をやり、すぐに追いかけていた男を見つけた。

「〈商会〉の犬め！」

　男が叫んだ。皺しわだらけのスーツを着てサングラスをかけた三〇絡みの東洋人。潜伏生活のせいか整髪料で後ろに流した黒髪は乱れ、不精ひげが伸びている。

　ひょろりとした男は追いかけてくる圭をしきりに気にしながら、白いワンピースを着た華きや奢しやな少女を引きずるようにしていた。

「誰だれが犬だ！」

　圭は叫び返し、同時に走り出す。男との距離がぐんぐんと近づく。

「あんたのせいで俺おれの春休みは台なしだぞ！」

「知ったことかよ！」

　男は逃げることを諦めたのか、少女を力任せに振り回して投げ捨てた。

　栗くり色いろの髪をした少女が悲鳴を上げることもなくアスファルトを転がり、近くの金魚屋に飛び込む。店主らしき女の悲鳴。水槽のガラスが割れるけたたましい音。

　店の中で彼女がどうなったのか、圭からは確認できない。

「もっと丁重に扱えよ。あんたがもらってるギャラの何倍も価値があるんだからな」

「こんなことくらいで壊れやせんさ」

　男が無造作にスーツの懐ふところに右手を突っ込む。

　すぐさま自動拳銃が引き抜かれ、銃口が圭を捉えた。

　たんっ、という小気味いい銃声。

　圭は足をとめず、反射的にその場に転がった。

　続けざまに銃声、銃声、銃声。

　弾丸がアスファルトを小さくえぐり、タクシーに跳弾して火花を散らす。

　店の窓ガラスが割れて、流れ弾に巻き込まれた通行人がもんどりうって倒れ込んだ。

　マガジンが空になるまで銃声が鳴り響く。

　一瞬の静寂。広東語と英語が交ざり合った怒号と悲鳴が上がった。

　パニックになった通行人が蜘く蛛もの子を散らすように走り回る。

「この……！」

　身を起こした圭けいは男に飛びかかり、苦もなく押し倒した。

　路面電車の軌道が敷かれたアスファルトに背中を強したたかに打ちつけ、男がくぐもった声をもらす。その衝撃で自動拳銃が手から離れて転がった。

　圭はそのまま馬乗りになり、上着の襟をつかんで交差させた。力任せに絞め上げる。

「商品をさばくために香港ホンコンまでとはご苦労だな、ええ？　あんたが〈商会〉に卸すはずだった〈アンティーク〉を持ったまま消えたせいで、日本にいる俺おれの雇い主はカンカンだ」

　男はジタバタともがき、口をぱくぱくとさせた。

　圭は腕に力を込め、そのまま絞め落とそうとした。と、

「ケイ先生シンサン！」

　広東語で名前を呼ばれ、圭は視線を上げた。

　すぐそこに赤く塗装された二階建ての路面電車──香港トラムが迫ってきている。

　急ブレーキをかけているがとまらない。

「冗談……！」

　圭は馬乗りになっていた男を強引に引きずると、一緒になってその場を転がった。

　真まっ赤かな車両が二人のいた場所を走り抜けていく。

「ケイ先生！　一人で勝手をしないでください」

　総髪に黒いスーツの東洋人の男が小走りに近づいてきて、困ったように言った。

「ラウ大哥ダーコーから無む茶ちやをさせるなと言われているんです」

「安心しろ。こんなのは無茶のうちには入らない」

　圭は流りゆう暢ちような広東語で男の言葉をさえぎった。

「ケイ先生だと？　おまえ、アサギリ・ケイか。〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉のお気に入り──」

　転がった勢いで圭の腕から逃れた男が、ふらふらと立ち上がっていた。

「まあな」

「そんなやつに目をつけられたとあっちゃあ、もう逃げられんよな？」

「だったら大人おとなしくしてろ。すぐ日本行きの飛行機に放り込んでやる」

　圭は拳こぶしを何度か握って開き、無造作に相手との距離を詰めた。

　男はへらへらと笑いながら、降伏の意を示すかのように両手を上げた。

「俺は同じアンティーク・ハンターでもおまえさんみたいな武闘派じゃなくてね。価値もわからないままに本物を持ってる連中を探して、〈商会〉から預かった金で買い叩たたいて手数料をもらうのが仕事だ」

「それがなんでまた、こんな大それたことを？」

「新しいスポンサーがついたのさ。手土産の一つでも持っていかないとな」

「そうかよ」

　話を適当に受け流し、圭はさらに近づいた。

　その距離三メートル。

　圭けいにとっては一足飛びの間合いだ。呼吸に合わせて自然な動作で腰を沈め──こちらが飛びかかるよりも一瞬だけ早く、男が言った。

「けどまあ、たまにはこいつに頼るとするか！」

　上げていた右腕が振り下ろされ、袖口から黒い金属の筒が飛び出す。

　警棒のようにも見えたが、すぐさま男が抜刀して光沢を消した刀身が露あらわになる。

　ナイフを目にしても、圭は躊ちゆう躇ちよしなかった。

　強烈な踏み込み。

　男との距離がゼロになる。

　あまりにも一瞬のできごとに、男が悲鳴じみた声を上げた。

「少しは警戒しろよ可愛かわいげのねえ！」

「素人のナイフを怖がるほどお人ひと好よしじゃないんだよ」

　反射的に突き出されたナイフを、圭は左手で身体の外側に払いのける。

　右腕を男の首に絡ませるようにして奥襟を掴つかみ、足払いをかけて引きずり倒した。

　すかさず顔面を狙ってブーツの踵かかとを踏みおろす。

「──っ！」

　男は転がって一撃をかわした。そのままの勢いで身を起こす。

　圭は音もなくステップすると、側頭部を狙って回し蹴りを放はなった。とっさに左腕で受けようとする男を嘲あざ笑わらうかのように、蹴りが途中で軌道を変える。

　がら空きになっている脇腹に痛烈な蹴りが炸さく裂れつする。

「がっ……！」

　男の口から悲鳴がもれた。

　圭は腰を落として半身になり、足を滑らせるようにして男に密着した。

　だが、踏み込んだ分をすかされる。

「可愛げのないガキは嫌われるぜ、アサギリ」

「ちっ……！」

　ナイフの切っ先が圭の喉元に向けられ、男が鍔つばの辺りにあるレバーをぐっと押し込む。

　ばつん！　というバネが弾はじける音。

　ナイフの刃が猛烈な勢いで射出される。

（かわせない！）

　圭は胸中で叫んだ。

　同時に意識の遥はるか奥底、無意識の彼方かなたからなにかがやってくる。

　爪先から脳天まで、身体の隅々をなにかが這はいずり回るような感覚に襲われる。

　心臓を冷たい手で鷲わしづかみにされるような悪寒。

　魂が喰くわれていくような、言葉にできない恐怖感。

　圭はこの感覚の正体をよく知っている。

（まずい……！）

　コントロールできない。

　生存のための衝動が、理性を無視してその力を使うことを選択した。

　次の瞬間、圭けいを中心にして八角形の図式が立体映像のようにして浮かび上がる。

　八角形は八等分されて、それぞれに長短の棒を組み合わせた記号と、その記号に対応した『乾ケン・兌ダ・離リ・震シン・巽ソン・坎カン・艮ゴン・坤コン』という文字が見えた。

　それ以外にも一見して読み取れないような漢文が整然と、複雑かつ精緻に、八角形の図式に記されている。

　気がつけば、圭の周囲に火の粉が舞っている。黒い火の粉だ。

（魔法を使っちまう！）

　浮かび上がっていた八角形の図式が、ガラスが砕け散るような音を残してバラバラになって消滅した。

　同時に圭の身体が禍まが々まがしい漆黒の炎に包まれる。

　天まで焦がすかのように、炎が渦を巻いて猛烈な勢いで燃え上がる。

　射出されたナイフの刃が黒い炎に弾はじき飛ばされてアスファルトに落下した。

　炎の中心にいる圭はなにごともなく佇たたずんでいる。髪の毛一本すら燃えてはいない。

　男は腰を抜かして座り込み、呆ぼう然ぜんと圭を見上げていた。

「八掛魔法陣……ヘイルンハイツ……」

「ああ、そうさ」

　その声を聞いた圭は、ゆっくりと収束していく黒い炎のなかで口元を皮肉げに歪ゆがめた。

　大きく息を吐き、自嘲気味に吐き捨てる。

「噂うわさどおりの化ばけ物ものだろ？」

　圭の身体にまとわりついていた黒い炎が、舞い散る火の粉に変わって儚はかなく消える。

　男はもう抵抗する気はなさそうだった。獣に睨にらまれた草食動物のように怯おびえ、同時に蔑さげすむような視線をこちらに送ってきている。

　圭にとっては慣れたものだった。

（まいったな、ヤブ医者の薬がなくなりそうだ）

　上着の内ポケットから取り出した白いケースには、使い捨ての小型注射器が入っていた。アナフィラキシーショックに備える緊急医療キットであるエピペンに似ていたが、少し違う。すでに何本か使われたらしく、残りは二本だけだ。

　圭は注射器を手にすると、右袖をめくり上げた。露出した腕には黒い鱗うろこのようなものがびっしりと現れ、不気味な光沢を放はなっている。

　圭は注射器をその腕に躊ちゆう躇ちよなく突き立てた。

「ああ……くっそ……」

　吐き気と目眩めまいで朦もう朧ろうとする頭を振り、少女が投げ捨てられた金魚屋に歩いていく。

「具象化を維持できるだけのマギを溜ため込んでいた〈アンティーク〉だったのか。こっちは元の姿しか知らない分、探すのに苦労した」

　少女は気を失っているようだった。幸い怪け我がはしていない。金魚屋の水槽がぶちまけられたせいで水浸しになり、ワンピースが細い身体に張りついている。

　圭けいは少女を抱き起こすと、頬ほおをぺちぺちとやった。身じろぎする少女に言葉をかけようとして、頭のなかを今まで話していた広東語から英語へと切り替える。

「あーっと……英語はわかるか？」

　少女はぼんやりとした視線を圭に送り、小さくうなずいた。

「どこか痛いとこは？」

「全部」

「そりゃそうか」

「あなた、誰だれ……？」

「君を引き取るはずだったカオルーン商会の人間だ」

「カオルーン商会？」

「今じゃ本業がなにかもわからなくなった香港ホンコンのバカでかい会社さ」

　圭は少女を立たせると、濡ぬれた髪についているガラス片を払ってやった。

「わたしは、どうなるの」

「日本で俺おれのスポンサーに引き渡す。そこから先は俺も知らない」

「日本……？」

　圭は微苦笑を浮かべ、

「その姿、まだ保つか？　まさかあの男をオーナーにしたりしてないよな」

「してない」

　少女は小さく頭を振った。

「だから、もう、マギが足りな……」

　彼女の存在がいつの間にか希薄になってきていた。

　身体が半透明になり、後ろの風景が透けて見えている。

　ものの数秒で少女は光り輝く無数の粒子となって跡形もなく消え去った。

　そして、彼女が立っていた場所には、古びた銀の懐中時計が転がっている。

　圭は精緻な彫刻が施されているその時計を拾い上げ、蓋ふたを開いた。時計の針はきっちりと動いている。そのままポケットにしまい、ほっとした表情で近づいてくるカオルーン商会の男に肩をすくめてみせる。

「本物の〈アンティーク〉を見るのは？」

「人の姿をしているのを見るのははじめてですよ。噂うわさには聞いていましたが」

「そいつはよかったな。珍しいものが見れて」

　本物の〈アンティーク〉。

　ただの骨こつ董とう品ひんではなく、長い歳月を経て魂を持ち、人の姿を取るようになった道具の精霊。日本では九十九神などと呼ばれることもある。世界中の神話や伝説に登場する、意思ある道具。幻想世界の住人たち。

　朝あさ霧ぎり圭けいはそんな本物の〈アンティーク〉を集めるアンティーク・ハンターであり、

「なんとか始業式には間に合いそうだ」

　明日からは日本の高校二年生だった。
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　ヘリのローターが大気を叩たたくバタバタという轟ごう音おんも、彼女──雨あめ宮みや燈とう子こにしてみれば慣れたものだった。甲かん高だかいエンジン音や吸気口の唸うなり声を聞きながら、うたた寝すらできる。

　だからというわけではないが、ほっそりとした腰をシートベルトで固定されたまま、彼女はまどろんでいた。

　白と浅あさ葱ぎ色いろをメインにした爽やかな色使いの制服姿。地元の人間が見れば一目で九龍カオルーン学園の制服だとわかる。有名なデザイナーが手がけ、女の子に可愛かわいいと評判なのだ。

　ヘリの窓から差し込む朝の陽光が、カチューシャで後ろに流された彼女の黒髪を照らしていた。モデルのように長いすらりとした脚を組み、軽く腕組みをしている。

　制服を着ていなければ、女子大生でもとおりそうな大人おとなびた少女だった。右手の薬指には女子高生がするにはいささか地味で高価なプラチナの指輪がはめられている。

「ん……」

　どこか苦しそうに眉間に皺しわを寄せ、彼女は吐息にも似た声を薄い唇から漏らした。

　燈子と向き合って座っている少女が、生き真面目まじめな顔でぶつぶつと話しかけていた。その抑揚のない平板な声は、感情が読み取れず無機質だ。

「お嬢さまの寝顔、超絶美しいです。私にぺろぺろさせるべき。お嬢さまの寝顔、超絶美しいです。私にぺろぺろさせるべき」

「うーん……」

「お嬢さまの寝顔──」

「うーん……」

　燈子はうなされ、眉間の皺をきつくする。

「──ぺろぺろしますね？」

「しないで」

　伏せていた切れ長の目を半眼にして、燈子は低い声で言った。

「なんのつもりかしら、シルビア」

「睡眠学習です」

　彼女の秘書であるところのシルビア・レイは、平然と言い切った。

　ダークブラウンの髪をばっさりとショートカットにして、地味な銀縁眼鏡めがねをかけている英国系香港ホンコン人の少女だ。首にはまるで飼い犬のように、革製の赤い首輪をつけている。

　感情をうかがい知ることができない無表情。燈子と同じ制服に身を包んでいるが中学生にも見えたし二〇代後半にも見えた。実のところ、燈とう子こも本当の年齢は知らない。

「お嬢さまがあまりにも無防備に寝ていらっしゃるので、つい。私が寝ている女の子にあれこれして興奮する性癖の男でなくてよかったですね」

「大体あっているでしょう、それ。有能ではなかったら今すぐにクビよ」

「心外です。私のお嬢さまへの愛が伝わらないなんて」

「これっぽっちも伝わらないわ」

　燈子はぴしゃりと言い放はなち、小さなあくびを噛かみ殺した。

　ヘリの窓から差し込む光に目を細める。一六歳という年齢に似つかわしくない怜れい悧りさが備わった美貌は、見た者をぞくりとさせる切れ味鋭い刃物に似ている。

「どのようなご気分ですか」

「なにが？」

「日本本社のマネージャーになられたご気分ですよ」

「そうね」

　燈子はヘリの窓から眼下に広がる風景を見やった。

　南側に海、北側には山。一〇〇万人の人口と巨大な港を抱える観光と貿易の街──神明市。海には山を削って造成された埋立地がいくつも見て取れる。

　その埋立地のなかでもっとも巨大なものはカオルーン・アイランドと呼ばれている。

　バブル経済崩壊のあおりを受けて広大な空き地と化していた埋立地をカオルーン商会が買い取り、超高層ビルを何棟も建て、グループ企業と先端技術の研究機関、複合商業施設を誘致し、小学校から大学まである都市をつくった。財政破綻しかかっていた第三セクターに出資して埋立地までの自動交通システムを敷き、空港をつくった。

　誰だれが呼んだか九龍カオルーン学園都市。眼下に広がるこの世界は今や燈子のものだった。

「悪い気分じゃないわ。今までの苦労が実を結ぶというのはね」

　燈子は自信に満ちた笑みを浮かべた。

「自信過剰なお嬢さまの生意気な顔、ステキです」

「それって褒めてる？」

　四月の人事で香港ホンコンの最高幹部会はカオルーン商会の日本本社のマネージャーに、グループの総帥であるレガード・ウォンの妾腹の娘である雨あめ宮みや燈子を抜ばつ擢てきした。

　それはつまり、血統は申し分ないとはいえ、一六歳の少女が血で血で洗う権力闘争を勝ち抜いたということでもある。

　今や彼女は国際物流、国際金融、先端医療、不動産、企業コンサルティング、エンターテインメント、教育・人材ビジネスなどを手がける大企業の最高幹部会の序列に末席とはいえ名を連ね、小さな国を手に入れたも同然だった。

「ウォン大人ダーレンもお嬢さまのことを少しはお認めになったのでは」

「どうかしら。腹の底が見えない人よ、あの人は」

　燈子はこの話はここまでだ、と手を振った。彼女の家庭事情は色々と複雑なのだ。

　シルビアは秘書らしく主人の命令に従った。タブレット端末を操作してスケジュールを確認し、まったく違う話題を口にする。

「お嬢さまは九龍カオルーン学園の理事長にも就任なさいましたので、これから高等部の始業式でご挨あい拶さつをしていただきます。その後は日本本社の幹部の方々と定例会議、香港ホンコン総本社の幹部の方々とオンラインで定例会議、あとは県議会議員の方々が視察にこられますのでお出迎えしていただきます。その後は一三時から市長の表敬訪問、一四時からはカオルーン・ホテルで経済界の方々と会食、他ほかにも同ホテルでいくつか会合を入れていますので」

「なんなの、その殺人的なスケジュールは」

「最初が肝心です。小娘と侮られないようにしなければなりません。今、本日のスケジュールをお送りしました。ご確認ください」

「優秀な秘書を持つと助かるわ」

　燈とう子こは通学用に使っているボーダー柄のガーリーなリュックからスマートフォンを取り出した。送られてきたスケジュールを確認して渋い顔をする。

「そういえば、あの件はどうなっているの」

「あの件？　どのあの件ですか？」

　オウム返しにされて、燈子は少し口ごもった。

　改めて確認するとなんだかことさら気にしているように思われるかもしれない。いやいや、自分はこの件にも責任がある。なにせ彼のスポンサーは自分なのだし、些さ細さいなことであれ確認しておかなければ。

　彼女は胸中で自問自答してわざとらしく咳せき払ばらいすると、

「ケイくんに任せた件よ」

「ああ、あの件ですか」

　シルビアはさも今思い出したかのように、胸の前で両手を合わせた。小柄な体たい躯くには不釣り合いな胸元が揺れて、燈子は内心で嘆息した。

（反則的……）

「お嬢さまが大好きなアサギリ・ケイに任せた件ですか」

「……！」

　燈子の涼しげな顔が、わずかに赤くなる。

「わたしとケイくんは、そういうのではないのよ」

　だが、彼女はそれでも努めて平静だった。わずかに身を乗り出すと、シルビアを指差す。

「間違っても、ケイくんの前ではそんなこと言わないで。わかったわね」

「香港であれこれと深い仲になったお嬢さまのお気に入りではないですか」

「意味深な言い方しないで。ただの幼なじみよ」

「本当にそれでいいとお思いなのですか」

「そういう心配は秘書の仕事ではないでしょう」

「それは申し訳ございません」

　有能な秘書は謝罪の言葉を口にしても眉根一つ動かさなかった。

　燈とう子こは火ほ照てった頬ほおを冷ますように手でぱたぱたと顔をあおいだ。

「とにかく、あの件はどうなっているの？　あいつ、わたしに連絡してこないし」

「問題ありません。始業式には間に合うと香港ホンコンから連絡を受けています。多少のトラブルはあったようですが」

「トラブル？」

「魔法を使用したようです」

「あのバカ……」

「ほんの一瞬です。身体への影響はほとんどないと思いますが」

　燈子は淡々と報告するシルビアを睨にらみつけた。

「申しわけありません。失言でした」

「いいわ。それで、うちからスポンサー料を出していたリチャード・リーと、持ち逃げされた〈アンティーク〉は戻ってくるのね？」

「はい。それぞれ別の便で、今日には届く予定です」

「リーに手を回したのがどこの組織なのか徹底的に調べて。うちにちょっかいをかけてきた連中には思い知らせてやらないとね」

　燈子は黒い瞳に燃える闘争の炎を隠そうともしなかった。立ち向かってくる敵には絶対に後ろを見せない。彼女は今までそうして生きてきた。

「かしこまりました。ではそのように」

　シルビアはタブレット端末のメーラーを立ち上げると、即座にメールを作成しはじめた。

　そんな秘書を横目に、燈子はヘリの窓に映り込む自身の顔をぼんやりと眺めた。

（ケイくんに会うのは二週間ぶりくらいか）

　シルビアの言ったことは完全に間違っているというわけでもない。雨あめ宮みや燈子は確かに普通の女子高生ではないが、年とし頃ごろの女の子であることに変わりはないのだ。

　いつの間にか、窓の外にはヘリポートが見えていた。ヘッドセットにサングラスをしたパイロットが『着陸します、大小姐ダーシヤオチエ！』と告げた。
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「どうでしたか香港は」

「どうもこうも、散々でした」

　圭けいはカオルーン商会の特別な関係者だけが出入国の手続きをする部屋に案内され、顔かお馴な染じみの入国審査官に渋い顔をつくった。浅あさ葱ぎ色いろのネクタイを緩め、軽く頭を振る。始業式に備えた九龍カオルーン学園の制服姿だったが、あまり似合っているとは言いがたい。

　香港国際空港と地方空港にすぎない神明空港とに直行便があるのは、カオルーン商会の威光に他ほかならない。おかげで物騒な代物も機内に持ち込めるし、入国審査の際に入国管理局に咎とがめられることもない。

　神明市はカオルーン商会の進出によって巨大な中華街を抱え、日本でもっとも多くの華か僑きようや華人が活動する都市になった。その勢力はこの街の表と裏、あらゆるところに浸透している。

（なんとか間に合いそうだ）

　圭けいは腕時計を見ると、胸を撫なでおろした。時刻は午前八時を少し回ったところだ。始業式は午前九時からなので、十分に間に合う。

　入国審査官はバッグのなかからナイフと自動拳銃を発見したが、なにごともなかったかのようにパスポートに帰国の証印を捺おした。

　圭もそれを当然とばかりに受け取り、カバンを肩にかけた。

「カオルーン・ライナーの時間わかります？」

　それはカオルーン商会が市に出資して整備したモノレールの通称である。市の中心部からカオルーン・アイランドを縦断して最南端の神明空港まで続いている。九龍カオルーン学園の生徒や埋立地で働く人間にとっては日常の足として定着していた。

「会社から迎えの車を出すと言っていましたよ」

「そりゃまた至れり尽くせりですね」

　今までも海外での仕事はあったが、そんな扱いは受けたことがない。

　圭は訝いぶかしげな表情を浮かべながらも、部屋を出ると空港のロビーを横切って正面玄関に向かった。全面ガラス張りになっているロビーの向こう側には、滑走路を離発着する旅客機の姿を見ることができる。

「まさかリムジンってことはないだろうけど」

　空港の外に出ると、海の香りがした。

　すぐ近くに停車していたフォルクスワーゲンのＳＵＶがクラクションを鳴らした。

　圭はそれに応えるように軽く手を上げて、小走りに車に近づいていった。

　助手席と後部座席から黒服の男たちが降り立つ。

「今回に限って出迎えがあるなんてどういう風の吹き回し──って、おい！」

　最後まで言葉を言うこともできずに、圭は殺到した黒服たちに取り押さえられ、車のなかに引きずり込まれた。後ろ手に手錠をかけられ、猿ぐつわを噛かまされる。

　あまりにも突然のことに、圭は身構える暇もなかった。

　一仕事終えて帰国した直後だけに、少しくらい油断もする。

　ドアが勢いよく閉められると、ＳＵＶは尻を蹴り飛ばされたように急発進した。

　スモークガラスの向こうに見える景色が猛烈な勢いで流れ出す。

　だが、目隠しをされてそれすらも見えなくなった。

「んー！　んーっ！」

　圭はうめき声をもらして暴れようとするが、がっちりと両サイドを固められて身動きも取れない。実に鮮やかな──誘拐の手並みだった。
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　体内時計の感覚からして、車に乗せられていたのは三〇分ほどだった。

　圭けいは身体に伝わる振動や、信号で停車したときにわずかに聞こえてくる音などから、車が連絡橋を渡って埋立地から神明市の中心部に出たことを確信した。

　その後も頻繁に信号につかまりながら何度もカーブを曲がり──突然ドアが開く音がしたかと思うと強引に車内から引きずり出された。

　いやに静かなところで、街の喧けん噪そうは一切聞こえない。

（山奥の産廃場とかじゃないよな）

　映画やドラマで組織の人間が始末されるシーンを想像して、うんざりとした気分になる。この連中の目的がなにで、どこの組織の人間なのか、心当たりがありすぎる。

　圭は両脇を抱えられて、無む理り矢や理りに歩かされた。

　じゃりを踏むような足音がして、なぜか靴を脱がされる。どうやら建物のなかに入ったようだ。床の感触はひんやりとしていて、圭はマンションのフローリングを想像した。

（俺おれをすぐに始末する気はないってことか？）

　自問自答して、少しだけ気分が楽になる。尋問なり拷問なりにかけられるとしても、今のままいきなりズドンとやられるよりは逃げ出すチャンスはあるというものだ。

　圭は慎重に機会をうかがおうとしたが、いきなり力任せに突き倒される。

　畳の匂いがする部屋だった。

「ケイ先生シンサン、手荒な真ま似ねをして申し訳ありません。どんな手段を使っても迅速にお連れするようにとのメイ師姐スーチエからのご命令でして」

　目隠しと猿ぐつわを外され、最初に聞かされたのはそんな言葉だった。

「あとはお二人でごゆっくり」

「はあ!?」

　意味が分からず素っ頓狂な声を上げる。

「おい！　なんなんだよ!?」

　混乱する圭を無視して、誘拐犯たちは手錠も外すとさっさと姿を消してしまった。

「勘弁しろよ、くそ」

　圭は手錠の痕がついた手首をさすりながら、視線をぐるりとやった。一〇畳ほどの和室だ。壁には価値のよく分からない掛け軸があり、その下には花が生けられている。

　廊下と反対側の襖ふすまは開けられており、外には丁寧に手入れされた木々と人工の池、敷き詰められた玉砂利という典型的な日本庭園が広がっていた。

　どこかにある鹿しし威おどしが風流な音を立てる。

　テーブルには向かい合うようにして座布団が敷かれ、ノートパソコンが置かれていた。

「お二人でごゆっくりって……」

　部屋には圭けいの他ほかは誰だれもいない。連中はどうやらカオルーン商会の人間で、メイ師姐スーチエ──つまりは圭の姉である朝あさ霧ぎり明めいに言われて誘拐をしたということらしい。

「バカ姉貴め。なにをやらかす気だよ」

　圭は心底から深いため息をもらした。

　すると背後の襖ふすまが開け放はなたれ、人の気配がした。

「一体どういうつもり──」

　てっきり姉だと思っていた圭は、入ってきたのが見知らぬ少女であることに気づいて口をつぐんだ。

「は、はじめまして。わたしはヴィクトリアだ……です」

　明らかに日本人ではない少女は、運んできたお茶とお菓子をテーブルに置きながら日本語でそう言った。

　圭は息を呑のんだ。

　膝の裏まで伸びたブロンドは眩まぶしく、きめ細やかな肌は雪のように白い。

　碧へき眼がんは吸い込まれそうに鮮やかで凛りんとしていた。

　意志の強そうな眉に、ほっそりとした顎あごのライン。

　ヴィクトリアと名乗った少女が身にまとっている空気は、美しくも気高い女騎士を彷ほう彿ふつとさせた。ブラックドレスにシルバーのケープという出いで立たちで、控え目なイヤリングが耳元で光っている。

（あのイヤリングは、メイのやつか……？）

　圭が戸惑っていると、ヴィクトリアはこちらと向き合う位置でぎこちなく正座をし、ぎこちなく頭を下げた。

「よ、よろしくお願いします」

　そして、衝撃的な言葉を口にする。

「おまえの嫁です」

「まて！」

　圭は反射的に叫んだ。意味がわからない。

「嫁ってなんだよ！　嫁って！」

「おまえ……ではなく、あなたの姉から紹介されました。あなたはわたしに相応ふさわしい人だそうです。なにが不満だ……ですか」

「不満とかそれ以前の問題だろ」

　圭は眉間に深い皺しわを刻み、ひどく深刻そうに言った。

「わけがわからない。そもそも、君は姉貴とどういう関係だ」

　こんな状況をすんなり受け入れられるやつがいたら見てみたい。それでも圭はどうにか心の動揺を抑えるためにヴィクトリアが運んできたお茶をすすった。

「お、お茶菓子もどうぞ」

「…………」

　いそいそと勧められた上品な和菓子をお茶で流し込み、圭けいは眼前の少女ではなく自分に言い聞かせるようにして続ける。

「メイに弱みを握られて、俺おれをからかうことに協力するように脅されてるなら言ってくれ。今度会ったら小一時間正座させて説教しとくから。なんなら正座したところにコンクリートブロックを乗せるから」

「メイはわたしの恩人だ……です」

「いやいや、あの自分が楽しけりゃそれでいい、なんでも『面白そう』で物事を決めるバカ姉貴が人助けとかするわけない」

「本当なのだ、です」

　ヴィクトリアが声を硬くする。不満そうな表情を見るに、メイが悪く言われることがいやらしい。小さく唸うなってから、彼女はなにかを思い出したかのように机に置かれていたノートパソコンを見やった。

「そういえば、これを見せるように言われていたのだ」

　彼女はＵＳＢメモリを取り出すと、ノートパソコンに差し込んだ。

　ヴィクトリアは難しい顔でなにやら悪戦苦闘していたが、やがてノートパソコンのスピーカーからよく知っている声が聞こえてきた。

『あーあー、ハロー、ハロー。ねえ、これちゃんと映ってるわよね？』

　能天気で明るい女の声。姉だった。

　ノートパソコンの液晶画面がくるりとこちらに向けられる。

『ケイ、久しぶりね。これを見てるってことは、無事にヴィクトリアと会えたみたいね』

　動画の画質はかなり乱れており、画面はノイズだらけで姉の顔もよくわからなかった。外からは銃声らしき音が響いてきており、空気を切り裂く金切り声のような音がしたかと思うと遠くで閃せん光こうが煌きらめいた。なにかが爆発したらしい。

「どこにいるんだよ、あんたは」

　動画の向こう側では姉に向けて誰だれかが英語でがなり立てていた。

『突然ごめんねー。ヴィクトリアは私が少し前に手に入れたんだけど、ちょっとわけありで手に負えないの。で、あんたを紹介することにしたというわけ』

「なんでだよ」

『でもさすがに年とし頃ごろの弟に女の子を紹介して、面倒を見てほしいなんて非常識だと思ったのよ。だからちょっとお見合いしてくれるかしら』

「そっちの方が非常識だろ!?」

『ケイはストライクゾーンが広いから、見た目は全然大丈夫だと思うけど』

「そういう問題じゃない！」

　動画にいちいち抗議の声を上げていると、ヴィクトリアがお茶を注いでくれた。

　無意識に湯のみを手に取って口をつけ──

『あ、そうそう。お見合いでお茶菓子に手をつけるとＯＫということになるからねー』

「っ!?」

　盛大に吹き出した。それを見たヴィクトリアがいやな顔をする。

『あ、でもこれ、江戸時代の作法だから今はあんまり関係ないかも』

「変な豆知識を交ぜるな……！」

　圭けいは咳せき込こみながら、面白そうに笑っている姉を想像してうんざりした。

　そんな弟のことなど知るよしもなく、姉の動画は淡々と続く。

『詳しくはヴィクトリア本人から聞きなさい。あと、年とし頃ごろだからするなとは言わないけど、ほどほどにしときなさいよ』

「なにをだ」

『なにかあったら、困ったときのお姉ちゃん相談室に連絡してくれていいわよ』

「もう困ってる！」

『もう困ってるって言うと思ったから、ヴィクトリアにお手製のアドバイスを書いたノートを渡しておいたわ』

　ヴィクトリアがさっと姉のノートを差し出してきた。

『お姉ちゃんに聞きなさい。夫婦の営みマニュアル』と書いてある。

「違うわ──────っ！」

　圭は力の限りノートを投げ捨てた。すぐさまスマートフォンを取り出すと、姉の番号を呼び出す。『おかけになった電話番号は、現在電源が切られているか電波の届かないところに──』という無情な人工音声がすぐに返ってきた。

「お姉ちゃん相談室の役立たず！」

　そうこうしているうちに、姉を撮影していたカメラがなにかの衝撃で横倒しになった。動画の画質はさらに乱れ、音声も途切れ途切れになる。姉と誰だれかが怒鳴り合っている。状況はかなり切迫しているようだ。

　姉がカメラを拾い上げたのか、横倒しになっていた動画が元に戻る。

『もう────みたい。ケイ、最後に──』

　どうやら撮影していた部屋から脱出するらしい。かなり慌ただしい雰囲気が伝わってくる。最後に重要な情報が伝えられるのかと、圭は姉の言葉に耳を傾けた。

『この情報は自動的に消滅するわ』

　動画は終わった。

「最後の最後まで！」

　圭は白煙が上がっているノートパソコンを掴つかむと、外に向かって全力で放り投げた。

　日本庭園の池に沈み、爆発。水柱が派手に上がり、水みず飛沫しぶきが霧雨となって降り注ぐ。

「殺す気か……」

　恐ろしい疲労感に襲われて、圭はぐったりと座り込んだ。

「とまあ、そういうわけなのだ……です。ご趣味は？」

「なんかお見合いする気満々だな……」

「ケイ、さんは、紅茶は好きですか」

　圭けいは頬ほお杖づえをつくと、とりあえず向き合っている少女に言った。

「その妙な日本語、メイに習ったのか？」

「そうだ……です」

「無理に敬語使わなくていいよ」

「……そうか。ならばそうしよう」

　数瞬の間考え、ヴィクトリアは少しだけ表情を柔らかくした。

「日本語は難しい。考えながら話していると舌を噛かみそうだ。メイには他ほかにも色々と習ったのだ。日本では婚約しなければ男女で手を握ることもできないとか」

「それはウソだ。いつの時代の話だ……」

「だからこうして、わたしはお見合いとやらをすることにしたのだ」

「だからの意味がよくわからないんだが」

「うむ。わたしはケイの嫁になるのだから、一日一回のキスを要求するぞ」

　照れた様子もなにもなく、ヴィクトリアが宣言する。

「そのために嫁としてやらなければならないことも、メイからしっかりと教わってきた」

「まてまて……」

　この女は平然となにを言っているのだろうか。生き真面目まじめそうな見かけとは裏腹にずいぶんと熱い夫婦生活をお望みだ。いやいやそうではなく、そもそも──

「君はそれでいいのか。メイに俺おれを紹介されて、それをすんなり受け入れるのか？」

　子供に言い聞かせるような口調で、圭はゆっくりと言った。

　だが、彼女の答えは明確だった。

「安心しろ。わたしは人の外見は特に気にしない主義だ」

「さらりとひどいこと言うな！」

「そんなことより大切なのは──」

　ゆらりと立ち上がったヴィクトリアに気け圧おされて、圭は座ったまま身体を引いた。なにやら殺気じみたものを感じる。彼女は続けてなにかを言おうとしたが、



　ぐうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ──



　という、どこか間の抜けた低音が部屋に響いた。

　ヴィクトリアがさっとお腹なかに手を当てる。どうやら彼女の腹の虫が鳴いたらしい。

「も、もう時間もあまりないようだ」

　バツが悪そうに視線をそらし、わずかに耳を赤くする。

　一日一回のキスを要求したときは恥じらいの欠片かけらも見せなかったくせに、お腹が鳴る音を聞かれるのは恥ずかしいらしい。

「とにかく！」

　彼女は咳せき払ばらいをすると、なにごともなかったかのように仕切りなおした。

「メイが言うとおり、わたしに相応ふさわしいのかどうかを確かめさせてもらうぞ！」

　言葉と同時に、ヴィクトリアは机を乗り越えて飛びかかってきた。

「ちょっとまて！」

　圭けいは信じられない力でそのまま押し倒された。

　畳に背中と後頭部を打ちつけ、ヴィクトリアの重みを身体に感じる。見れば馬乗りになられていた。しかも、うまい具合に両肩を押さえられて身動きが取れない。

「なんだこの恐ろしく実戦的なテクニック！」

「ぎゃあぎゃあ喚わめくな。大人おとなしくしろ」

「それが女の子のセリフか！」

「キスするだけだ」

　ヴィクトリアに顔を覗のぞき込まれて、圭は彼女の碧へき眼がんから目が離せなくなった。

　ほんの数十センチの距離。

　彼女のブロンドの毛先が鼻をくすぐってくる。

　身体の温ぬくもりも、心臓の鼓動も、手に取るようにしてわかった。

「すぐに終わる」

　ヴィクトリアが舌で唇を湿らせた。

　濡ぬれた唇からもれる吐息は、逆らい難いほどに蠱こ惑わく的てきだった。

　かたちのいい彼女の唇がゆっくりと近づいてくる。

　圭は終始ヴィクトリアにペースを握られていた。頭のなかでは激しく警報が鳴り響いているが、流れを変えることもできずに状況の傍観者になるしかなかった。

（なんかもうこのままでも──）

　と、いうような気持ちにすらなってくる。

　だが、スマートフォンがけたたましい着信音を響かせ、圭は我に返った。

（──いいわけあるか！）

　力任せに身を起こし、ごちん、という音。

「!?」

　ヴィクトリアは目を白黒させて額ひたいを押さえた。

　それは圭も同じで、頭がくらくらした。

「な、なにをする！」

「それはこっちのセリフだ！　はじめて会った女の子とキスなんてできるか！」

　少し涙目になりながら抗議してくるヴィクトリアに、圭は怒鳴り返した。

　転がって距離を取りつつ反動で身を起こす。

「大体、姉貴が絡んでることはろくなことにならないんだよ！」

　スマートフォンの液晶画面を見る。着信は燈とう子こからだった。始業式に出なかったから怒っているのだろう。なにをどう説明すればいいのか、それを考えるだけで気が重い。

（燈とう子こ、許せ）

　圭けいは無情にもスマートフォンの電源を切った。

　視線を周囲に巡らせて脱出経路を探すが、情報がなさすぎる。ここはどんな建物で、そもそもどこなのだ。日本庭園は外につながっているのか？

「俺おれはまだ高校生だぞ。嫁とか知ったことじゃない」

　圭はそのまま春の日差しが降り注ぐ日本庭園へ飛び出した。

「いいだろう。ならば力ずくだ」

「さっきも力ずくだっただろ!?」

「今度は多少、痛い目を見てもらう。聞き分けのない旦那を調教するのも嫁の仕事だとメイが言っていた」

「調教ってなんだよ!?」

　ヴィクトリアは庭園に面した縁側から圭を睥へい睨げいしていた。



　ぐうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ──



　またお腹なかの虫が鳴く。

　二人は無言で視線を交錯させた。間の抜けた時間がすぎる。

「どれだけ腹減ってるんだよ、おまえは」

「うるさい！」

　彼女は圭の言葉を振り払うようにして語気を強めた。

「わたしの得物を持ってこい！」

「小姐シヤオチエこちらです」

　襖ふすまが開け放はなたれ、廊下にいた黒服が銀色のケースを放り投げた。釣つり竿ざおでも収まりそうなサイズだった。

「刮かつ目もくするがいいぞ。これぞ大英帝国の礎を築きし鉄火の銃」

　ヴィクトリアはケースを手に取るなり、鍵を開け放った。そこに収まっていたものはフリントロック式のマスケット銃だった。

「ブラウンベスだ」

　不適な笑みを浮かべ、彼女はドレスの裾を恥じらいもなくたくし上げた。

　白い太ももが露あらわになり、小さなポーチがベルトでとめられている。

　彼女はそのポーチからなにかを包んでいる油紙を取り出した。紙の端を噛かみ切るなり、中身をマスケット銃の火皿に入れる。

　そこでようやく、圭はヴィクトリアが持っているものが火薬と弾丸を一緒に包んだ紙かみ薬やつ莢きようであることを理解した。

　彼女はマスケット銃を撃とうとしている。

　ヴィクトリアは恐ろしく滑らかな手つきで、残っていた紙薬莢の中身──弾丸と火薬を銃口から銃身に注ぎ入れた。空になった紙かみ薬やつ莢きようで銃口に蓋ふたをし、続けざまに槊さく杖じようを抜き放はなつや銃身の奥まで弾丸と火薬が押し込まれる。

　その間、わずか数秒。

　見とれるほどに美しく、凛り々りしい姿だった。

　彼女は手て馴なれた様子でマスケット銃を構えると、銃口をぴたりと圭けいに向けた。

　容赦なく引き金が絞られる。

　銃火が瞬いて白煙が上がり、轟とどろく銃声が空気を震わせた。

　圭の横顔をかすめるようにして弾丸が空気を切り裂き、背後の松を直撃する。

「おまえ……」

　圭はぞっとしながら弾丸が直撃した背後に視線をやった。

　ヴィクトリアは顔色一つ変えなかった。

　新しい紙薬莢を取り出すなり、一連の動作を繰り返す。

　視線を戻すと、彼女の輪郭がぼんやりとおぼろげなものになっていた。存在が希薄になっているのだ。香港ホンコンで回収したあの少女と同じように。

「〈アンティーク〉か」

　圭の言葉には答えずに、ヴィクトリアが再びマスケット銃を構えた。

「おまえが空腹なのはな、人の姿を保つためのマギが不足してるってことだ」

「だから、おまえにマギを供給してもらうのだ」

「そういうことかよ……」

　こちらに向けられたままの銃口を見据え、圭は表情を強こわ張ばらせた。

「俺おれにオーナーになれっていうのか」

「メイが言うにはわたしはどうにも特別らしくてな。この姿を保つために消費しているマギを満たすには、普通の〈アンティーク〉よりも多くのマギが必要なのだ」

〈アンティーク〉は人の姿を保つために、気に入った人間の専用の道具になり、マギを供給してもらうことがある。それがオーナーとの依存関係というやつだ。

〈アンティーク〉は安定的なマギの供給源を得ることで常に人の姿を取り、オーナーとなった者は〈アンティーク〉の力を思うままに使うことができる。世界中の神話に登場する伝説的な武器や道具を使う英雄たちのように。

「供給しなきゃならないマギの量が多すぎるから、メイの手には負えないってことか」

　圭は姉が動画の中で言っていた言葉を思い出した。

（またややこしそうなものを押しつけてきやがって）

　縁側でマスケットを構えるヴィクトリアとの間合いを計る。どうにもこの狭い日本庭園は、外へはつながっていなさそうだった。強行突破するしかない。

「降伏するなら今のうちだぞ、ケイ。大人おとなしくわたしとキスをするのだ」

「それがおまえとマギの供給路を構築する方法ってわけか」

　オーナーとの依存関係を成立させ、マギが供給されるルートを構築する方法は〈アンティーク〉個々によって違う。彼女にしてみれば、キスはそのための作業でしかない。

「メイから聞いているぞ。本当かどうか見せてみろ」

「なにをだよ」

　彼女の言っていることはよくわかっている。この業界で〈商会〉の〈鋼刃娘娘ガンレンニヤンニヤン〉と畏い怖ふされる朝あさ霧ぎり明めいになく、弟である朝霧圭けいにはあるもの。

「今度は外してやらないぞ」

　マスケット銃の銃口は圭をまっすぐに捉え、いつでも発砲できるようにヴィクトリアの細い指が引き金にかかっている。マスケット銃の命中率は著しく低いが、初弾の腕を見る限り逃げられそうになかった。あんな骨こつ董とう品ひんでも、人を殺すには十分だ。

　圭は大きく息を吐いた。腹を決める。

「そんなに見たいなら──」

　香港ホンコンで無意識に使ってしまったときのように、身体にほとんど影響がない時間ではすまない。それなりの時間、自らの意志で力をコントロールする必要がある。

「──見せてやるよ」

　強こわ張ばった表情で、圭は言った。

　じっとりした冷たい汗が全身から噴き出す。

　すでに彼の周囲には、黒い火の粉がちらほらと舞い始めていた。

　朝霧明にはなく朝霧圭にあるもの。それは彼に宿る膨大なマギだった。本来は人の業ならぬ奇跡──魔法を使ってなおもあり余る。

　圭は奥歯を噛かみ締め、唸うなり声を上げる犬のように眉間と鼻の頭にきつく皺しわを寄せた。

　彼を中心に八角形の図式が浮かび上がる。

　長短の棒を組み合わせた図式と八種類の文字『乾ケン・兌ダ・離リ・震シン・巽ソン・坎カン・艮ゴン・坤コン』、そして複雑精緻な漢文による東洋魔法の方程式。

　それは西洋の魔法使いがマギと呼び、東洋の魔法使いが太極と呼ぶ、万物の原質から生まれる『天・沢・火・雷・風・水・山・地』の属性を現す。

「八はつ卦け魔法か！」

　ヴィクトリアが感嘆をもらした。

　圭が低い声を絞り出す。

「先天八卦〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉……！」

　それはさながらファンタジーの世界で魔法使いが唱える呪文だった。

　魔法陣という方程式に自らに宿る万物の原質であるマギを流し込み、意図した解を奇跡として現世に導き出す。言葉はその解のイメージだ。

　瞬間、八卦魔法陣がバラバラになって消滅した。

　圭の周囲を舞う黒い火の粉が、漆黒の炎へと一気に膨れ上がる。

　そして、言葉にできないあの感覚に襲われる。心臓を鷲わしづかみにされるような、魂が食われると錯覚するような、恐怖感。

　圭けいは爆発しそうな感情を押さえ込み、身体にまとわりつく漆黒の炎を両手に収束させた。

「俺おれはバカ姉貴からの厄介ごとは引き受けない主義だ。梱こん包ぽうして送り返してやる」

　漆黒の炎に包まれた両手をゆっくりと握り締め、皮肉げに笑う。

「人の身でありながら魔法を使うのは、この現世にあってまさに神話の英雄のごとしだな」

「どうだかな。それよりも、さっさとケリをつけさせてくれるか？」

「それは同感だ」

　ヴィクトリアが構えたマスケット銃の引き金が絞られるよりも速く、圭は身を低くして一足飛びに間合いを詰めた。

　獣のようにしなやかに、猛然と襲いかかる。

　踏み込んだ右足を縁側に乗せて、圭は右拳こぶしを横殴りに振り抜いた。

　黒い軌跡が一いつ閃せん。

「先天八はつ卦け〈黒龍炎爪ヘイルンイエンチヤオ〉！」

　マスケット銃の銃身に圭の拳が激突する。

　金属を殴りつける、ぐしゃりという音。

　黒い炎が爆発する。

　同時に耳をつんざく銃声。

　弾丸はあらぬ方向へ飛び、ひん曲がったマスケット銃がヴィクトリアの手を離れて縁側の板を派手に転がる。

「魔法陣なしに魔法を使う!?」

「俺の魔法はちょっとばかり特別なんだよ」

　縁側に飛び乗ってヴィクトリアを間合いに捉えた圭は、そのまま無造作に左足を突き出した。容赦のない前蹴りがヴィクトリアを襲い、彼女は軽々と吹き飛んだ。畳を転がり、だが身体を丸めて受け身を取ると平然と立ち上がる。

「驚いたぞ。奇跡の方程式である魔法陣をキャンセルして、解だけを導き出すとはな」

　ヴィクトリアはマスケット銃が収まっていたケースから二本の短剣を取り出した。本来はマスケット銃に装着して使用する銃剣だ。

　そうこうしている間もヴィクトリアの姿は希薄になり続けている。だが、そんなことはお構いなしに、彼女は左足を大きく踏み込むなり右手の銃剣を投とう擲てきした。

「っ！」

　空気を切り裂いて一直線に向かってくる銃剣を、圭は左手の裏拳で打ち払った。

　銃剣が深々と畳に突き刺さる。

　そのときにはヴィクトリアがもう眼前に迫っていた。

　逆手に構えた左手の銃剣が、逆さか袈げ裟さに振り上げられる。

　圭は右手で銃剣を鷲わしづかみにした。

　黒い炎に触れて、銃剣の刃が焼け焦げる。

　間髪入れずに踏み込んで、圭は牽けん制せいに左の拳を貫ぬき手てにして突き出した。

　ヴィクトリアが銃剣を手て放ばなして飛とび退のき、一瞬前まで彼女がいた空間を黒い炎が薙なぎ払う。圭けいの拳こぶしから炎の欠片かけらが飛び散り、あちこちを焦がした。

　今や焼け焦げた臭においが和室に充満している。

　圭は部屋を出る襖ふすまの前に立ち塞ふさがっているヴィクトリアに言った。

「俺おれの魔法は加減が難しいんだよ。わかったなら、そこをどいてくれ」

「そうはいかない。神話の英雄のごとき本物の魔法使いなど、そうお目にかかれるものでは──」

　彼女がぎょっとしてそこで言葉を切る。圭の右手から首筋、そして頬ほおにかけて、爬は虫ちゆう類るいじみた黒い鱗うろこが浮き出ていた。その光沢はどこか禍まが々まがしい。

「俺は英雄なんかじゃない。化ばけ物ものだ」

　圭は自嘲気味に吐き捨てた。

　だが、今度は圭がぎょっとする。

　火の粉のせいで焦げたケープを、ヴィクトリアが脱ぎ捨てたからだ。

　露あらわになったブラックドレスはワンショルダーの大胆なデザインで、かたちのいい二つの膨らみが目に入る。汗で肌に張りつき、身体のラインがいやにくっきりと浮き出ていた。

　圭が思わず目をそらすと、彼女は畳を蹴って滑るようにして距離を詰めてくる。

　汗で張りついたドレスの下で、胸元が派手に揺れる。

（え、あれ、こいつ下着つけてな──）

　集中力が途切れた次の瞬間──強烈な右フックを顎あごに喰くらい、意識が白くなる。

　続けざまに右の膝蹴り。

「がっ……！」

　尖とがった膝が完璧に腹部に喰い込み、圭の身体はくの字になった。

　すかさず足払いをかけられて、腰から崩れ落ちる。

　黒い炎と浮き出ていた黒い鱗が消滅する。

「まったく、手こずらせてくれたな」

　耳元で囁ささやかれたその声は、ひどく遠くからに思えた。

　ヴィクトリアは膝立ちになると、圭の頬に両手をそっと当てた。

　頭が朦もう朧ろうとするなか、圭にはその手の感触だけがやたらとはっきり感じられた。

「わたしにマギを与えてくれるなら、ケイにはわたしを与えよう。女王陛下に捧ささげし至誠と献身、弾丸と銃剣で応えよう」

　彼女の吐息が鼻にかかる。

　二人の距離は、もう、ほとんど触れそうなくらいだった。

「聞け。メイからの伝言だ。わたしは特別な〈アンティーク〉。鍵なんだそうだ」

「鍵……？　なんの鍵だ？」

「おまえの呪いを解く鍵だ。だから、わたしを手放すな」

「そんな話、信じられるか」

「おまえはメイの言葉を信じるしかない。違うか？」

　彼女の言葉はまったくそのとおりで、圭けいは抵抗できなかった。

　ヴィクトリアは静かに目を閉じ、そっと唇を重ねた。

　柔らかな感触と、そして彼女の温かさ。

　もう一度殴られたかのように、頭がくらくらした。

　そして、目には見えないなにかが二人の間で構築される。『つながった』と、圭は無意識に理解した。二人の間にマギの供給路が結ばれたのだ。瞬間、彼女にマギが流れ込む感覚が襲ってくる。健康診断や献血のときに、注射器で血を抜かれる感覚に似ていた。

「……ん」

　ヴィクトリアが妙に艶っぽい吐息をもらす。

　はじめてのキスはいちごの味でも、レモンの味でもなかった。

　唇を離したヴィクトリアは大の字になってのびている圭に言った。

「安心しろ。わたしもはじめてだ」



◆◇◆◇◆



　四月になったというのに、ロンドンの空はどんよりとした鉛色の雲に覆われていた。ここ数日は小雨が降ったりやんだりで、春というには肌寒い。

















　下町にある年期の入ったそのアパートの部屋はどこか陰いん鬱うつで、ガラス窓から見える風景は雨に濡ぬれる狭い路地裏と向かいのアパートの壁だけだった。

　狭い部屋には男が二人。

「そろそろ話す気になったか？」

　長身痩そう躯くで黒ずくめの男は、深く、静かな声でそう言った。

　長く伸ばしたプラチナブロンドの髪が服の色と強烈なコントラストとなり、一目見て忘れられない印象を残す。貴族のようなスマートな物腰と、湖の底のように静かな笑み。

　そのくせ黒い瞳の奥は、これっぽっちも笑っていない。

　眼光は奈落の底に続くかのように、深く、暗い。

　彼の視線の先には、パイプ椅子に拘束されている東洋人の男がいた。手首と足首を針金で縛られ、服には生乾きの血がべっとりとはりついている。

　見るからにやつれ、憔しよう悴すいしている男は、かすれた声で吐き捨てた。

「くたばれ、レイヴン。くそ野郎が。ラウ師父スーフーにかかれば貴様など……」

「そうかもしれないな。だが、シリング・ラウはここにはいない」

　レイヴンと呼ばれた男は薄く笑った。触れれば切れるカミソリのような笑みだった。

「無駄だとは思うが、一応は言っておく。あんたにチャンスをやる。メイ・アサギリはロンドンを発たってどこに向かったのか。僕が聞きたいのはそれだけだ。それから先のことは別の誰だれかに聞かせてもらうとするさ」

「くたばれと言った」

「やれやれだな」

　レイヴンは肩をすくめて思案した。こういう手合いは厄介で、苦痛を与える尋問は通用しなさそうだった。

「そう邪険にしなくてもいいだろう。放っておいても僕はくたばるさ」

　自嘲を噛かみ殺し、暗く笑う。

　レイヴンは続けてなにかを言おうとしたが、テーブルの上に置いていたスマートフォンが着信を知らせた。液晶画面には非通知の文字。だが、彼は躊ちゆう躇ちよすることなく電話に出た。

　清潔で透明感のある女の声が聞こえてくる。

『ごきげんよう、レイヴン。景気はいかがかしら？』

「ブリタニアか」

　彼のスポンサーは業界で〈博物館〉と呼ばれている。ブリタニアはレイヴンに依頼や必要な情報を提供する役割を担う現場監督のような存在だった。

「不景気だよ。とことんね」

『でしょうね。そうでしょうね。承知しているわ。だからレイヴン、あなたにいい話を持ってきてあげたのよ。聞きなさい。心して聞きなさい』

　彼女は完璧なクイーンズ・イングリッシュの発音で、早口にまくし立ててくる。英語の母国であるイギリスですら、今やほとんど話す者がいない珍しい発音だ。彼女の美しい声とあいまって、一度聞けばいやでも忘れられない。

　レイヴンは彼女からの指示を辛抱強く聞き、自分からはなにも言わなかった。

『なんのためにバカみたいな大金を積んであなたを雇っていると思っているのかしら。子供のお使いではないのよ。さっさと〈商会〉の売女ばいたが盗んでいった〈アンティーク〉を取り戻しなさい。そのあとに、あの女の死体を眺めながらとっておきのブランデーで乾杯しましょう。レイヴン、期待しているわ』

「君に拾われてからこっち、僕が期待を裏切ったことがあったか、ブリタニア」

『けれども、あなたは恐ろしいもの。鴉からすのように賢さかしく、蛇のように冷たい男──』

　電話の向こう側で、声のトーンが不意に低くなる。次に聞こえてきた声からは、育ちのいいお嬢さま然とした雰囲気は微塵もなかった。

『忘れるんじゃねえぞ。お前が生きるも死ぬも、あたしの気分一つだってことをな』

　電話は一方的に切れた。

「すぐに地金が現れる」

　レイヴンはうんざりしたように頭を振った。

　だが、その言葉は正しい。彼女なしでは自分は生きられない。

　気がつけば、白い手袋をしている左手が小刻みに震えていた。凍りつく寒さむ気けが全身を駆け巡り、心臓を鷲わしづかみにされたような錯覚に陥る。魂を喰くわれるような感覚。冷たい汗が流れ、呼吸が乱れる。

　端正な顔の左ひだり頬ほおから首筋にかけて、蛇のような白い鱗うろこがびっしりと現れていた。

「まあ、落ち着けよ」

　レイヴンは誰だれかに言い聞かせるようにつぶやくと、上着のポケットから小さなプラスチックのケースを取り出した。耳元で軽く振って中身が入っていることを確かめる。

　ケースを開けると、なかにはラムネのような錠剤が何粒か入っていた。

　錠剤を一粒だけ取り出すと、ゆっくりと口に含む。

　奥歯で軽く噛かみ締め、レイヴンは天を仰いだ。

　一気に錠剤を噛み砕く。

　瞳孔が開き、全身が震えた。

「……っ！」

　かすれた声がもれ、身体が仰のけ反ぞる。

　レイヴンはしばらくの間、そのままだった。ぶるぶると身震いし、視線を宙にさまよわせる。やがて虚うつろな視線がはっきりとしてくると、身体をゆっくりと元に戻す。

　白い鱗が消えていく。

〈商会〉の男が怯おびえた表情でこちらを見ていた。

「化ばけ物ものが」

「化物だって？　そんな風ふうに言われると傷つくな。ただの発作だ。病気みたいなものさ。最近は特にひどくてね。薬がいるから、いけ好かない女に飼われている」

　レイヴンはなにもなかったかのように、平然としていた。乱れた呼吸を整えて、腰の後ろからベルギー製の自動拳銃を抜き放はなつ。

「おしゃべりブリタニアのおかげで、もうあんたの減らず口を聞く必要もなくなった」

　銃口がパイプ椅子の男に向けられ、レイヴンは躊ちゆう躇ちよなく引き金を絞った。

　何度も引き金が絞られ、スライドが前後し、弾丸が吐き出される。

　空薬やつ莢きようが次々と飛び出して、彼の足元で澄んだ音を鳴らす。

　レイヴンはブリタニアからのオーダーを胸中で繰り返した。

　メイ・アサギリが奪った〈アンティーク〉を取り返す。

　場所は日本。

「今はまだ君の玩具おもちやでいてやるさ、ブリタニア」

　レイヴンは小さくつぶやいた。

　マガジンが空になり、ようやく自動拳銃を撃つ手がとまる。

　パイプ椅子の男は、もうぴくりとも動かなかった。








２．チェンジリングとアンティーク


THEY ARE INHABITANTS OF NEVERLAND



　拉致された料亭は神明市の山の手にあるカオルーン商会が買収した有名店で、騒ぎを起こしたにもかかわらず圭けいとヴィクトリアは丁重に見送られた。

　圭は香港ホンコンからの荷物が入っているボストンバッグを肩にかけ、最寄の駅に向かうことにした。地下鉄で市内の中心部である神明中央駅に向かうのだ。

　圭は自分の右手をしげしげと眺め、怪け訝げんな表情になった。いつもなら魔法を使った影響が多少は出てもいいはずだが、それがこない。

（ヤブ医者の薬はあと一本……あれがこないに越したことはないけどな）

　背後に視線だけをやると、当然とばかりにヴィクトリアがついてきていた。

　圭は無言のまま早足で歩いたが、彼女も負けじと早足になった。

　そのまま一定の距離を保ち、二人は地下鉄の駅までたどり着いてしまった。

「……なんでついてくるんだよ」

　平日の昼前ということもあり、駅に人の姿はほとんどない。

「これから家に帰るのだろう？」

「ああ。今さら始業式に出たところでとっくに終わってる」

　圭は制服のブレザーを脱ぐと、ヴィクトリアに投げ渡した。

「とりあえず、それ着てろ」

　彼女はワンショルダーのブラックドレスのままだった。目のやり場に困る。

　言われるままにヴィクトリアはブレザーを羽織った。サイズが一回りほど合わないらしく、手のひらの半分くらいが袖で隠れてしまっている。

「メイからはケイに面倒を見てもらうように言われているのだ」

「だから、なんで」

「わたしはケイの嫁なのだから当然だろう」

「嫁じゃない」

「ケイは嫁でもないわたしにキスをしたというのか」

「あれはしたんじゃない。されたんだ」

「ひどいやつめ。謝罪しろ」

「それはこっちのセリフだ！　トラウマになったらどうしてくれる！」

「ケイはわたしのオーナーなのだから、ちゃんと義務を果たすべきだ。一日一回のキスを要求するぞ」

「そういうことは、ほいほいとするもんじゃなくて」

「なぜだ？」

「なぜって……」

　ヴィクトリアにとってはマギを供給してもらうための単なる行為でしかないのかもしれないが、圭けいにしてみればそういうわけにはいかない。結婚するまでは、みたいな古風な貞操観念を持ち合わせているわけではないにしてもだ。

「一度したら終わりというわけか」

「言葉をもうちょっと選んでくれ。頼むから」

　高校生らしき男女が公共の場で言い合ってる様子は目を引く上に、女の子の方がブロンドに白い肌とくればなおさらだ。駅を利用する人々が、興味深そうに視線を向けてはとおりすぎていくのがわかった。

「もちろんわたしもそれ相応に身体で尽くすつもりだ」

「だから、言葉を選べ！　わざとか!?　なあ、わざとなのか!?」

「なにを言っているのかよくわからないのだが？」

　ヴィクトリアは怪け訝げんな顔で小首を傾かしげた。

　ここで言い争っていたところであらぬ誤解を受けるばかりだった。それに──

「おまえが俺おれの呪いを解く鍵だって？」

　圭は声を硬くした。ヴィクトリアが言った姉からの伝言は、簡単に信じることはできないが、無視することもできない。いくら姉でも悪ふざけでそんなことを言うわけはない。

「メイがそう伝えろと」

「なら、今すぐ俺の呪いを解いてみせろ。おまえも見ただろ、俺のあの姿を」

　圭は自嘲気味に笑った。魔法という力の代償。〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉と人は呼ぶ。力を使えば使うほどに、朝あさ霧ぎり圭けいは人ではなくなっていく。

「それは……」

　ヴィクトリアは戸惑い、碧へき眼がんを左右にさまよわせた。

「だろうな。そんな簡単にいくなら、とっくの昔に俺おれは元に戻ってるよ。特別製の〈アンティーク〉だって？　ヴィクトリア、おまえは一体、なんなんだ？」

　口ごもるヴィクトリアに、圭は胡う乱ろんげな視線を向けた。

　彼女がそんな問いに答えられるわけがないことはわかっている。

　なにか知っているとすれば、送り主である姉だけだ。

（姉貴を捕まえないことにははじまらないか）

　圭は胸中で独りごち、髪をくしゃくしゃとやった。

「わかった。とりあえずメイと連絡がつくまでの間はうちにいていい」

「本当か！」

　今まで硬かったヴィクトリアの表情がほんのちょっとだけ明るくなった。

「ああ。だが、一日一回のキスはごめんだ」

「むう」

　彼女は顎あごに手をやってなにごとかを数瞬の間考えていた。

「仕方がない。だが、メイから秘策をいくつか教えてもらっているからな。すぐにその気にさせてやるぞ」

「限りなくいやな響きだな」

「ケイ」

「まだなんかあるのか」

「メイの言ったとおり、ケイがいいやつそうでよかった」

「そうかよ」

「あとは根暗だからもてない、とも言っていた」

「……ったく」

　軽い頭痛を覚えながら、ヴィクトリアの切符を買ってやる。ＩＣカードで開く自動改札に珍しげな視線を送る彼女を置いて、圭はさっさとホームへ向かった。



◆◇◆◇◆



　神明中央駅は市営地下鉄の他ほかにも、ＪＲと二本の私鉄、さらには埋立地へ続くカオルーン・ライナーが乗り入れる巨大な駅だ。神明市はこの駅を基点にして、北側は商業地域、再開発された海に面した南側は公共機関、といった具合にざっくりと区分されている。

　そして、再開発される前から市の南西部に存在していた中華街は今や膨張の一途で、市庁舎のすぐそこにまで広東語と日本語が交じった看板が立ち並んでいた。

　それだけではなく、神明市はいくつもの顔を持った街だ。

　市庁だけでなく県庁もある行政の中心地。国際貿易を主力とした経済の中心地。明治時代の外国人居留地の面影が残り、百貨店と海外ブランドの路面店が立ち並ぶ洒落しやれた観光地。同時に夜になれば原色のネオンが眩まぶしい歓楽街も抱えている。そして、多くの学校が誘致されている学生の街でもある。日本で生まれて香港ホンコンで育った圭けいにしてみれば、両者の中間を取ったような奇妙な街だった。

「靴を脱げ」

「む。忘れていただけだ」

　玄関からヒールのまま上がろうとしたヴィクトリアは、バツが悪そうに言った。

「日本で生活するための常識くらい、メイからしっかり学んでいる」

「ホントかよ」

　神明中央駅から徒歩一五分。坂道に沿って雑多な商店が立ち並ぶ区画から少し外れた住宅街に、圭のマンションはある。正確には姉のマンションだが。新しくなければ古くもない一〇階建ての七階。なんの変哲もない２ＬＤＫ。

「なにもないな」

「メイはほとんどいないし、俺おれも〈商会〉の野や暮ぼ用ようで空けてることが多いからな」

　言葉のとおり、室内は殺風景だった。

　必要最低限の家具などはあるが、生活感があまり感じられない。

　圭は香港からの荷物をボストンバッグごと洗濯機の横に放り投げ、部屋のカーテンを開けた。清すが々すがしい陽光が室内に入り込む。

「そういえば、そっちの荷物は？」

「メイがここに送ってくれることになっていたのだが」

「あんまり当てにしない方がいいぞ。メイの服とかはあるから勝手に使ってくれ」

　姉にもう一度電話をしてみようとスマートフォンの電源を入れる。

「……！」

　料亭での騒ぎで電源を切っている間に、着信が何件も入っていた。表示はすべて雨あめ宮みや燈とう子こだった。この春からカオルーン商会の日本マネージャーになった幼なじみは、少し心配性なところがあり、怒らせると怖いのだ。

　無機質な液晶画面を数秒間見つめ、圭はスマートフォンをそっとテーブルに置いた。

「どうしたのだ？」

　なにやら深刻そうな様子に気づいたのか、キッチンの冷蔵庫を開けて中身をチェックしていたヴィクトリアが言ってくる。

「いや、ちょっとな。罪に対する謝罪と賠償について考えたことはあるか」

「？　なかなか哲学的な問いだな──冷蔵庫になにもないぞ」

「ここ二週間は香港にいってたからな」

「手料理を振る舞ってやろうと思ったのに。とりあえず肉じゃがとやらをつくればいいのだろう？　そういう決まりがあると聞いたが」

「それもウソだぞ」

　圭けいは呆あきれた様子でソファに腰を沈めた。

　姉は一体どういうことをヴィクトリアに吹き込んでいるのだろうか。今までのことからして、恐らくは適当なことばかりに違いなかった。

　とはいえ、確かに昼時ではある。なにか食べる気にはまったくならなかったが。

「メイとはどういう関係なんだ」

「大英博物館に寄贈されるはずだったわたしを、彼女が横よこ槍やりを入れて上海のコレクターから買いつけたのだ。ロンドンでな」

「なんでまた上海に？」

「アロー戦争に従軍したからだ。鹵ろ獲かくされて、あとはコレクターの間を転々としていた」

「おまえ、なんの〈アンティーク〉なんだ？」

「ブラウンベスだ。女王陛下に捧ささげられし騎士の銃。パクス・ブリタニカの尖せん兵ぺい」

　圭は彼女が料亭で発砲したマスケット銃を思い出した。どうやら、彼女自身が同じマスケット銃の〈アンティーク〉らしい。道理で扱いも手慣れているはずだ。

「わたしは今まで長くこの姿でいたことは一度もない。わたしに供給できるだけのマギを持った人間がいなかったからな。メイが言うには、それはわたしが特別だからだそうだ」

「その特別っていうのは？」

「わからない」

　ヴィクトリアはキッチンから出ると、他ほかの部屋のドアを開けて興味深そうに室内の様子を見て回った。彼女が覗のぞいている和室は物置になっていて、姉が持ち込んだ物騒な代物で武器庫みたいになっている。

「結局、彼女もわたしのオーナーにはなれなかった。この姿を維持し続けるだけのマギの供給を受けることができなかったので、大半はマスケット銃の姿で携行されていたのだ。一日のうちほんの一いつ時ときはこの姿になっていたが」

〈アンティーク〉は人の姿になるだけでマギを消耗し続ける。

　消耗したマギは時間とともに自然と回復するが、個体によって回復量には差がある。なんにせよ、マギの安定的な供給源であるオーナーがいない〈アンティーク〉は、よほどのことがなければ人の姿にはならないものだ。

「先程から質問ばかりだな」

「そりゃあ質問くらいはするさ。メイが特別だって言うなら、おまえは特別なんだろう。けど、俺おれがオーナーになってどうなる。どうすればいい」

「わたしが知っているわけないだろう。それに、わたしにも聞きたいことがある」

　圭の言葉を遮るようにして、ヴィクトリアが言った。

「ケイが魔法を使ったときの、あれはなんだ。わたしは本物の魔法使いというものを見たことがないのだ。世界に先駆けて産業革命を起こし、科学と機械の時代となった我が大英帝国では魔法使いなどすでにメルヘンの世界の住人だった」

「俺おれから言わせれば、おまえみたいな〈アンティーク〉こそメルヘンの世界の住人だ」

　圭けいは微苦笑を浮かべると、

「それに俺は、本物の魔法使いなんかじゃないさ」

　声にはそれ以上は言うつもりはないという、強い意思があった。

　少し気まずい沈黙が流れ、それを破るようにしてインターホンが鳴った。

「バカ姉貴からの届けものか？」

　圭はソファから面倒そうに立ち上がると、玄関に続く廊下へのろのろと向かった。

　ドアを開けた先には宅配業者ではなく、両手を組んで仁王立ちする幼なじみがいた。

「燈とう子こ……！」

「やっぱり帰っていたわね」

　燈子はにっこりとした柔和な表情だった。

「ケイくん、どうしてわたしの電話に出ないの？」

　諭すような口調。だが、目の奥には底冷えするような光が宿っている。

　圭はぞっとして、冷たい汗が背筋を伝うのを自覚した。普段はクールな幼なじみがこの笑顔を浮かべているとき。それは怒りが頂点に達しているときだ。

「もう一度言うけど。ケイくん、どうしてわたしの電話に出ないの？」

「すまん！　悪かった！」

　圭は神に許しを請うかのように、両手を合わせて拝むようなポーズになった。こうなると弁解などせずに謝るより他ほかはない。

「謝る必要はないわ。わたしは別に怒っているわけじゃないの。単に質問しているだけ」

　燈子は微笑ほほえんだ。ならばなぜ、彼女の右手はきつく握られているのだろうか。

　が、彼女は不意に全身から力が抜けていくようにして大きく息を吐いた。

「──たのよ」

「は？」

「心配していたのよ。毎日電話するようにって言ったのに、シルビアにたまに報告するだけだし。今日だって学校にこれないならそう言ってよ。なにかあったと思うでしょう」

「ああ……ホントに悪かった。香港ホンコンは思った以上に身動き取れなかったんだよ。けど、ほら、安心しろ。ピンピンしてるから」

「うん。ケイくんの顔見て、一応は安心したわ」

　燈子はいつもの涼しげな表情に戻っていた。それでもほんの少しだけはにかんで、圭の肩に手を置いた。そのまま彼女が一歩だけ近づいて、お互いの額ひたいがごちんとぶつかる。

「でも、無む茶ちやしすぎよ。香港で魔法を使ったでしょう」

　咎とがめるような声に、圭はぎくりとした。その件はシルビアに上げた報告書にほんの少しだけ触れておいた。だが、それとは別についさっきも使ってしまった。

「意識的に使ったわけじゃない。危険を察知して漏れ出ただけだ」

「身体、なんともない？」

「今のところはな。ヤブ医者の薬もあるから」

「きちんと健診受けなさい。ケイくんの力は、無敵でも万能でもないんだから」

「わかってる。明日にでもヤブ医者のところにいってくる」

「よろしい」

　燈とう子こは小さく嘆息すると、そっと圭けいから離れた。通学用に使っているリュックを足元に下ろし、なかからクリアファイルに挟んだプリント類を取り出す。

「はいこれ。明日からの時間割とか、提出が必要な書類とか」

「なんで燈子が？」

「よかったわね、ケイくん。新しいクラスでもわたしが一緒で。そうじゃないとお昼ごはんを一人で寂しく食べて、休み時間を一人で潰すために寝たふりすることになるのよ」

「大きなお世話だよ。そっちこそ人のこと言えないだろ」

　圭はクリアファイルの中身を確かめつつ小さくうめいた。

　カオルーン商会の総帥であるレガード・ウォンの娘である雨あめ宮みや燈子はどこにいても浮いた存在だったし、それは香港ホンコン時代から彼女のお気に入りである朝あさ霧ぎり圭も同じだった。

「わたしは友達なんていらないもの」

　燈子はどんなときでも涼しげで、超然としている。なにを思っているのか悟らせない術すべを知っている。一六歳の大人おとなびた少女は、どんな大人よりも、友達なんてものがどれだけ信用できないものなのか知っている。彼女の立場と、香港での暮らしが、そうさせた。

「じゃあなんで寂しそうなんだよ」

「そう見える？」

　それでも、ごく親しい人間には油断だってする。

　燈子はくすりと笑って、本気とも冗談ともつかない口調で言った。

「わたしはケイくんがいればそれでいいの」

　圭は思わずどきりとして、視線を宙にさまよわせた。

「そういうこと冗談でも秘書の前で言うなよ。あいつ怖いんだからな」

「そうね。蜂の巣にされちゃうかもね」

「勘弁してくれ」

　無表情なまま二丁拳銃で迫ってくる秘書を想像し、圭は身震いした。

「で、今やカオルーン商会の日本マネージャーが、わざわざクラスのプリント届けにこんなところまで？」

「少しだけスケジュールが空いたから。ケイくんがわたしに心配かけて悪いと思ってるなら、お昼くらいおごってもらっても罰は当たらないと思って」

「最初からそれが目的か。言っとくけど、日本マネージャー様を満足させられるような昼飯をおごれる金はないからな」

「知ってる。ケイくんのギャラを決めているのはわたしだもの」

「じゃあ庶民の味で我慢してくれ。高校生らしいやつな」

　そこまで言って、圭けいはヴィクトリアのことを思い出した。彼女を一人にするわけにはいかないが、かといって二人が顔を合わせるとなにかよくないことが起きそうな気がする。

　圭は目線だけを玄関の奥にやった。

　急に薄ら寒いものを覚え、彼は身震いした。

　燈とう子この誘いは断る必要がある。だが、どういった理由で。うまいこと言わないと、すぐに感づかれるだろう。ウソを見抜く女の勘はそこいらの占い師よりよく当たる。

　そうして考え込んでいたのはほんの数秒ほどだった。

　だが、すでに燈子はなにかを不審に思ったようだった。

「誰だれかいるの？　メイさんは香港ホンコン総本社の仕事で中央アジアだって聞いたけど？」

「燈子！」

「なに……？」

「おまえと昼にいきたいのはやまやまなんだけど、香港から帰ってきたばっかりでさすがに疲れてるから今日一日は休ませてくれ。また明日にしよう。なんでもおごるから」

　圭は燈子の両肩をつかむと強引に回れ右させる。

「ケイくん、なにか隠しているでしょう？」

　彼女は細腕に似合わない腕力で圭の手を振ふり解ほどき、じっとりとした視線を送ってきた。すかさず玄関に入り込もうとするところを、圭が回り込んで阻止をする。

　ぶんぶんと首を振って、彼は言った。

「天地神明に誓ってなにも隠してない」

「じゃあなかにいるのは誰なの？」

「誰もいない」

　玄関にはヴィクトリアが脱ぎ捨てたヒールが転がっており、これ以上踏み込まれるとまずいことになる。圭がぐいぐいと燈子を押し戻していると、不意にリビングに続くドアが開いてヴィクトリアが顔を出した。

「ケイ！　これはなんだ？　どうやって使うのだ？」

　手に姉の下着を持って。

　場が凍りついた。

　圭は人類が滅びる黙示録の日は今日ではないかと思った。

　見ず知らずの女がブラジャー片手に顔を出すなど、尋常な事態ではない。

　永遠とも思える一瞬のあと、ヴィクトリアが小首を傾かしげた。

「む。客人か？」

「ごきげんよう」

　燈子は満面の笑みになって、ぺこりとお辞儀をした。それから回れ右をして、リュックを引きずって共通廊下をすたすたと歩いていく。

「まてまてまて。これには色々と複雑な事情があるんだよ」

















　圭けいは慌てて追いかけようとしたが、振り返った燈とう子この笑顔に気け圧おされた。

　満面の笑みだったが、こめかみの辺りがひくひくと痙けい攣れんしていた。

「香港ホンコンでは──」

　冷え冷えとする声で、彼女は言った。

「大層お楽しみだったみたいね！」

「ぐはっ!?」

　笑顔のまま強烈な一撃を腹部に喰くらい、圭はその場に崩れ落ちた。

「ぐ、グーかよ……！」

　そのままこちらを一顧だにせずに、燈子は背中を向けて去っていった。

　そんな様子を眺めていたヴィクトリアが思い出したかのようにつぶやく。

「しまった。客人への挨あい拶さつは『いつも主人がお世話になっております』だった」

「どこで覚えてくるんだ、そういうの」

　圭は片膝をついたまま、心底から言った。



◆◇◆◇◆



　彼とはじめて出会ったのは香港だった。

　お互いにまだ子供で、日本でなら小学生になったばかりくらいの年だった。

　彼は〈商会〉の人間からは〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉と呼ばれていた。丁重に扱われ、そして畏い怖ふされていた。同時に陰で心無い言葉を浴びせられ、冷たい視線を向けられていた。

　特別だったのだ。

　それはカオルーン商会の総帥であるレガード・ウォンの愛人の娘である彼女も同じことで、日本からなにもわからないままに連れてこられ、権力闘争のど真ん中に放り込まれた。担ぎ上げる神輿みこしとしてはそれなりに上等で、お飾りにしておくにはもってこいだった。

　香港ホンコンではお互いに、今ではカオルーン商会の序列二位になったシリング・ラウの庇ひ護ご下かに置かれ、いつの間にか彼女は彼のことを気にするようになった。

　同年代の子供もいるにはいたが、お互いに浮いていたからかもしれない。

　彼は孤独で、それは彼女も同じだった。

　はじめて言葉を交わしたのはレガード・ウォンの誕生日を祝う席だったように思う。

　子供ながらに勇気を出して話しかけたのだ。

「ぼくとはあまり話をしない方がいいよ」

　と、彼は寂しげに笑った。

「みんなが言うには、どうもぼくは化ばけ物ものらしいんだ。もしそれが本当なら、なんだか人を不幸にしてしまいそうだろ」

　そのときの彼女は、彼がなぜ特別なのかを知っていた。

　もし、自分が同じ立場だったならこんなこと言えるだろうか。

　話しかけてきた相手を傷つけないように、笑っていられるだろうか。

　ああ。この人はなんて強くて優しいんだろう。



　だけど、すごくかわいそうだ。



　このときからもう、彼女は彼のことを強く意識していた。

　彼の味方になってあげたいと思った。

　世界中にたった一人でもいいから、あなたのことを気にしている人がいるよ。



　だから、そんなに寂しく笑わないで。



　それは恋なんて不確かで甘酸っぱいものではなく、もっと切実で生々しい感情だったに違いない。そうすることで、彼女は孤独ではなくなったのだ。

　彼の味方でいることは彼女の生きるための道標であり、敵に立ち向かうために自分を奮い立たせる原動力だった。

　だから彼女は、火がついたロケットのように突っ走ってきた。

　苛烈に、妥協なく。彼の手を引いて、ときには盾になって。

　誰だれが呼んだか〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉。実にぴったりの名前だ。

　彼があの寂しい笑顔を見せなくなったのはいつからだろう。

　彼女が自分の気持ちに気づいたのはいつからだろう。

　世界中でたった一人の味方でいてあげるだけでは、もういやになってしまったのは──いつからだろう。

「それでグーで殴ったのですか」

「そうよ」

　いつもの涼しげな表情で燈とう子こは言った。

　だが、声には険があり、心中をうまく隠せているとは言いがたい。

　彼女を乗せた黒塗りのＢМＷは埋立地に向かう連絡橋を法定速度で走っており、窓の向こう側にはコンテナとガントリークレーン、そして倉庫が立ち並ぶ港の景色が流れている。

　制服のまま運転席でハンドルを握っているシルビアの様子はうかがい知れなかった。

　ずずず、とストローを差したパック牛乳を飲む音だけが聞こえる。恐らくいつもと同じように無表情なのだろう。彼女が表情を変えるところなど見たことがない。

「あのアサギリ・ケイが女の子を連れ込むなどと、とても信じられません。一番手近で手て頃ごろなお嬢さまにも手を出さないのに」

「うるさい」

　燈子がバックミラーを睨にらむと、シルビアは無表情のままだった。

「わたしだって、ケイくんにそんな甲か斐い性しようがあるとは思わない」

　だが、やましいことがなければ隠す必要などないはずで。あの様子からしてなにかあることは間違いないのだ。

　そもそもあんな、下着を持って顔を出すなど……！

　二人はもうすでに、そういうことが平然とできる関係なのだろうか。香港ホンコンにいた間になにかのきっかけで出会って、圭けいの仕事に巻き込まれながらも手伝うことになり、それでもって一緒に住んでいたりとかしたのだろうか。

　さまざまなピンチを二人で乗り越えて、やがて愛の絆きずなが芽生え──

（だから、香港からの連絡がなかったのだとしたら？）

「まあまあ、フラれお嬢さま」

「まて」

「どうしたのですか、フラれお嬢さま。まだお聞きしているだけではフラれたと決まったわけではないと思います。フラれお嬢さま」

「うぅ……」

「しかしながら、状況は極めて不利ですが。なにせフラれお嬢さまは、アサギリ・ケイとは幼なじみの間柄。幼なじみという言葉を辞書で調べれば、『近すぎることが災いとなって、突然現れた誰だれかに想おもい人を持っていかれてしまうのが古今東西の習わし』とあります」

「なによそれ」

「フラれお嬢さまがまごまごしているから、こういうことになるのです。私だったらしこたま紹興酒を飲ませて意識を朦もう朧ろうとさせたあと逆レ──」

「それ以上は言わないで」

　淡々としたままのシルビアの言葉をぴしゃりと遮る。

　この女、なにかとんでもないことを言おうとした。間違いなく。

「安心してください、フラれお嬢さま。私がいくらでも慰めてさしあげます。私の愛は永久に不滅です」

「それ以上言ったら、今すぐコンテナに詰め込んで香港ホンコンに送り返すから」

「そんなこと仰おつしやっても私のことを想おもってくれていることを知っています。お嬢さま、超ツンデレ。くふふ」

「ラウ大哥ダーコーの元を放り出されたのは、そのおめでたい頭のせいかしらね」

　この秘書は有能だが、仕事以外のことにはもう少し無口になってくれた方がいい。

　燈とう子こはもうなにも言う気になれず、心なしかぐったりとして座席に身体をあずけた。

　とはいえ、シルビアと話しているうちに少し冷静になってきた。

　彼女が何者であるのか、きちんと聞くべきだろう。もし、もしも、本当にそういう関係なのだとしたら、自分は一体どうするのだろうか。

　ゆっくりとカーブを曲がり、ＢМＷが連絡橋から埋立地に入っていく。

　どこか彼女を労いたわるような、優しいブレーキングだった。



◆◇◆◇◆



　部屋に戻った圭けいは、今までのことが実は夢だったらどれだけいいかと思った。

　もちろんそんなわけはなく、やらなければならないことがいくつかある。

　燈子の誤解を解こうにも、彼自身が事情を完全に理解していないのだから始末が悪い。

　いくら姉に電話をかけても、『おかけになった電話番号は──』というお決まりの合成音声が流れてくるだけだ。彼女は世界中どこでもつながる衛星携帯電話を持っているが、あいにく一般の携帯電話からでは接続できない。

　姉のことを後回しにして、カオルーン商会の日本本社に電話する。香港で回収した〈アンティーク〉と、身柄を拘束した男が無事に引き渡されたかを確認するためだ。担当者を呼び出してもらい、ついでに衛星携帯を用意してくれるように言っておく。

　そうしているうちにヴィクトリアは姉の服に着替えていた。サイズは問題ないらしい。

　丈が短いプリーツスカートにマニッシュなベストを合わせた、少しばかり大人おとなびた格好だ。髪はシュシュで無造作に束ねられ、凛りんとした容貌にはよく似合っている。

「買い物にいってくる」

「おい……！」

　圭は電話を中断して彼女をとめようとしたが、

「子供ではないのだから、心配するな。ここにくるときにスーパーがあった。そこにいくだけだ。それくらいの常識はメイから学んで──」

「わかったから、金を持っていけ」

「む。忘れていた」

　ヴィクトリアはくるりと回れ右をして引き返してくると、圭けいが放り投げた財布を受け取った。なにを買いにいくつもりなのかは知らないが、そのまま本当に出ていってしまう。

「ホントに大丈夫か？」

　圭は彼女の背中を見送り、電話の向こうからこちらを呼ぶ声に応えて話を再開する。

　担当者が言うには、回収した〈アンティーク〉は今回のトラブルで買い手からキャンセルが出たらしい。そして、リチャード・リーにはこれから厳しい尋問がまっている。

　彼を買収した新しいスポンサーとやらを吐かせ、〈商会〉としてどうするかを決めることになるだろう。場合によっては香港ホンコンにお伺いを立てることになる。

　ここからは圭ではなく、上の連中の仕事だ。

　他ほかに事務的なことをいくつか確認し、圭は一五分ほどで電話を切った。

　その頃ころにはヴィクトリアはスーパーのビニール袋を提げて戻ってきており、買ったものをキッチンで取り出しているところだった。料理をするというのは本気だったらしい。

　だが、彼女が買ってきたものはどう見ても肉じゃがの材料ではなかった。

「缶詰……だと？」

「肉じゃがはよくわからないのでやめた。わたしが愛する英国料理を振る舞ってやろう」

「ひょっとして、ベイクドビーンズか？」

「そうだ。わたしの祖国では実にポピュラーだぞ」

　ヴィクトリアが買ってきた缶詰は、すでにでき上がっているベイクドビーンズだった。有体に言うとマメのトマト煮だ。そのほかには八枚切りの食パンと、なぜか大量のタバスコが見える。

「メイが言うには、愛情を込めた料理をつくるのは嫁の務めらしいからな」

「これはもう、速攻で離婚問題だと思うぞ」

「なにを言う。わたしはこれでも料理の腕には多少の自信があるのだ」

　ヴィクトリアはキッチンにあったエプロンを身につけ、力強く胸を張った。

　その姿は張り切っている新妻に見えないこともなく、圭は小さく嘆息した。

　彼女は食パンをトースターに放り込み、缶詰を開けて中身を耐熱性の深皿に移し替えた。そのまま別の耐熱皿をフタ代わりに乗せて電子レンジにセットする。

　その妙なテクニックがまるっきり姉と同じだったので、圭は苦笑した。

「それ、メイに習ったのか？」

「そうだが？」

　だとしたら、彼女の料理の腕とやらはまったく信用ならない。トースターと電子レンジが全力で料理をしてくれているなか、ヴィクトリアがなんの前置きもなく言ってくる。

「先程の客は？」

「ああ、俺おれのスポンサーだよ。カオルーン商会の日本マネージャー」

「それにしてはやけに親しげだったが」

「幼なじみなんだよ。俺も彼女も、日本生まれの香港ホンコン育ちだ」

「なるほど」

　彼女は特に表情も変えぬまま、淡々と続けた。

「浮気相手かと思った」

「なんだそれは」

「浮気をされた場合は相手を殺していいんだったか？」

「どこの法律だ、それは」

　電子レンジが温めが終わったことを告げ、トースターが小気味いい音を立てるまでそう時間はかからなかった。食パンが焼き上がるいい匂いがする。

　ヴィクトリアは深皿に入っているベイクドビーンズを電子レンジから取り出し、少し得意げに言った。

「では隠し味を入れる。辛から味みを加えるとおいしいのだ」

「その量は隠してないだろ！」

　彼女は恐ろしいほどの量のタバスコをどばどばと注いでいた。トマトのせいで赤かったベイクドビーンズの赤さが、より濃厚になった気がする。

　ヴィクトリアは抗議に不服そうだった。

　スプーンですくって一口味見をし、平然と言ってくる。

「こんなものだと思うが」

「ホントかよ……」

　圭けいが疑わしい視線を向けるなか、料理は着々と完成した。と、いっても、トーストにベイクドビーンズをかけるだけというなんともシンプルな料理だ。

「さあ、嫁の料理上手さに感謝して食べるといいぞ」

　テーブルに座った圭は、目の前に出された真まっ赤かな料理にいやな予感を覚えた。

　エプロン姿のまま向かい合うようにして座っているヴィクトリアは、こちらの反応をうかがうようにして碧へき眼がんを輝かせている。この料理を、無下にできないくらいには。

（まいったな……）

　突っぱねることもできずに圭はしばらく微動だにしなかったが、

「そうだ」

　不意にヴィクトリアがなにかを思い立ったように胸の前で手を合わせた。

「食べさせてやろう」

「なに？」

「ほら、あーん」

　言うが早いか切り分けられたトーストの一つが口元に差し出される。トマトとタバスコで血が滴るみたいになっていた。

（男子が憧れるシチュエーションが地獄絵図に！）

　圭けいは胸中で悲鳴を上げたが、

「あーんしろ、ケイ」

　という彼女の圧力に屈してゆっくりと口を開いた。

　すかさず、問答無用でトーストが突っ込まれる。

　焼けるような刺激が口のなかに広がる。

「──っ!!」

「おいしい？」

　ヴィクトリアが小首を傾かしげ、恋愛映画に出てくる女優のように言った。

　圭はがたがたと震えながら、もう二度と、彼女に料理はさせまいと誓った。
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　この料理にはじまってヴィクトリアの張り切りようはかなりのもので、夫に尽くす妻のごとくだった。ただ、内容はちっとも伴っていなかった。

　洗い物をすれば皿を割り、部屋の掃除をすれば積んでいる本の山を崩し、洗濯をすれば洗濯機から泡が溢あふれる。姑しゆうとめがいたら小部屋で数時間は説教されていること間違いなしだ。

　彼女はそんな失態のなかでも、午後三時のティータイムにはきっちりと紅茶をたしなんで一息ついた。

　ヴィクトリアいわく、

「三時に紅茶を飲まない者は銃殺に処されても文句は言えないのだ」

　ということらしい。

　香港ホンコンでの疲れを癒いやす時間もなかった。

　すべての後始末をしていたら、いつの間にか日も暮れている。

「こんなはずではなかったのだが……」

　さすがに神妙な顔になり、ヴィクトリアは言った。

　椅子にちょこんと座り、心なしか肩を落としている。

　圭は小さく嘆息し、頭をがりがりとやった。さすがにげんなりとしていたが、彼女があまりにも気に病んでいるようだったので言ってやる。

「張り切りすぎだ。ちょっとは肩の力抜けよ」

「しかし、わたしはケイの嫁だからして、家のことは完璧にこなさなければ。そうでなければ一日一回のキスをしてもらう資格はない」

「なんだよ資格って。ってか、そもそもおまえは嫁じゃないからな？　仮にそうだったとしても、俺おれはそんなことしないからな？」

「む。日本人はシャイだな」

「そこじゃない」

　至極真面目まじめな顔のヴィクトリアを半眼で睨にらむ。

「とりあえず、もうなにもするな。俺おれは今からめしをつくる」

「ならばわたしが──」

「いいから、座ってろ。テレビでも見てろ」

「……不本意だ」

　圭けいの強い口調に、ヴィクトリアは渋々ながらも従った。

　テレビには開幕したばかりのプロ野球が流れており、大型補強で前評判が抜群だった巨人が序盤から猛攻を仕掛けていた。

「フットボールの方が好きなのだが」

「ＣＳでやってるから勝手に見てくれ」

「ＣＳ？」

　リモコンを渡されて怪け訝げんな顔のヴィクトリアを捨て置いて、圭はキッチンに向かった。

（まったく気が休まらない……）

　自宅に帰ってきたというのに、香港ホンコンで仕事をしていた頃ころよりも精神的にきついとは。

「とにかく、めしをつくるか……」

　多少は気分も紛れるかもしれない。

　料理は彼の数少ない特技だった。そういえば、姉といい、幼なじみといい、リモコンに悪戦苦闘している〈アンティーク〉といい、周りで料理がうまい女子に出会ったことがないのはどういうわけだろうか。

　そんなことを思いながら、圭はヴィクトリアの尻ぬぐいをする合間に買ってきておいた材料を冷蔵庫から取り出した。スーパーから帰ってきたら、玄関まで洗濯機の泡が押し寄せてきていた光景には絶望を覚えたが。

　圭は手際よく米を研いで炊飯器にセットし、同時にお湯を沸かしてかつお出だ汁しを取った。そこに薄口しょうゆとみりんを加えておひたしの地をつくっておく。

　さらにほうれん草を下した茹ゆでして冷水で冷やしつつ、別のコンロでは味み噌そ汁しるをつくる。

　煮干しで出汁を取ると沸騰しないように味み噌そを溶き、適度な大きさに切った豆腐と油揚げを入れていく。

　鮭しやけの切り身には塩をふり、そのままグリルへ。

　ごはんが炊ける頃には鮭が焼け、ほうれん草は水を絞ってから適度に切っておひたしに、そこに味噌汁を添えれば完成である。

　圭は手際よくリビングのテーブルに料理を並べていった。

「お、おお……！」

　リモコンとの格闘に敗北したヴィクトリアは、目の前に並べられていく純和食に目を丸くしている。彼女なりに腕前の違いには気づいているらしく、そこはかとなくショックを受けているようにも見えた。

「ほら、さっさと食おう」

「なぜだか打ちひしがれた気分だ」

「メイに習ってりゃ世話ない」

　圭けいは自分も椅子に座ると、ヴィクトリアによく見えるように箸はしを持った。

「使い方わかるか？」

「日本で生活する常識は学んできたと言ったはずだ」

　ヴィクトリアが得意げに箸を手にした。言葉のとおり、完璧だった。

「……むしろなんでだ」

「いただきます」

　圭の不可解そうな声を無視して、ヴィクトリアは手を合わせた。

　人の姿になった〈アンティーク〉はマギを消費することによってその姿を維持しており、オーナーからマギが供給されれば飲まず食わずでも問題はない。それでも食物を摂取する習慣を持っているのは、食べたものを体内でマギに分解することで、消費するマギを少しでも補っているのだと考えられている。

　鮭しやけの身を器用にほぐして口にしたヴィクトリアは、眉間に皺しわを寄せた。まるで嫁の料理に厳しい評価を下す姑しゆうとめだった。

「味が薄い」

「え、そうか？」

　圭も食べてみるが、ちょうどいい塩梅あんばいだ。

　ヴィクトリアは不意に立ち上がると、昼に大量に買ってきたタバスコをキッチンから持ってきた。

「おい、まさか──」

　圭がとめる間もなく、大量のタバスコが鮭に、ほうれん草に、味み噌そ汁しるに降り注ぐ。

「うわあああああああああああっっ！」

　その凄惨な光景に、圭は悲鳴じみた声を上げた。

「おまえ……なんてことを」

「うむ。辛から味みがほどよい」

　料理の腕もさることながら、この女は味覚も最悪だった。

「ケイもかけるといいぞ」

　平然とそう言ってのけたヴィクトリアに、圭は大きくうなだれた。

　色々と台無しだった。
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　燈とう子この眼前には、男が一人拘束されていた。

　無味乾燥な取調室の中央にぽつんと置かれたパイプ椅子に座らされ、両手両足を針金で縛られている。麻袋を頭から被かぶせられているので表情はわからないが、口には猿ぐつわが噛かまされて舌を噛めないようにされているはずだった。

　燈とう子こは平然とその様子を眺めていた。胸の前で腕を組み、凍えるような視線を向けている。制服から着替えた真まっ赤かなチャイナドレスは、彼女の戦闘服のようなものだ。

　涼やかな目元にすらりとした長身、艶つややかな黒髪が真っ赤なドレスによく栄える。

「一度尋問をしましたが、有益な情報はありません」

　後ろに控えているシルビアが淡々と説明をした。

　彼女も制服から、ぱりっとしたパンツスーツに着替えていた。黒の上下と清潔な白いシャツ、ベスト、ヒールの高いパンプス。赤い首輪はそのままだ。

　そして、左右の脇の下にはショルダーホルスターで二丁の自動拳銃が吊つり下げられていた。ストラップのせいで胸がさらに強調されて、ベストのボタンが弾はじけ飛びそうになっている。秘書というよりはボディガードに見えた。

「少し優しくしすぎたみたいね。シルビア、厳しくしていいわ」

　燈子は一度目の尋問の報告書を流し読みしながら、なんの躊ちゆう躇ちよもなく言った。

「かしこまりました。すぐに吐かせます」

「どうして裏切ったと思う？」

　燈子はなんの中身もない報告書をゴミ箱に投げ捨てた。

「単純にうちよりも報酬が多かったのだと思いますが」

〈アンティーク〉を収集している組織は、それこそ星の数ほどある。気が遠くなるような昔からだ。魔法の力と人に非あらざる神秘の存在は、あらゆる時代の人間を魅了してやまない。

















　戦争。護衛。暗殺。研究。愛玩。

　目的はなんであれ、誰だれも彼もが〈アンティーク〉を求めている。いつの時代も。

　需要があれば供給が生まれ、アンティーク・ハンターという生業も生まれた。自らの組織に忠節を誓う者もいれば、金によって雇われる者もいる。取調室にいる男は後者だった。

　金で雇われている者は、金で裏切る。それは必然であり、真理だ。

「彼を抱き込むことはそう難しいことではなかったと思います。骨こつ董とう品ひんのバイヤーのようなことしかしない男に、我々以上の報酬を出すところがあったとは驚きですが」

「仕事の腕はまあまあだったでしょう。〈アンティーク〉を収集するのに、インディ・ジョーンズごっこをする必要はないもの」

　神話に語られるような武器、不可思議な効果を持つ道具。現存すらも疑わしいそんな伝説級の〈アンティーク〉ならともかく、まだ若い〈アンティーク〉のほとんどは単なる価値ある骨董品として博物館や個人のコレクションにあることが多い。

　それを見つけてくる人脈と、買いつける交渉力。そういったものを武器にしているアンティーク・ハンターも多いのだ。

　シルビアが男に被かぶせられている麻袋を取った。

　男は部屋の明かりに目を細めてから、自分を見下ろしているシルビアを見て目の奥に怯おびえた光を宿した。

「日本語で構わないですか、ミスタ・リー」

　シルビアの淡々とした無機質な声が取調室に響いた。

　慈悲も温情もない、機械のような冷酷さだった。

「私はあなたと楽しくおしゃべりをするためにきたのではありませんので」

　燈とう子こはその光景に、わずかに表情を硬くした。

　手のひらにじっとりと汗をかいている。緊張しているのだ。こんなこと、気分がいいわけはない。だが、あいにくと彼女には立場というものがある。

「大丈夫ですよ、お嬢さま。すぐに終わります」

　シルビアがそっと手を握ってきた。にっこりと笑うわけではなかったが、本当はそうしたいのだろう。彼女は感情を表に出す術すべを知らない。香港ホンコンでそう教育された。

　燈子は無言でシルビアの手を握り返した。

「お嬢さまの体温を感じます。興奮で鼻血が出そうです」

「うるさい」

　燈子は少しだけ笑った。

　シルビアは無言のまま小さくうなずくと、燈子から手を離した。

　再びリチャード・リーに視線を向け、猿ぐつわを手際よく外す。

「ミスタ・リー、あなたの新しいスポンサーというのはどこの組織ですか」

「知らない……」

「楽しくおしゃべりするためにきたのではないと言ったはずですが」

　シルビアは自動拳銃を抜き放はなつと、銃把の底で男の横っ面を殴り飛ばした。

　生々しい打撃音。男がパイプ椅子ごと転倒し、くぐもった悲鳴をもらす。

「やめてくれ！　本当だ！　本当に知らないんだ！」

　口から血の泡を吐き、リチャード・リーは懇願した。

　だが、シルビアは容赦しなかった。

　倒れている男の腹をサッカーボールのように蹴り上げる。

　男は声にならない悲鳴を上げて、脂汗をだらだらと流しはじめた。

　肋ろつ骨こつにヒビが入ったか、折れたのだろう。

「ああ、申しわけありません、ミスタ・リー。私はいささか気が短いので」

　シルビアは倒れた男を一いち瞥べつすると、眺めている燈とう子こに向けて静かに言った。

「とりあえず指を一本ずつ折っていこうと思います。よろしいですか、お嬢さま」

「そうして」

　燈子はあっさりと言った。その声からはなんの感情もうかがいしれない。

　シルビアがリチャード・リーの手に視線をやると、彼は顔面をさらに蒼そう白はくにする。

「やめてくれ！　なんでも言う！　だから、やめて、助けて……！」

　肋骨が痛むのか顔をしかめ、男は必死に叫んでいた。

　シルビアは男の容態など気にした様子もなく質問をした。

「あなたの新しいスポンサーは？」

「本当に知らない！　俺おれに接触してきたのは白人の女だ。流りゆう暢ちようなクイーンズ・イングリッシュで、金髪の、プレイボーイのグラビアに出てくるみたいなグラマーな女だよ！」

「名前は？」

「な、名前は知らない。本当だ。それで女は、俺をスカウトしたいと言った。前金で一〇〇万ドル渡されて、信じられるか、一〇〇万ドルだぞ……！」

　男は引きつった表情で、口から血を流しながら話し続けた。

「スカウトに応じればさらに一〇〇万だ！　仕事を見たいから、まずはなにか〈アンティーク〉を持ってこいと言われて、それがあればさらに二〇〇万……断れるわけない」

　その女はアンティーク・ハンターの運営担当者だろう。

　組織の命を受けて一人で数名を運営し、依頼や情報提供を行い、時にはスカウトも担当する現場監督。〈商会〉にも同じような連中はいる。

「クイーンズ・イングリッシュ……」

　燈子は泣き叫ぶ男から目をそらさず、誰だれに言うともなしに独りごちた。

　今の時代、クイーンズ・イングリッシュはかなり珍しい。英国ですら話す人間はほとんどいない。全人口の三パーセントほどだ。上流階級の生まれと育ち。自然と愛国心と矜きよう持じが養われたはずだ。そんな人間が英国以外の組織に身を置くだろうか。

（答えは否ね）

　リチャード・リーに接触した女は、間違いなく英国の組織の人間だろう。

「ちくしょう！　くそったれ！　〈商会〉の小娘が！　アバズレの売女ばいたが！　俺おれがこんな目にあうのを見て満足か!?」

　男は半狂乱で叫んでいた。

「レガード・ウォンの血統め！　人殺しが！　地獄に堕おちるがいい！　悪魔にはらわたを引きずり出され、陵辱の限りを尽くされるがいい！　くそアマが！」

　燈とう子こは奥歯をきつく噛かみ締めて、暴れる男を睨にらみつけた。

　なんとでも言うがいい。だが、誰だれが好きでこんなことなどしているものか。

　おまえは知らないだろう。その血統のせいで、わたしが香港ホンコンでどれだけひどい目にあったのか。どれだけ血へどを吐いて、死に物狂いになって今の立場を手に入れたのか。

　地獄ならとっくの昔に落ちている。

「大丈夫ですか、お嬢さま」

「大丈夫よ」

　静かな怒りをこらえるのに要したのは、ほんの数秒だった。

　燈子は大きく息を吐くと、未いまだになにかを叫ぶ男に背を向けた。

「シルビア、香港のラウ大哥ダーコーに連絡を。英国ネズミをどうするのか話をするわ」

「はい。あの男はどうしますか」

「どうとでもして」

　燈子は気のない言葉を返した。

　もう考えることすら面倒だった。生まれに関してなにかを言われることにも、口汚い言葉で罵ののしられることにも慣れている。それでもやっぱり、少し泣きたい気持ちになるのだ。

　だけど、人前で涙を見せたことは一度もない。

　彼女が泣くのは、朝あさ霧ぎり圭けいの前でだけだ。香港にいたときからずっとそうだ。

　部屋を出ていく燈子を見つめながら、シルビアはいつもと変わらない表情で言った。

「では、お嬢さま。死んだ方がましだと思うように処置しておきます」



◆◇◆◇◆



　リビングのテレビからはバラエティ番組の大げさな笑い声がもれ聞こえてくる。

　ソファに座って足をぶらぶらとさせているヴィクトリアは、ひな壇に座るお笑い芸人と司会者のボケとツッコミが理解できずに気難しい顔をしていた。

「ケイ、今のはなにがおもしろいのだ？」

「俺に聞くな、俺に。ほとんど香港育ちだぞ」

　キッチンのシンクの前に立っている圭は、洗い物をしながら嘆息した。

　手際よく皿を洗いながら、ヴィクトリアの後ろ姿を見やる。

（マスケット銃の〈アンティーク〉か……）

　情報を頭のなかで整理していく。

　姉が言う特別製の〈アンティーク〉。それはそうなのだろう。人の姿に具象化するために膨大なマギを必要とするということは、彼女はそれだけ強力な〈アンティーク〉なのだ。

　道具が〈アンティーク〉として目覚める時間に規則性があるわけではないが、目覚めてから歳月が経たてば経つほど存在が道具ではなく精霊そのものになっていく。精霊というのも大昔の魔法使いが勝手に呼んだ名前だが──ようはこの世界の存在ではなくなっていく。

　この世界の存在ではないものがそうであろうとするのだから、より多くのマギを消費する。そういう理屈だ。

（けど、そうすると妙なんだよな）

　ヴィクトリアが大英帝国時代に製造されたマスケット銃の〈アンティーク〉だとして、せいぜい生まれは一八世紀だろう。〈アンティーク〉として目覚めるまでの時間を考えれば、彼女はまだ若い〈アンティーク〉だ。それが姉の手に負えないほどの膨大なマギを必要とするなど普通はあり得ないのだが。

「ヴィクトリアを手て放ばなすな、か」

　食器乾燥器に茶ちや碗わんや皿を並べながら、圭けいは小さくつぶやいた。

　すべての食器を乾燥機にセットすると、スイッチを入れる。

　一〇〇歩譲って彼女のオーナーになるにしても、マギを供給する方法がよりにもよってキスだとは。

「勘弁しろよ」

　ヴィクトリアは確かにきれいな女の子だ。日本人離れというか、ある意味では人間離れしている幻想的な美しさ。だが、見ず知らずの女の子が押しかけてくるシチュエーションなど、実際に遭遇してしまうと戸惑うばかりだ。

　彼女の唇の感触が頭のなかをよぎり、圭は慌てて頭を振った。

「ケイ」

　しばらく静かだったヴィクトリアが、少し神妙な声で彼の名前を呼んだ。

「日本のお笑いはわからないぞ」

「そうではない。今日は、その、いろいろと迷惑をかけてしまった。わたしなりに、嫁としての務めを果たそうと思ったのだが」

「ああ、まあ、あんまり気にするな。嫁じゃないし」

「気にする」

　ヴィクトリアの語気が少し強くなる。

　彼女は一気にまくし立ててきた。

「わたしはケイに認めてもらって、一日一回はキスをしてもらわなければ、この姿でいられなくなってしまうんだぞ。だというのに失敗ばかりだ……ケイ、わたしはどうすればいいのだ。どうすれば、わたしにキスしてくれる？」

「どうすればって」

　圭けいは困惑した。ヴィクトリアと彼とでは、根本的に『キスをする』という行為の前提が違うのだ。圭にしてみれば、彼女はすべてがちぐはぐだ。

（俺おれは迷える少女を導く神父さまじゃないんだよ）

　圭は胸中で毒づいた。対面式のキッチンカウンターからソファのヴィクトリアに視線を向ける。彼女はテレビに視線をやったままだった。

「おまえさ、人を好きになったことあるか」

「……？」

　思いもよらない言葉だったのだろう。彼女は圭へと振り返った。戸惑いがわかる。

（なにを言ってんだ、俺は）

　圭は自分が言った気恥ずかしい言葉に苦々しい笑みを浮かべた。

「〈アンティーク〉のおまえにとってはマギを供給してもらうためなんだろうけどな……キスするってのは、ちょっとばかり複雑な理由がいるんだよ」

「それが好きということなのか？」

「まあ、そうだ。人によっては簡単な場合もある。それがまた、いろいろとややこしいところなんだけどな。好きってのは感情だ。言葉で説明できない。けど、お互いそれがあってはじめてキスだってできるし、嫁にだってなれるんだよ。多分な」

「感情……」

　ヴィクトリアの声は、ほとんど聞き取れないくらいの大きさだった。

「ケイは、どうしたらわたしを好きになってくれるのだ？」

「そんなことわかるか。逆におまえは俺のこと好きか？」

「……わからない。わたしには……好きということがよくわからない」

　圭は皮肉げに笑った。誰だれに言うわけではなく、ぼそりとつぶやく。

「俺だってそうさ」

　自分は人を好きになるなんてことはないだろう。

　なぜなら、〈商会〉から力を与えられた化ばけ物ものだからだ。

　この身体とこの力がある限り、人並みの幸せが手に入るなどとは思っていない。

　圭は右手の拳こぶしを握った。今はなにもないその腕に、黒い鱗うろこが見えるような気がした。

（〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉か……くそったれが）

　物思いに耽ふけっていたのはほんの数秒だった。

　不意に意識が遠くなる。全身を冷たい感覚が走り抜け、身体の震えがとまらない。身体の内側のもっと奥から、底知れない恐怖と不快感が襲いかかってくる。

「ここでかよ」

　圭は引ひき攣つった笑みを浮かべ、低くうめいた。

　なにかが身体の内側を這はいずり回るような感覚。

　目には見えない魂というものが身体の奥深くに存在するのだとすれば、まさにそれをヤスリで削り取られていくような感覚。気を許せば意識が飛びそうだった。

　そうなったなら、もう二度と戻ってくることができないような気がする。

　冷たい汗がとまらない。

　目を見開き、歯をがちがちと鳴らしながら、それでも圭けいは声を絞り出した。

「ヴィクトリア……」

　恐ろしくしゃがれた声だった。

「ケイ？」

　異変に気づいたヴィクトリアが怪け訝げんな表情でソファから立ち上がる。

　圭の顔面は蒼そう白はくで、黒い鱗うろこが再び姿を現していた。

　右腕、首筋、そして右みぎ頬ほおにまで、びっしりと漆黒の鱗がはりついている。

「これは、一体……どうしたのだ」

「香港ホンコンから、持って帰ってきた、俺おれのバッグのなかに、白いケースが入ってる」

「ケース？」

「そいつを、持ってきてくれ。頼む……」

「白いケースだな！　わかった」

　ただごとではないことだけは理解したらしく、ヴィクトリアはあたふたとリビングを飛び出していった。

　圭はおぼつかない足取りでフローリングの床に倒れ込んだ。乱れた呼吸が整わない。これがやってくるときはいつも突然だ。もう長いつき合いだが、慣れることはない。自分自身の内側から滲にじみ出てくる恐怖感に、叫び声を上げてのたうち回りたい気分だった。

「くそ」

　声を押し殺して、床に額ひたいをぶつける。

　リビングを離れたヴィクトリアが戻ってくるまでは、ほんの数十秒だった。だが、圭にはそれが永遠にも思えた。地獄の業火に身を焼かれる気分だった。

「ケイ！　これか、これのことか!?」

「ああ、そいつだ。助かる」

　圭は緩慢な動きで身体を起こし、震える手でヴィクトリアが持ってきた白いケースを開けた。そこには得体の知れない薬品が注入されている注射器が一本だけ入っていた。

「最後の一本……」

　圭が右袖をまくると、黒い鱗に覆われた右腕が露あらわになる。

　慣れた様子で注射器を突き立て、躊ちゆう躇ちよなく薬品を身体のなかに送り込む。

「つっ……くっ……」

　苦く悶もんに顔を歪ゆがめ、圭は右腕から抜いた注射器を投げ捨てた。

　そのまま床に転がり、天井を仰ぎ見る。

　乱れていた呼吸が徐々に整い、黒い鱗が幻であったかのように消えていく。

「大丈夫なのか、ケイ？」

　ヴィクトリアが眉を八の字にして、圭の顔を覗のぞき込んだ。

　燈とう子こ以外からそんな言葉をかけられることが新鮮で、圭けいはきょとんとした表情になって彼女の顔を見上げた。なにが起きているのかわからず、戸惑い、混乱し、それでも圭を心配して不安げな表情を浮かべている。

「おまえ……意外と顔に出るよな」

「目の前であんなことになったら、心配もするだろう」

「そうか。そうかもな」

　圭は皮肉げに笑った。

　あんなものを見れば怖がりこそすれ、普通は気遣うことなどしないだろう。

　香港ホンコンからこっち、彼の味方は雨あめ宮みや燈子ただ一人だった。だが、ヴィクトリアは〈アンティーク〉ということもあってかそのあたりの感覚は少し違うらしい。

「ありがとよ」

「む。別にあたりまえのことだ。わたしはおまえの嫁なのだからな」

「嫁じゃない」

　全身に残る倦けん怠たい感を無視して、圭は立ち上がった。

　床に転がっていた注射器を拾い、ゴミ箱に投げ捨てる。

「なにか聞きたいって顔だな」

「ケイ、おまえは一体……なにかの病気なのか」

「言ったろ。俺おれは英雄でも本物の魔法使いでもない。化ばけ物ものだ」

　圭はおぼつかない足取りのまま、ソファに座り込んだ。

「それ以上は言う気はないということか」

「気が進むと思うか？」

　圭の声は重たく、二人の間には沈黙が流れた。テレビから聞こえてくるバラエティ番組のわざとらしい笑い声が、ひどく場違いだった。

「おまえが化物だというのなら」

　ヴィクトリアは硬い声でつぶやくと、圭の隣に腰掛けた。

「わたしだって同じようなものだ。〈アンティーク〉などという存在が、そもそもこちら側の世界では非現実的な存在だからな」

　圭は少し驚いた表情になり、すぐにいつもの皮肉げな笑みを浮かべた。

「……違いない」

「おまえは何者だ、ケイ」

　その言葉はひどく慎重だった。

　詰問するわけでもなく、かと言って答えを期待していないわけでもない。

「イギリス人ってのは頑固だよな。おまえもそのクチかよ」

　圭はテレビを消した。

　隣に座っている彼女はなにも言わなかった。辛抱強く答えをまっている。

「俺とおまえはお仲間だ、ヴィクトリア。本来はこっちの世界に存在しないもの。〈ネバーランド〉の住人ってわけだ」

　沈黙に観念したかのように、圭けいは口を開いた。

「〈ネバーランド〉は知ってるよな」

「もちろんだ。こちらの世界と見えない境界線で分断されている精霊の世界」

「ああ、そうだ。大昔は境界線も曖あい昧まいで、お互い迷い込むこともあったらしいけどな。〈アンティーク〉はこっち側で生まれる精霊だから、本能的に〈ネバーランド〉への帰郷を望む。おまえもそうだろう」

　ヴィクトリアは小さくうなずいた。

　道具から生まれる精霊である〈アンティーク〉は、人の姿をした精霊の一種だ。人の姿を維持するためにはマギが必要だが、こちら側の世界は精霊のエネルギー源であるマギの濃度が薄いのだ。だから人間から供給してもらう必要がある。

〈ネバーランド〉はこちら側の世界とは比べものにならないほどにマギが満ちているという。精霊にとっては天国のような場所だ。

「ケイは精霊、なのか」

「いや」

　圭は頭を振った。両手で顔を覆うようにして背中を丸めると、小さくつぶやく。

「俺おれは、魂の取り替え子だ」

「魂の……取り替え子……？」

「チェンジリングの伝説を知ってるか？」

「うむ……多少は」

　精霊が自分の子供と人間の子供を入れ替えるという欧州の古い伝承だ。さまざまな地域に伝わり、似たような話は東洋にもある。取り替え子はどこか異質で、成長するにつれて人間ではないと見破られたという。

「チェンジリングはまだこっち側と〈ネバーランド〉の境界線があやふやだった時代、それこそ西暦なんてものがはじまるもっと前、精霊が持つ魔法の神秘と秘儀を求道する魔法使いどもがはじめた実験だ」

「実験？　……では、人が精霊をさらっていたというのか？　わたしの知っているチェンジリングの伝説は、精霊が人の子供をさらうというものだぞ」

「そりゃそうさ。トロールやフェアリーのせいにした方が、魔法使いどもは困らない。連中はそうやって何世紀も実験を繰り返すうちに、もっと効率のいい方法を考えついた」

　圭の口調は淡々としたものだった。だが、言葉の底には静かな怒りが込められている。

「それが魂の取り替え子。人間と精霊の魂の一部を交換するんだ。連中が大昔にはじめた実験は、今も細々と続いてる。それが俺だ。俺の魂の半分はな、ヴィクトリア。〈ネバーランド〉のどこかにいる精霊だ」

「……なんと恐ろしいことを」

　ヴィクトリアは嫌悪感に顔をしかめた。

　人の魂の器に精霊の魂の一部を定着させるなど。圭けいの人間離れした無尽蔵のマギも、魔法陣をキャンセルして解だけを瞬時に導きだす魔法も、これで合点がいく。

　魔法はマギを操る精霊の力を人間が模したもの。魔法陣という方程式はその過程で生まれた技術にすぎない。圭の力は魂を半分交換した精霊の力なのだ。魔法陣など必要ない。

　圭はつい先刻まで黒い鱗うろこに覆われていた右腕を触って低く笑った。

「俺おれの魂は今でもゆっくりと精霊に喰くわれてる。魔法を使えば使うほど、そいつは加速する。人間の身体に精霊の魂を閉じ込めておくなんて、しょせんは無理な話だからな。俺はいずれ喰い尽くされて、俺じゃない誰だれかになる」

「ケイ、おまえが魂を交換したというのは──」

　魂が精霊に喰われ、存在が精霊化しているのだというのなら、あの黒い鱗と漆黒の炎の魔法は、まさに幻想世界の住人たる精霊の最高峰。

「──火の属性をもったドラゴンか」

　ヴィクトリアの声にはどこか畏い怖ふする響きがある。

　ドラゴンは強きよう靭じんな生命力と強力な魔法の力を持つ精霊であり、〈ネバーランド〉における王のような存在だと考えられている。ヴィクトリアも本物を見たことがあるわけではないが、こちら側の世界に残るドラゴン殺しの英雄伝説がそのことを教えてくれている。

　ぼんやりと虚空を見ながら話していた圭は、不意にヴィクトリアに視線をやった。

　射い竦すくめられて、彼女は動けなくなる。

「だから言っただろ。俺は化ばけ物ものだってな」

「それがメイの言っていた、おまえにかけられた呪いなのか」

「ああ。八はつ卦け魔法の離の属性──黒いドラゴンを宿した〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉。それが俺だ。俺はな、どこのどいつにかけられたのかもわからない、このくそったれの呪いを解いて普通の人間に戻る方法をずっと探してる。メイはおまえがその鍵だと言った。それが本当なら、俺はどうすりゃいい？　メイはなにを考えてる？」

「わたしは──」

　ヴィクトリアは言葉に詰まった。

　彼を元に戻す方法などわかりはしなかった。罪悪感に胸が締めつけられる。呪いを解く鍵だなどと、なにもわかっていないくせに言うのではなかった。

　そう言われれば圭は、朝あさ霧ぎり明めいが言うようにヴィクトリアを放ってはおけない。それがわずかな光明だとしても。

「悪い。気にするな。俺だってそう簡単にいくとは思ってない」

「ケイ、わたしは──ヴィクトリア・ブラウンベス。女王陛下に献上され、大英帝国の礎を築きし鉄火の銃。おまえの〈アンティーク〉だ」

　ヴィクトリアには彼を元に戻す方法などわからない。

　だから彼女は、今の自分が圭にできるすべてのことを言った。

「ケイ、おまえが何者であれ、わたしは至誠と献身、弾丸と銃剣をもって尽くそう。世界のすべてが敵になったとしても、わたしだけはおまえの味方でいよう。わたしが鍵だというのなら、使い方を見つけて使えばいい」

「味方か。はっは」

「なにがおかしい？」

「そんなことを言ったやつは、おまえで二人目だ」

　そう言った圭けいは皮肉げに笑ったが、どこか嬉うれしそうだった。過去に散々ひどい目にあった捨て犬が、警戒心を少しだけ解くかのようだった。

　朝あさ霧ぎり圭とはそういう人種なのかもしれない。自分のことを化ばけ物ものと呼んで皮肉げに笑う心情は、世間に対する諦観だ。他人に期待しないことで、自分も傷つかない。

　だが、そんな生き方はとても悲しいことではないのか。

「二人目？」

「最初の一人は、カオルーン商会の〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉さ」

　圭は噛かみ殺すように笑い、それ以上はなにも言わなかった。



◆◇◆◇◆



　ヒースロー空港からの直行便で成田空港に到着したレイヴンは、偽造された身分であるイギリス領事館の外交官として入国した。正確には偽造ではない。なにせ証明書はイギリス政府が発行した、正真正銘の本物だからだ。

「鬱うつ陶とうしい連中だ」

　空港のロビーに設置されている椅子に座り、ブリタニアの手配した迎えをまっていたレイヴンは、読んでいた英字新聞を折り畳んだ。黒ずくめに栄えるプラチナブロンドが、とおりすぎる人の目を引いている。

　レイヴンは無意識に、錠剤を入れているケースを耳元で軽く振った。

　中身は空っぽで、なんの音もしない。

（薬を渡さないとは、どういうつもりだ、ブリタニア）

　全身の震えがとまらない。瞳孔が開き、呼吸が乱れる。

　レイヴンはゆっくりと立ち上がった。

　そのまま空港の男子トイレへと向かうと、一人の中年男性がハンカチを咥くわえて手を洗っていた。きっちりとしたスーツで身を固めた、営業マン風ふうの男だった。

　その男をやりすごすと、営業マンと入れ違いになるようにして別の男が入ってきた。カジュアルな服を着た旅行客風の若者だ。

「仕事か？」

　レイヴンはまるで世間話でもするかのように切り出した。

　次の瞬間、旅行客風の若者の顔面に向けて右拳こぶしを繰り出す。

　男の鼻の骨が折れて、歯が何本か飛んだ。

　そのまま壁に背中から激突し、床に血が飛び散る。

　レイヴンは背後に気配を感じて振り向いた。

　やりすごした営業マン風ふうの男がこちらに蹴りを放はなってくる瞬間だった。

　レイヴンは小さく舌打ちし、鋭い蹴りを右腕で受けた。鈍い打撃音が響いて痛みが走り──彼はそれと同時に相手の足首を掴つかみ、あらぬ方向に間接をねじ曲げた。

　営業マンが声を押し殺して苦く悶もんの絶叫をもらした。

　続けざまに喉を目がけて蹴りを放ち、タイル壁に男を押しつける。まるで磔はりつけにされるようにして、男の首の骨が悲鳴を上げた。

「僕は今、機嫌が悪い」

　まるで蚊を払い落としたかのような口ぶりで、レイヴンは言った。

　磔から解放してやると、営業マン風の男は口から泡を吹いてずるずると崩れ落ちる。

　レイヴンは手際よくスーツの懐ふところを探り、財布やカードケースを確認した。身元がわかるようなものはなに一つ出てこなかった。

「それは〈商会〉の連中だ。香港ホンコンのな」

　いつの間にか、トイレの入り口にスーツ姿の白人が立っていた。

「騒ぎを起こすなと言われているはずだ、レイヴン」

「〈博物館〉か？」

「あまり手間を増やすな。おまえはブリタニアに言われたことだけすればいい。神明市の領事館とはもう話をつけてある」

〈博物館〉と呼ばれた男が、懐から取り出した小さなケースをレイヴンに放り投げた。

「ブリタニアからだ。受け取れ」

「今まで薬を渡さなかったのは、僕への嫌がらせか？」

　生きるも死ぬも、あの女の気分次第。それをじっくりと味わえというわけか。

　レイヴンは耳元で受け取ったケースを振ると、錠剤を一粒取り出して口に含んだ。

　天を仰ぎ、奥歯で一気に噛かみ砕く。

　目を見開き、全身を震わせ、低い声をもらす。

「まるでジャンキーだな、化ばけ物ものめ」

　その様子を見ていた〈博物館〉の男が、嫌悪感を隠すこともなく吐き捨てた。

　レイヴンは薬の余韻を味わうかのように、しばらくの間立ち尽くしていた。

　身体の震えがとまり、冷たい汗が引いていく。

「勘違いするなよ」

「なに？」

　男が怪け訝げんな声をもらした瞬間、レイヴンはもう動いていた。

　一足飛びに距離を詰めるなり右膝に蹴りを入れる。

　骨が折れる鈍い音。

　あり得ない角度に膝を曲げ、〈博物館〉の男がトイレの床に崩れ落ちた。

「レイヴ──あが！」

　声を上げる男を黙らせるようにして、レイヴンは抜き放はなった自動拳銃を男の口のなかに無む理り矢や理り突っ込んだ。

「僕を飼っているのは、ブリタニアであってあんたじゃない」

　男を見下ろす表情は彫刻のように冷え冷えとして、眼光は海の底のように深く暗い。

〈博物館〉の男は小刻みに頭を振った。なにかを必死になって懇願しているが、口に自動拳銃を突っ込まれているせいで言葉にならない。

　レイヴンは躊ちゆう躇ちよなく引き金を絞った。

　銃声。男の頭が吹き飛んだ。

　磨き上げられているトイレの床と壁に、べっとりと血がはりつく。

「化ばけ物ものなんて言われたら傷つくだろ。たとえ本当のことでもね」

　自動拳銃を腰のホルスターに戻し、レイヴンは男の死体を平然と踏み越えた。








３．黒と白


MEN WITH THE SOUL OF THE DRAGON



　九龍カオルーン学園はだだっ広ぴろい埋立地に、小学校から大学院までの合同キャンパスを持つエスカレーター式の学校だ。

　石畳と芝生、蔦つたの絡まる図書館に礼拝堂。緑が溢あふれるなかに発電用の巨大な風車や太陽光パネルが調和した、絵に描いたような近代的なキャンパス。その敷地を縦断するようにしてカオルーン・ライナーの高架軌道が走っている。

　圭けいはあくびを噛かみ殺しながら、二年生のクラスが順番に並んでいる廊下を歩いていた。

彼の通う高等部の校舎は十字型の木造三階建てで、木の廊下は眩まぶしいほどに磨かれていた。

（ヤブ医者のところにいかなきゃな）

　姉の部屋で気持ちよさそうに眠っていたヴィクトリアは捨て置いてきた。学校に連れてくるわけにはいかなかったし、留守番くらいはできるはずだ。とはいえ長い時間放っておくのは不安だったので、診察を受けてさっさと帰るつもりだったのだが。

「まったくさあ、始業式から無断欠席はいかんでしょ。俺おれは悲しいよ」

　圭の前を歩くクラス担任の板ばん東どう貫かん一いちは気の抜けた声でそう言った。

　いつも眠たそうな目をしている、のっぺりとした印象の冴さえない中年男だ。地味なスーツに白髪まじりのオールバック。火の点ついていない煙草たばこをくわえてポケットに両手を突っ込み、猫背をさらに丸めてスリッパを引きずるようにして歩いている。

　一年のときの担任も、この男だった。彼に捕まったせいで、圭けいはクラスに連行されることになってしまった。

「香港ホンコンにいってたんだって？」

「〈商会〉の仕事ですよ」

「大小姐ダーシヤオチエは人使いが荒いね。子供の頃ころは天使みたいに可愛かわいかったんだけどなあ」

　板ばん東どうはぼやくようにして言った。

「彼女も俺おれのクラスでさ。頭が上がんないよ」

　板東貫かん一いちはかつてカオルーン商会の香港総本社にいたという。どんな仕事をしていたのかは知らない。それが日本本社へ飛ばされた挙句に、今はそこが運営する学校の社会科教師になっている。色々と複雑な事情があったのだろう。

「別にクビにされたりしませんよ」

「そういうことじゃなくてさあ。色々と扱いが難しいんだよ、彼女は」

「浮いてますか、やっぱり」

「ああ、浮いてる。ウォン大人ダーレンの娘で、日本本社のマネージャーだよ？　浮かない方がどうかしてる。この学校に通ってるカオルーン商会の関係者にしてみれば、どう接していいかわからんしな。一般の生徒だって、そういう雰囲気には敏感だ」

　板東は頭をがりがりとやって嘆息した。

　燈とう子こは一年のときもそうだった。彼女の出自もあるが、人を寄せつけない雰囲気のせいもある。

「だから正直、おまえがいてくれたほうが助かるのよ。ほれ、これを提げてろ」

　二年三組の教室の前までくると、板東は生徒証として発行されるＩＤカードを渡してきた。首から提げるストラップに入っているそれがないと、九龍カオルーン学園ではなにかと不便だ。

　板東も教師用のカードを首から提げている。

　圭が生徒証を首から提げている間に、板東は深く嘆息をしてから教室にずかずかと踏み込んでいった。

「よーし、おまえら、さっさと席に着け。今日はホームルームのついでに、昨日のクラス替え初日に休んだ不届き者を紹介するからな。朝あさ霧ぎり」

　板東に呼ばれた圭は、ゆっくりと教室に入った。

　四〇人分の視線を向けられて、少し居心地が悪い。クラスには知った顔もいたし、そうでない顔もあった。窓際から二列目の一番前には燈子が座っている。

　教壇の上で板東と並ぶと、圭は静かな調子で言った。

「朝霧圭です。どうぞよろしく」

　好奇の視線が圭に向けられ、そして燈子にも向けられる。あれが噂うわさの朝霧圭。〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉のお気に入り。誰だれも言葉にはしなかったが、そう言われている気がした。

「もうちょっと愛想のいい挨あい拶さつしなさいよ。まあ、いいや。席に着け。雨あめ宮みやの隣だ」

　窓際一列目の一番前が圭けいの席らしい。四月の新クラスはまだ席替えも行われていないので、席は出席番号順なのだ。男子は朝あさ霧ぎりが、女子は雨あめ宮みやが、出席番号一番だ。

　圭が席に着くと、隣の燈とう子こはつんと澄ました冷たい表情だった。彼女は人前ではいつもこうだ。グーで殴られて以来の再会に、気まずい思いしかしない。

　すると燈子は視線をまったく合わせることなく、

「ケイくん、おはよう」

「……おう」

「あとでケイくんに聞きたいことがあるから」

　彼女はにっこりと笑った。

「わかってるよ」

　圭は表情を引きつらせた。

　ヴィクトリアのことを説明して燈子の誤解を解いておかないと、後あと々あと面倒なことになる。ありのままを話したところで燈子が納得してくれるかどうかはわからないが。

「あー……雨宮、シルビア・レイは欠席か？」

　タブレット端末をタッチペンで操作しながら、板ばん東どうが出欠を確認している。空席になっているのがシルビアの席なのだろう。燈子の秘書兼ボディガードとしていつも一緒にいる彼女が、珍しいこともあるものだ。

「わたしが頼んだ仕事をしています。早く終われば午後からきます」

「あ、そう。じゃあ、遅刻と」

　それ以上は感心もないらしく、板東はタブレット端末に視線を戻した。

　香港ホンコン時代のシルビアを知る者にとっては、彼女に仕事を頼むというのは実に剣けん呑のんな響きだった。

　気になった圭は、燈子に囁ささやいた。

（香港の件の後始末か？）

（そんなところ）

　燈子は曖あい昧まいな表情だった。

　圭はあくまでも〈商会〉がスポンサーについているアンティーク・ハンターの一人にすぎない。上層部の政治的な動きを知る権限はなかったし、燈子も規律には厳格だった。

「俺おれからは特に連絡することなし。それじゃまあ、一時間目がんばってくれ」

　板東がのっぺりした笑顔を浮かべた瞬間──物もの凄すごい勢いで教室のドアが開け放はなたれた。

　クラスの全員が──もちろん圭も──教室の入り口に注目し、そこに立っていた少女は自分に浴びせられた視線に少したじろいだようだった。

「あのバカ……！」

　部屋に捨て置いてきたヴィクトリアだった。

　彼女は好奇の視線にも怯ひるむことなく教室をぐるりと見渡し、圭を見つけるなりびしりと右手の人差し指を突きつけた。

「ケイ！　ようやく見つけたぞ」

　そのまま教室のなかに足を踏み入れると、ずかずかと窓際の圭けいに近づいてくる。

　あまりにも突然のことに、教室の誰だれもがぽかんとその様子を眺めていた。

「わたしを置いていくとはひどいやつめ」

　圭はどこか得意げな彼女を無視して、窓から遠くの景色を眺めていた。

　自然が溢あふれる素晴らしい風景だ。心が癒いやされる。

「だが、わたしを甘く見たな。ケイが日ひ頃ごろはハイスクールに通っていることはメイから聞いて知っているのだ」

　彼女の声と足音が近づいてくる。その気配は圭の席の前でぴたりととまった。

「お腹なかが減ったぞ」

「知らん」

　圭は観念したようにして声を絞り出すと、席に座ったままヴィクトリアを見上げた。

「む。なんだその態度は。無責任な」

「なんでここにいるんだよ……！」

「お腹が減ったのだ」

「ちょっとくらい我慢できるだろ」

「ならケイは、我慢できるからと言って一日なにも食べずにすごすというのか」

「もっともらしいことを……」

















「あー……朝あさ霧ぎりくんのお知り合い？」

　そこでようやく、板ばん東どうが口を挟んだ。

　するとヴィクトリアは彼の方に向き直り、大仰に胸を張った。

「お知り合いどころか、わたしはケイの嫁だぞ」

　平然と言ってのけたその一言に、時間がとまったようだった教室が一気にざわめく。

（嫁？　今、嫁って言った？）

（え、なに、朝霧の嫁ってことは、妻で奥さんってこと？）

（じゃあ雨あめ宮みや燈とう子こは愛人？）

（うわー……最低）

　そんな教室のざわめきを聞いて、燈子が口元を引ひき攣つらせた。

　追い打ちをかけるようにして、ヴィクトリアがぺこりと頭を下げる。

「みなさま、主人がいつもお世話になっております」

「完璧な挨あい拶さつをするな！」

　圭けいはたまらず立ち上がり、机に入っていたノートを丸めて彼女の頭に振り下ろした。

　すぱん、と小気味いい音が鳴る。

「痛いではないか」

「おまえはバカか！　クラスのみなさんが多大な誤解をなさっているだろうが！」

「バカとはなんだ。わたしがおまえに尽くすからには、おまえも義務を果たすべきだ」

「だからってこんなところまで乗り込んでくるなよ」

「黙りなさい」

　痴話げんかじみた言い争いを続ける二人に、そんな声が割り込んだ。

　燈子だった。彼女は椅子から立ち上がると、涼しげな表情でにっこりと笑ってみせた。

「ケイくん、少し話をしましょうか。今すぐに」

　底冷えする迫力に、二人は沈黙した。



◆◇◆◇◆



　雨宮燈子はカオルーン商会日本本社のマネージャーであり、九龍カオルーン学園の理事長なのだから、彼女が授業に出ないと言ったところで文句を言う教師は誰だれもいない。

「まあ、そんなわけで……」

　高等部の敷地内にあるオープンテラスの洒落しやれたカフェに、圭の重々しい声が響いた。

　昼休みには昼食をとる生徒で溢あふれる空間も、授業中ともなれば人ひと気けはまったくない。春だというのに海からの肌寒い風が吹くばかりだ。

　圭はコーヒーを前にして、白い丸テーブルに座っていた。

　右側には燈子が、左側にはヴィクトリアがいる。

　圭からおおよその事情を聞いた燈子は冷めたコーヒーを一気に飲み干すと、ソーサーにカップを置いた。がちゃりと派手な音が鳴る。

「つまるところ」

　あくまでも涼しげな表情は崩さずに、彼女は言った。

「この子はメイさんが見つけてきた〈アンティーク〉で、ケイくんをオーナーにするように紹介されてやってきたというわけね。メイさん曰いわく、ケイくんを元に戻せる鍵だと」

「まあ、メイに直接確認したわけじゃないけどな」

「彼女にマギを供給する方法は──」

　燈とう子こは一瞬だけ口ごもり、それでも努めて冷静だった。

「──キスをすること？」

　大人おとな相手に震える拳こぶしを隠す方法を、彼女はいやというほどに知っている。だが、幼なじみの隣に突然現れた少女へのもやもやした気持ちは隠しきれないままだった。

「それで？」

　燈子は切れ長の目を圭けいに向けた。

「それで……？」

　圭はオウム返しに言った。気持ちを落ち着けようとコーヒーに手をつける。

　そんな圭に彼女は大きく嘆息すると、早口にまくし立てた。

「それで、じゃないのよ。ケイくんは、この子のオーナーになったわけよね？　つまりはキスをしたってことよね？　初対面の、見ず知らずの、女の子と、キスをしたってことよね？」

　責めるような視線。大人たちに見せている怜れい悧りな容貌は最も早はやなく、戸惑い、困惑している少女の顔があるだけだった。

「それって、だって、ケイくんの──」

　──ファーストキス。勢いのあった燈子の言葉は後半になるにつれて小さくなり、最後は聞き取れなくなった。

「落ち着いてくれ、頼むから」

「わたしは落ち着いているわ」

　燈子はぴしゃりと言った。どう見てもそわそわしている。

「ヴィクトリア、さんでしたっけ？　あなた本当に〈アンティーク〉なの？」

「うむ。正真正銘、本物の〈アンティーク〉だぞ？」

　ヴィクトリアはなぜだか泰然自若としていた。まるで愛人にいくら詰め寄られても動じない正妻のような態度だ。

「マギを供給してもらうのに、キスしないといけない？」

「うむ」

「一日一回？」

「うむ」

「ケイくんでないとダメ？」

「うむ」

　燈とう子こはこめかみを押さえ、まるで子供に言い聞かせるようにして言った。

「あのね、ケイくん。わたしも素人ではないの。〈アンティーク〉についてもそれなりに知っているつもり。マギの供給路を構築する方法が個体によって違うことも……まあ、わかるわ。ケイくんがメイさんよりも多くのマギを持っていることも、よしとしましょう」

　燈子はちっともわかっていなさそうだし、よしとしていない様子だった。

「でも、いくらなんでも無理がないかしら。香港ホンコンから帰ってきたら、女の子連れで、そういう都合のいいことになる？」

「そんなこと言われてもな」

　実際にそういうことになったのだから仕方ない。

「わたしの心は広いから、シルビアに命じて尋問するのはやめてあげるけど」

「それはホントに勘弁してくれ。再起不能になる……」

　圭けいは表情を強こわ張ばらせた。

　このまま押し問答を繰り返していたところで埒らちが開かない。まずはヴィクトリアが〈アンティーク〉であるという証拠を燈子に見せれば、事態も少しは進展するはずだ。

「ヴィクリトア、おまえさ、道具の姿に戻れるだろ」

「戻れはするが、再び人の姿になる際にマギを大量に消耗してしまう」

　ヴィクトリアの口調は至極真面目まじめなものだった。

「なので、空腹を満たしたいのだが」

「そうきたか」

「当然だ」

　それはつまり、彼女にキスをしてマギを供給しなければならないということだ。

　圭はまったく気が進まなかったし、燈子の目の前でそんなことできるわけもない。

「まいったな」

「ケイ、なぜそこまでいやがるのだ。ケイはわたしに供給できるだけの十分なマギを持っていて、わたしはオーナーとすることに不服はない。神話の昔より人は〈アンティーク〉の力を欲し、我こそはと闘争の限りを尽くしたものだが」

「それは、昨日言っただろ」

「むう……そうは言われてもな」

　ヴィクトリアは腕を組んで難しい顔になった。ぶつぶつと独りごちる。

「魔法を使うから〈アンティーク〉の力など必要はないというのならまだしも──」

「まって」

　硬い声。二人に胡う乱ろんげな視線を向けていた燈子は、今までとは違う種類の深刻な色を瞳に浮かべていた。テーブルに身を乗り出し、彼女は低い声をもらした。

「ヴィクトリア、あなた、ケイくんの魔法を？」

「見事なものだっだぞ。人の身でありながら、あれほどの魔法を使うとは」

「ケイくん」

　瞬間、燈とう子こは圭けいの胸倉を力任せに掴つかんだ。

　二人の顔の距離は吐息がかかるほどになった。

　突然のことにヴィクトリアが唖あ然ぜんとした表情を浮かべている。

「魔法を使ったのね」

　圭の耳元で囁ささやかれた燈子の声は、鉛のように重たい。

「香港ホンコンの一件くらいならまだしも」

「落ち着けって。大丈夫だ。これからヤブ医者のところにいく」

「なにかあってからじゃ遅いのよ……バカ……！」

　普段の彼女からは想像もできない感情的な声が上がる。

　燈子の揺れる瞳がじっと圭を見据えていた。

　そこにあるのは怒りではなく、不安だとか心配だとか、そういった感情だった。

　雨あめ宮みや燈子は昔から実に過保護で、ただ、圭はそのことに感謝してもいる。そうでなければとっくの昔に、自分は香港の片隅で野たれ死んでいたに違いないのだ。

　圭は神妙な面持ちでやんわりと言った。

「わかってる。悪かった。けど、ヤブ医者の薬もまだ残ってたから、大丈夫だ」

「わかってない。わかっていないわよ」

　燈子は胸倉を掴んでいた手をゆっくりと離した。

　感情的になった自分自身を落ち着かせるように、努めて冷静な口振りになる。

「ドクターに連絡するわ」

　圭は降参とばかりに両手を軽く上げると、小さくうなずいた。

　正直なところ、あまり気は進まなかったが。



◆◇◆◇◆



　高等部校舎の西棟一階に、『保健室』というプレートが掲げられた教室がある。なんの変哲もない簡素な部屋だ。白いカーテンで仕切られたベッドがいくつかあり、回転する丸い椅子には保健室の先生が座っている。その保健室の先生は高校生からすれば大人おとなの魅力溢あふれる、白衣の女性だと決まっている。決まっているが──

「どこでどう間違えば、あんたがここにおさまるんだか」

「ずいぶんな言い草じゃないか」

　無邪気な子供の声。そのくせ、どこか落ち着いた雰囲気がある奇妙な声だ。

「ここはカオルーン商会の領地みたいなものだからね。なんだってできるのさ。それに君にはわたしが必要だろう、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿」

「俺おれをその名で呼ぶなよ、コスプレ・ロリババアが」

　圭はうんざりとした気分で、目の前にいる女に言った。

　ドクター・マーチン、と彼女は呼ばれている。いつもドクター・マーチンのブーツをはいているからだ。そして、白衣の代わりにいつも黒いローブを羽織っている。

「失敬な。コスプレではなく我が家に伝わる伝統的な魔法使いの格好だよ。それにロリババアとはいかにもひどいじゃないか」

「あんたは実際にロリババアだろうが。何歳だよ、ったく」

「女子に年をたずねるものではないよ」

　ドクター・マーチンはウインクすると意味深な笑みを浮かべた。

「お兄ちゃん、わたし一〇歳」

「黙れ」

　彼女はどこからどう見ても小学生にしか見えなかった。

　そばかすが残るあどけない顔立ちをした赤毛の女の子だ。だが、時折ぞくりとするような流し目をつくったり、妖よう艶えんな笑みを浮かべたりする。

「いやはや、黙れとは幼女に対してきつい言葉を使うじゃないか」

「あんたが本当にそうならな」

「にゅふ」

　ドクター・マーチンは口元を歪ゆがめると、

「魔法を使ったそうじゃないか。定期健診だけでは大したデータも手に入らないし、少しばかり退屈していたところだよ。香港ホンコンにいく前に与えた薬を使い切ったところを見るに、症状は進行しているね。順調にと言った方がいいのかは迷うところではあるけれどね」

「そこは迷うなよ」

　圭けいはうんざりとした気分になった。

　この女にあるものは知的好奇心だけで、人の命を救ってやろうなどという高尚な意識は少しも持ち合わせていない。

「あんたに身体を弄いじられるのはまっぴらだよ」

「まあまあ、せっかく香港から日本までついてきたのだから、わたしにだって少しは役得があってもいいさ。それに〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿のことを一番わかっているのはわたしだよ」

「俺おれの身体を治せもしないでよく言うよ。このヤブ医者が」

「本当に失敬だね。〈黒龍孩子〉殿に施された魂の取り替え子の魔法は、人じん智ちを超えた神秘中の神秘だよ。呪いと言ってもいい。治せる者などいるものか」

「あんたは俺と違って、本物の魔法使いだろう」

　この女はドイツのミュンヘンで、ハインリヒ獅子王の時代から続く魔法使いの家柄を自称している。本来は欧州の組織に与くみするはずの魔女が、どのような経緯で〈商会〉に囲われるようになったのは知らないが、なんにせよ彼女は三顧の礼で〈商会〉に迎え入れられ、今はこうして日本にいる。

「いやいや。こんな姿を何十年としているけれどね、わたしなどはまだまだ人間だよ〈黒龍孩子〉殿。精霊が住まう〈ネバーランド〉に昇華した古い魔法使いたちとは比べるまでもない。だから、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿の魂と身体を治してやることもできはしないのさ。せいぜい、呪いの進行を遅くしてやるくらいだよ」

　ドクター・マーチンは上唇を舌で湿らせると、にやにやと笑った。

「ところで件くだんの〈アンティーク〉はどこにいるのだろうか。実に興味深いのだけれどね」

「あんたがそう言うと思ったから、燈とう子こにあずけてきたんだよ」

「それは残念。〈アンティーク〉の神秘は、かのブリテン島の大魔法使いであるマーリン・アンブロジウスですら魅了した。甘露だよ」

「ぺらぺらと御託はいい。さっさとやってくれ」

「にゅふ。幼女に身体を弄いじられるのが好みだなんてね」

「妙な言い方をするな」

　圭けいの抗議の声を無視して、ドクター・マーチンは足をぶらぶらさせていた丸椅子から飛び降りた。部屋を仕切ってある白いカーテンへ、てくてくと歩いていく。

「神秘の殿堂へようこそ、〈黒龍孩子〉殿」

　カーテンがさっと開かれる。

　薄暗いその空間は、中世の魔法使いの部屋にタイムスリップしたかのようだった。

　床や机には何語で記されているのか判然としない分厚い書物が積み上げられ、謎の図版が描かれた大量の羊皮紙やタペストリーが丸められて放置されている。

　さらには得体の知れない鉢植えの植物があり、戸棚にずらりと並ぶガラス瓶には奇妙な液体に浸されたなにかが保管されていた。他ほかにも、謎の標本、フラスコとビーカー、アルコールランプ、すり鉢とすりこぎ──よくわからないものが狭い部屋に詰め込まれている。

　床に散乱する本を蹴散らし、彼女は言った。

「では、〈黒龍孩子〉殿の魂と身体を心ゆくまで堪能させてもらうとしよう」



◆◇◆◇◆



　ドクター・マーチンに圭を引き渡した燈子は、どうしたものかと嘆息した。

　圭の問題はあの得体の知れない女に任せておけばなんとかなるだろう。

　燈子はカオルーン商会内での権力基盤を日本本社に築き、圭を連れて香港ホンコンから飛び出したが、そのときに香港は色々な連中を押しつけてきた。

　それは彼女を助けるためだったり、足を引っ張るためだったりしたが、そのなかでもあの女は飛び切りにミステリアスな存在だ。ラウ大哥ダーコーが欧州から連れてきた正真正銘の魔女。実際、圭に施された魂の取り替え子の魔法の一端ですら彼女は解き明かしてみせた。

　むしろ、頭が痛いのは別の問題だ。

　今さら授業に戻る気分にもなれず、燈子は高等部の敷地内をぶらぶらしていた。よく手入れされた芝生に、モザイク模様のレンガ道。海からの風が彼女の長い髪を揺らした。

　燈子の後ろからは〈アンティーク〉の少女──ヴィクトリアがついてきていた。保健室に引き渡した圭けいからあずけられたものの、なにをどうしろというのだろうか。

「なんなのよ、あなたは」

　ぼそりとつぶやいた声は刺とげ々とげしく、彼女自身が驚いた。

　自分はなにをこんなにイライラしているのだろうか。

　圭を元に戻してやることができる鍵。特別製の〈アンティーク〉。朝あさ霧ぎり明めいがそう言ったのなら、それは本当なのだろう。つまり、これは喜ばしいことのはずなのだ。

（わたしは自分のことを、もっと大人おとなだと思っていたけれど）

　燈とう子こは小さく頭を振った。

　なぜイライラしているのか、頭の片隅では理由なんてわかっている。それは──

　彼女の物思いを打ち消すかのように、間の抜けた音が背後から聞こえた。



　ぐうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ──



　立ちどまって振り返ると、ヴィクトリアが腹部を押さえていた。

　眉をひそめ、バツの悪い表情になっている。

「お腹なかが減った」

「マギが足りないのね」

　燈子は嘆息まじりに言った。

　このヴィクトリアという〈アンティーク〉の少女は、彼女の目から見ても、有体に言って美人だった。しかも、なにもかもが燈子とは違うのだ。

　艶つややかな黒髪に対して鮮やかな金髪。

　切れ長の黒い瞳に対して大きな宝石のような碧へき眼がん。

　スレンダーなモデル体形に対して出るところは出ている体形。

　すべてにおいて彼女が持っていないものを持っている。

（結局、わたしは気に入らないというわけね）

　すぐそこに、ベンチが設置してある休憩スペースが見えた。自動販売機もいくつか並んでおり、燈子は菓子パンが買える自動販売機に生徒証であるＩＤカードをかざした。そのまま拳こぶしで殴るようにしてメロンパンのボタンを押す。

　学園の敷地内であれば、このＩＤカードでほとんどのものを購入できる。

　燈子は取り出し口に落ちてきたメロンパンを手に取ると、ヴィクトリアに投げ渡した。こんなものはマギが足りない〈アンティーク〉にとっては気休めにもならないだろうが。

「なにか食べると少しはましになるでしょう？」

「ほんの少しは。ミス・アメミヤ、ありがとう」

「燈子でいいわ」

「ならばわたしのこともヴィクトリアで構わない」

　燈子は別の自動販売機でコーラを買うと、ベンチに座った。一人分の距離を取って、ヴィクトリアも隣に座る。彼女はメロンパンの袋を開けると、はむっと噛かぶりついた。

「トーコ、これはあれだな。口のなかの水分を全部持っていかれるな」

「贅ぜい沢たくを言わない」

「むう……」

　不ふ満まん気げながらもメロンパンをもふもふと食べていくヴィクトリアの横顔を一いち瞥べつして、燈とう子こもコーラに口をつけた。

　いきなり圭けいのところにやってきて、嫁だなんて気軽に言ってのけるこの女に自分はイライラしている。ただ、それだけのことだ。

　今まで海千山千の連中をさんざん相手にしてきたのだ。感情を冷徹な理性で押さえ込んで、たとえ昨日殺されかけた相手にだって、にっこり笑って握手する。

　雨あめ宮みや燈子はそれくらいのことは平気でできる女だ。

　だというのに、彼女とは握手する気にはなれなかった。

　気まずい沈黙。それを破ったのは、ヴィクトリアだった。

「トーコのことはメイから聞いて知っている」

「そう」

「ケイと仲良くするとトーコが暗殺者を送り込んでくるから気をつけろと言われた」

「メイさん……！」

　燈子は低い声で唸うなった。手にしていたコーラの缶がべこりとへこむ。

















　するとなにか気づいたかのように、ヴィクトリアが食べかけのメロンパンに視線を落とした。どこか愕がく然ぜんとした様子で、

「まさか……毒が？」

「入れるわけないでしょう」

　燈とう子こは思わずベンチから立ち上がり、咳せき払ばらいをしてから座りなおした。

「メイさんの言うことはあまり真に受けないで。あの人は毎日を面白おかしくすごせればいいとしか思っていない人よ」

「そんなことはない。メイには大変世話になった。ケイも紹介してくれたし……」

　ヴィクトリアは唇を尖とがらせてぼそぼそと抗議の声を上げた。

「とはいえ──メイから言われたとおりにしてみたものの、どうにもうまくいかない」

「それはそうでしょうね」

　コーラを飲みながら、燈子は気のない相あい槌づちをした。

　心のどこかでほっとした自分がいることに、彼女は複雑な気持ちになった。

　別に二人がうまくいっていたところでなにかを言う権利が燈子にあるわけではないし、〈アンティーク〉とオーナーの関係というだけで、それ以上でもそれ以下でもない。

　ただ、いやなものはいやなのだ。

　しかも、マギを供給する方法がよりにもよって──キスすることだとは。

「ケイくんだって困るに決まっているでしょう。いきなりあなたみたいな〈アンティーク〉に押しかけられて、オーナーになれと言われても」

「歴史の古今、洋の東西を問わず、人は誰だれも彼もが〈アンティーク〉の力を欲してきた。それなのに、ケイには好きでもないのに簡単にキスなどできるかと言われた」

　心なしかしょんぼりとして、ヴィクトリアはメロンパンをもそもそと食べた。

「好きでもないのに、か」

　燈子のつぶやきは、彼女の耳にしか聞こえないくらいのものだった。

　圭けいはこれから先、誰かを好きになることなんてあるのだろうか。あるいは彼が〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉と呼ばれている限り、そんなことはないのかもしれない。それでも、いつかそうではなくなると信じて、側にいようと思ったのだ。ずっとずっと昔に、そう思ったのだ。

「ケイくんのことなにも知らないくせに」

　燈子の声はどこか冷え冷えとしていた。

「気安くキスなんてしようとしないで」

「しかし……わたしはかつて女王陛下に献上された際に、祝福のキスをこの身に頂戴したのだ。そうしたわたしの道具としての歴史が、キスを必要とすることにつながっているのだろう。オーナーとマギの供給路を構築する方法は〈アンティーク〉それぞれで異なるものの、精霊として目覚める前の歴史や経験が影響するからな。仕方のないことなのだ」

「だから、そんな理由で、ケイくんを困らせないで」

　一言一句に力を込める。

　燈とう子こはヴィクトリアに鋭い眼光を飛ばして立ち上がった。コーラの空き缶を力任せにゴミ箱に投げ捨て、感情を押さえ込むようにゆっくりと息をもらす。

　突然のことに驚いたヴィクトリアは、きょとんとして燈子を見上げていた。宝石のような碧へき眼がんを少し大きくして、動きをぴたりととめている。



　彼のことを好きでもないくせに。



　燈子は自分がイライラしている本当の理由がようやくわかった気がした。

　ヴィクトリアが圭けいのことを好きなのだとしたら、まだしもよかったのだ。

　雨あめ宮みや燈子は立ちはだかる敵から決して逃げない女だ。〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉の名のとおり、ロケットのように一直線に、真まっ向こうから立ち向かってきた。

　たとえそれが恋敵だったとしても、彼女はきっとそうしただろう。

　だが、ヴィクトリアは違う。

　そのくせ、ずけずけと彼の隣にやってきた。

　燈子が決して言えないことを、仕方がないなどという理由で圭に迫っている。

　こんな理不尽なことがあっていいのだろうか。

　そんな相手とどうやって戦えばいいのだろうか。

　だから、わたしは、こんなにイラ立っているのだ。

「ケイくんは、あなたなんて好きにならないわ」

　燈子は言った。それが精せい一いつ杯ぱいだった。

「それは、そうなのかもしれないな……」

　ヴィクトリアの目に、どこか悲しげな影がよぎった。

（わたしはいやな女だわ……）

　それを見てほんの少しだけ溜りゆう飲いんが下がった自分自身に、彼女は自己嫌悪を覚えた。なんて大人おとな気げない。だけど、どうしようもないではないか。

　一時間目の終了を告げるチャイムが鳴り響くなか、燈子はヴィクトリアに背を向けた。

　彼女の面倒なんて、見れるわけないじゃないか。



◆◇◆◇◆



　ドクター・マーチンはにやにやとした笑みを噛かみ殺しながら言った。

「せいぜいお大事にすることだね、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿」

「もう二度とくるか」

「そうは言っても、いやでもまたくることになるよ。にゅふふ」

　彼女は嬉うれしそうにひらひらと手を振った。

　圭は心底からうんざりした表情になった。血液を抜かれ、得体の知れない薬品を投与され、身体の反応を調べられるのは気持ちのいいものではない。

　そもそも圭けいに施された魂の取り替え子の魔法は、東洋の八はつ卦け魔法の考え方によってアレンジされたものだ。西洋の四大魔法の研究を専門にしている彼女にとっては門外漢のはずだった。

　魔法と呼ばれる神秘の秘儀は世界中にさまざまな系統が星の数ほどあるが、基本的な考え方が洋の東西において大きく異なる。

　万物の原質──マギや太極と呼ばれる──を認知し、構築した魔法陣という方程式に流し込むことによって自らが望む奇跡への解を導き出す。この大きなプロセスには違いはないが、万物を構成している要素において西洋では四大、東洋では八卦という考え方を軸とした魔法体系が今は主流になっている。

　すなわち、四大精霊の四属性に象徴される四大魔法であり、伏ふ羲ぎの先天図と文王の後天図に象徴される八卦魔法である。

　なんにせよドクター・マーチンにとって、圭はいい実験台だった。

「いい加減にしろよ。人の身体を好き勝手に弄いじりやがって」

「〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿の身体は〈ネバーランド〉の神秘に溢あふれているからね。できれば四大魔法の属性を持った患者もほしいところだけれど」

「そんなやつにはお目にかかりたくもないね。俺おれと同じ化ばけ物ものだ」

　今や本物の魔法使いは絶滅危惧種で、魂の取り替え子によるまがい物の魔法使いですら奇跡のような存在だった。

　目の前の魔女は四大魔法の専門家だが、魔法陣を構築してマギによる奇跡を起こせるわけではない。あくまでも研究者にすぎないのだ。

「ろくなやつじゃないに決まってる。こんな身体にされてまともな人間に育つかよ」

「それはお目にかかってみなければわからないね。案外、君と同じ悩みを抱えているかもしれない」

　ドクター・マーチンが白いケースを投げて寄よ越こした。

　なかには六本の小型注射器。彼女の調合した液体状の薬品が入っている。

「またこの得体の知れない薬か」

「特別な霊薬だよ。得体が知れなかろうと、精霊の活性化を抑えられることには変わりない。わたしがいなければ今いま頃ごろ、〈黒龍孩子〉殿は本物の化物になっていたよ」

「まあな……違いない。あんたには感謝してるよ。あんたを連れてきたラウ大哥ダーコーにもな」

「にゅふ♪　恐悦至極。君の殊勝な態度はラウ殿もお喜びになるさ」

　ドクター・マーチンは実にわざとらしく深々と頭を下げた。

　シリング・ラウは〈商会〉における燈とう子こや圭の後見人のような存在だ。こちらに利用価値があると思っている間はあれこれと力を貸してくれる。

　圭は苦々しい表情を浮かべ、保健室をあとにした。

　時刻はすでに昼休みになっており、半日間もあんなところに拘束されていたかと思うと気が滅め入いる。そんな気分とは裏腹に、高等部のキャンパスには昼休みを謳おう歌かする生徒たちの明るい声が響いていた。

　何度目かの嘆息とともに、圭けいは空腹感で腹部に手をやった。

　気が滅入っていても、腹は減る。

　広大な敷地を歩いていると、すぐに生徒で賑にぎわう学食が見えてくる。

　ガラス張りの吹き抜け構造をした、およそ学食とは思えない代物だ。目の前には人工の池があり、陽光が反射してきらきらと輝いていた。メニューは同じ埋立地にあるカオルーン商会のグループ企業であるホテルから提供されており、味も申し分ない。

　圭は池に沿ってぐるりと歩き、学食に向かうことにした。

　駅の自動改札のような機械に生徒証をかざしてなかに入る。高い天井から柔らかい光が降り注ぐなか、多くの生徒で席は埋まっていた。

　コロッケそばの食券を買った圭は、一部に人だかりが見えて怪け訝げんな表情になった。

　そちらを気にしながらプラスチックの食券を差し出し、トレイに乗ったコロッケそばを手に入れる。温かいそばにネギとコロッケ。実に素晴らしい。

　人だかりを遠目に席に着こうとした圭は、人の隙すき間まから鮮やかなブロンドの頭が見えてぎょっとした。ちょこんと座っているその後ろ姿は確かに見覚えのあるもので、思わず彼女の名前が声に出る。

「ヴィクトリア！」

　その声に反応して振り返ったヴィクトリアは、うどんの器を手にしていた。口に運んだままになっている麺をちゅるちゅると吸い上げ、ようやく声を上げる。

「ケイ、ずいぶんと遅かったな」

「遅かったな、じゃない。なにやってる、おまえは」

　圭は人だかりをつくっている連中を追い払いながら近づいていった。

　見ればうどんの器が、ぞっとするほどに彼女の前に積み上げられている。何杯食べたのか、一目ではわからないほどだ。生徒でもない外国人の女の子が一人で黙々と大食いタレント並みにうどんを食べていれば、それは物珍しいだろう。人だかりができるのも当然だ。

「食事でマギを補給しているのだ。このうどんというものは、実においしいぞ」

「おまえは本当にイギリス生まれか」

　圭の呆あきれた声をよそに、彼女は七味唐辛子をかけすぎて真まっ赤かになったきつねうどんを美お味いしそうにすすった。

「イギリスらしくフィッシュアンドチップスとか食べろよ」

「む。偉大なる大英帝国をなにやらバカにしているな」

「俺おれの知ってる限りだと、世界で一番料理がまずいって評価になってるぞ」

「なんという屈辱」

　愕がく然ぜんとした彼女を無視して、圭は言った。

「燈とう子このやつは？」

「ああ、どうもわたしは彼女に嫌われてしまったようだ」

「そういうことかよ」

　やはり燈とう子こにあずけたのは失敗だった。正直に説明したが誤解は解けていないようだったし、かといってドクター・マーチンのところに連れていければすぐさま実験の材料にされていただろう。

「仕方がないので図書館で時間を潰していたのだが、空腹に耐え難く困っていたところ、ここを教えられたのだ」

　ヴィクトリアが、ずずず、とうどんの出だ汁しをすする。

　大学と共用の図書館は一般にも開放されており、学食も同じだった。テンポラリーカードを発行してもらえば、誰だれでも利用することができる。

　現に彼女の首にはテンポラリーカードが提げられていた。

「カードをつくるときに誰か知り合いがいるかと聞かれたので、ケイの名前でつくった」

「まてまて」

　それでは学校の敷地内での支払いが圭けいに請求されてしまう。普通はきちんと本人確認があるはずだというのに──そういえば保健室にかかってきた内線電話をドクター・マーチンが適当に処理していたから、それが確認の電話だったのかもしれない。

「容赦ないほど食いやがって」

　圭は肩を落として、ヴィクトリアと向かい合うようにして座った。

　積み重ねられたうどんの器で彼女の顔が見えない。

「仕方ないではないか。食事の摂取では少しのマギしか補給できないのだから」

「で、満腹か？」

「ちっとも」

「だと思った」

　圭はそばをすすり、出汁に浸ったコロッケを口に運んだ。

　積み上げられた器を挟み、二人はそばとうどんをしばらくは黙々と食べた。お互いの顔は見えないまま、麺をすする音だけが聞こえる。

「俺おれはだんだんと、メイが単なる冗談でおまえを送りつけてきたような気がしてきたよ。姉貴はおまえの使い方を知ってるのか？」

「さあな。わたしがメイから授かった伝言はあれだけだ」

「おまえを手て放ばなすな、か」

　ヴィクトリアが出汁をすすっている音を聞きながら、圭は頬ほお杖づえをついた。

「そうだ。わたしを手放すな。嫁として」

「たとえオーナーになっても嫁じゃないからな。そもそも嫁の意味をちゃんと理解しろ」

「出汁スープがおいしい」

「人の話を聞けよ。ってか、出汁とかどこで覚えた」

　と、ヴィクトリアが出汁を飲み干して空にした器をテーブルに置いた。

「ケイ、提案があるのだが」

「提案？」

　彼女の姿は器の山で見えなかったが、立ち上がったらしく顔だけがひょっこりと現れた。

「図書館でこういうものを見つけたのだ」

「神明ウォーカーか」

　ヴィクトリアが差し出してきたのは神明市のデートスポットやグルメ・映画・音楽情報や最新トレンドなどを紹介しているタウン情報雑誌だった。

　箸はしを置き、ページをめくる。高校生や大学生に向けた実にありふれた内容だ。

　胡う乱ろんげな視線を送っていると、彼女は言葉を続けた。

「この本によれば、男女はデートというもので親睦を深めて互いのことを知るものらしい」

「一般的にはそうだな」

「わたしも餓えていたとはいえ、いささか不ぶ躾しつけなところもあった。なにごとも段取りというものが大事であるということは、道理としてわたしも心得ている」

「なにが言いたいんだ」

「うむ。ケイがわたしを嫁として認めてキスしてくれないのも、その辺りが足りないからに違いない。キスするにはそれ相応の段取りというものがあるのだろう？」

　圭けいはいやな予感を覚えつつ、急いでコロッケそばを平らげた。

「あのなあ……」

　段取りと言えばそれは男女が色々と進展するための段取りなのだろうし、間違ってはいないのかもしれないが、根本的に間違っている気もする。

「だからケイ」

　ヴィクトリアは得意げに腕を組むと、凛りん然ぜんと言った。

「まずはわたしとデートするのだ」

　圭は聞こえない振りをしてそばをすすった。



◆◇◆◇◆



「ケイ、見ろ！　ずいぶんと立派なものだな！」

「俺おれはもう何百回も見てるよ」

　感嘆の声を上げるヴィクトリアとは対照的に、圭はなんの感動もなくうめいた。

　目の前には赤と金によって華美に装飾された、鳥居のような門がそびえていた。

　中華街の東側に設置されている青龍門だ。

　神明市において今も膨張を続ける中華街だが、東西南北に方位を司つかさどる四神の名前を冠した門が設置された区画が、最初期からある街だとされている。

「まったく……なんでこうなった」

　デートに連れていけ、と連呼するヴィクトリアを無視し続けるのには限界があった。場所が学食だったこともあって、ことさらに目立って仕方なかったのだ。彼女を放っておいて午後からの授業に出るわけにはいかなかったし、教室に連れていくわけにもいかない。

　なので、情報誌で食べ歩き特集が掲載されていた中華街にいきたいという彼女に、仕方なくつき合うはめになった。

（ヤブ医者に捕まってるよりはマシか……）

　青龍門をくぐったヴィクトリアは、人の流れを無視して周囲を見渡していた。

「まるで日本ではないようだ。上海を思い出すぞ」

「あんまりうろちょろするなって。はぐれるぞ」

　中華街は平日だというのに、地元の人間と観光客でごった返している。

　通りの左右には赤と金をふんだんに使った中華風の建物が建ち並んでいた。

　気軽に立ち寄れる点心の店もあれば、本格的な高級中華料理店もある。雑貨、服飾、漢方、骨こつ董とう──ここにはとにかくなんだってある。

　広東語の看板。赤く塗装された街灯。頭上を仰ぎ見れば、地中に埋められた電線の代わりに街灯の間に吊つるされた提ちよう灯ちんがある。飛び交う日本語と広東語、店頭からもれ出る料理の湯気と食欲を刺激する匂い。

　雑然としたこの街のエネルギーは、香港ホンコンで育った圭けいにはどこか懐かしいものだった。

「ケイ、すごい行列だぞ」

「ああ、名物なんだよ」

　ヴィクトリアが指をさした先には、一〇〇年近い歴史があるという老舗の豚まん屋がある。どのガイドブックにも紹介されている有名店だ。



　ぐうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ──



　と、ヴィクトリアのお腹なかが鳴る。

「おまえなあ、あれだけうどんを食べただろ」

「うるさいな。食事ではマギはほとんど補給できないと言っただろう」

　恐らくは九龍カオルーン学園高等部に永遠に語り継がれることになるであろう、『謎の外国人美少女うどん大食い事件』からまだ一時間も経たっていない。

　普通ではない量を食べているという自覚はあるらしく、ヴィクトリアは少しばかりバツが悪そうだった。それでも物欲しそうな視線を行列の先に送っている。

（ったく、身勝手な迷惑女かと思ったら）

　強引にキスを要求してこない辺り、彼女なりにマギへの欲求を我慢しようとしているのだろう。空腹に耐えて、なんとかして距離を縮めようとしている。そんな努力をする姿はいじらしくもあり、どうにも調子が狂う。

「ちょっとまってろ」

　圭は嘆息交じりに言った。行列を抜かし、露店ではなく店のなかに顔を出す。中華街の華か僑きようには顔なじみが多い。この店の主人もその一人だった。

「あら、ケイくん」

　人のよさそうなおばちゃんが、圭けいの顔を見るなり笑顔を向けてくる。

「どうも。ちょっと都合してもらえるかな。あー……」

　ヴィクトリアへと視線をやり、まあ何個でも食べるだろうと思案する。

「とりあえず一〇個くらい」

「またずいぶんと食べるねえ」

　店主はすぐに熱々の豚まんを用意してくれた。ずしりと重い袋を受け取る。

「お代はいいわ。可愛かわいらしいカノジョにもよろしくね」

「カノジョなわけないでしょう」

　圭は気まずい思いで、ヴィクトリアのところに戻った。彼の格好は制服だったので、二人は授業をさぼってデートをしているカップルそのものだった。

　そんなことは極力意識せず、圭は豚まんの入った袋をヴィクトリアに押しつけた。

「ほら、少しは足しになるだろ」

　彼女は渡された袋をきょとんと見つめ、それから思い出したかのように言った。

「あ……すまない。ありがとう」

「……ああ」

　お互いにぎこちなく言葉を交わす。

　出会ってからのほとんどを「キスさせろ」「いやだ」の押し問答を繰り返してきたので、二人ともこういう場合はどうすればいいのかよくわからなかった。

（カノジョね……）

　圭は皮肉げに笑い、袋から取り出した豚まんに練り辛子をたっぷりとつけているヴィクトリアを見た。

「おお……！　これはなかなか」

　熱々の豚まんを頬ほお張ばり、彼女は心なしか幸せそうだった。もちもちの皮と肉汁たっぷりの中身を、ＣＭのタレントみたいにおいしそうに食べている。

　そうしている分には、彼女は普通の──いや、かなり目を引く可愛い女の子に違いなかった。中華街ではなく駅前を歩けば、スカウトくらいはされるかもしれない。

　圭はそんなことを思い、軽く頭を振った。

「おまえの味覚はどうなってるんだよ」

　袋のなかから豚まんを一個手に取る。

「あ、なにをする。誰だれもやるとは言っていないぞ」

「一個くらいケチるなよ」

「わたしが貰もらったのだから、今はすべてわたしのものなのだ」

「おまえみたいな味覚オンチに食べられるよりは、豚まんも俺おれに食べられた方が幸せだ」

「なんという言い草……！」

　ヴィクトリアは怨えん嗟さのこもったうめきをもらしつつ、それ以上は取られまいと物もの凄すごい勢いで豚まんを食べ出した。

「がっつきすぎだ……」

　その勢いに気け圧おされつつ、圭けいも手にした豚まんにかじりつく。

　香港ホンコンにはこういったものはないので、これは日本にきてから知った味だ。

　香港にいた頃ころは、本社の連中の目を盗んでは燈とう子こと一緒に屋台を回ったものだった。すぐにシリング・ラウの部下に見つかって連れ戻されたが、それまでのわずかな時間が二人にとっては香港での唯一の楽しい思い出だった。

　もっとも、二人が大きくなってそれぞれにカオルーン商会での立場ができて、そして日本にきて、彼女と二人だけですごす時間はいつの間にかなくなってしまった。

「おい、ケイ。あれはなんだ」

　ヴィクトリアの声で、圭は物思いから我に返った。

　豚まんを頬ほお張ばりながら、ヴィクトリアが別の店に興味を持っている。

「おまえ、食事制限している世の中の女子に刺されるんじゃないか？」

　中華街の楽しみ方は食べ歩きと決まっている。先が思いやられた。

　そして──案あんの定じよう、ヴィクトリアの食欲は凄すさまじかった。

　北京ダック、ちまき、ごま団子、甘あま栗ぐり、角煮バーガーといった比較的メジャーなものから、フカヒレコロッケ、チャーシューパイ、餃子ぎようざボール、豚とろドッグなど珍しいものまでエトセトラエトセトラ。

　食べ歩きをはじめて約二時間くらいで、圭の財布は限界に近づいた。

「おお！　紅茶店があるぞ、ケイ！」

　ヴィクトリアが今までで一番の歓声を上げる。

　中華街のメインストリートからは少し離れた場所だ。中国風の建物が多いなか、洋風の造りなのでこぢんまりとしていてもよく目立つ。ヴィクトリアの言うとおり紅茶を専門に扱っている店のようで、一階は茶葉の販売をし、二階はカフェになっているようだった。

　神明市はそもそも外国人居留地だったので、滞在していた英国人向けにはじめた商売が今でも続いているのだろう。

「三時に紅茶を飲まないやつは銃殺刑？」

「うむ。そのとおりだ」

　ティータイムにはちょうどいい時間だった。

　圭がなにか言うよりも先に、ヴィクトリアは軽い足取りで店に向かってしまった。店のドアに手をかけて手招きしてくる。

「はやくしろ」

「勝手に入るなよ。高級店だったらどうする」

　そうは言いながらも、圭はゆっくりとあとに続いた。

　さして広くもない店内は、壁一面に紅茶が並べられていた。密閉されたガラス瓶に様々な葉が詰められ、葉の種類、産地、農園の名前などの情報が丁寧に記されている。

　ヴィクトリアは目を輝かせて店内をぐるりと見渡していた。

「アッサム、ダージリン、ニルギリ、シッキム──」

　次々と紅茶の銘柄を眺めては口元を緩ませている。まるでウィンドウショッピングで憧れの服を眺める女の子だった。どうやら本当に紅茶が好きらしい。

　圭けいでもアッサムとダージリンくらいは聞いたことがある。ただ、同じ銘柄でも農園や採取された時期によってさらに細かく分類されているとは知らなかった。

「ケイ、セイロン・ティーもあるぞ。ウヴァにディンブラ、ヌワラエリア」

「俺おれには全部一緒に見えるけどな」

「この違いがわからないとはかわいそうなやつだな」

「本当に哀れそうな目をするな」

「かつて大英帝国の首相であったウィンストン・チャーチルはこう言った。『紅茶は兵器よりも重要だ』と。まったく同感だ」

「俺にはまったく響かない」

　ヴィクトリアは活いき活いきとして楽しそうだった。

　彼女の笑顔らしい笑顔を見たのははじめてだった。どこにでもいる、普通の女の子のようだった。自然でなんのてらいもない、等身大の表情だ。

　圭は無意識のうちに、そんな彼女を目で追いかけていた。

















「ケイ！　素晴らしいティーセットがあるぞ。我が家にも是非導入しよう」

「さり気なく我が家とか言うなよ」

　店内の一角にはいかにも高そうなティーセットがディスプレイされていた。素人の圭けいが見ても、アンティークとして価値がありそうなものばかりだ。しっかりと一二客がセットになっていたが、値札はついていなかった。

「このヴィクトリア朝時代のものなど、実にお勧めだぞ」

「いいから、上にいくぞ。上に」

「む。こら、襟を掴つかむな」

　このままだと本当に買わされかねない。

　圭はヴィクトリアを引きずって二階への階段を上がり、窓際の席に腰を落ち着けた。

　きちんとした英国式のメイドの格好をしたウェイトレスが、水とメニューを持ってくる。ご丁寧に日本語と英語の二ヶ国語表記になっており、ドリンクは紅茶しかない。

「俺おれはコーヒー党なんだよ……」

「ケイ、紅茶とはまさに万民に愛される奥深い飲み物だぞ」

　ヴィクトリアはメニューを見ながら、饒じよう舌ぜつに言葉をつむいだ。

「世界広しと言えど、他ほかにどんな飲み物が大陸を越えて王族に愛され、茶道具が自慢の種となり、庶民でさえ恐ろしく高価な金を払い、ときに献上品となり、密輸さえされ、殺し合いの動機にすらなるというのだ」

「そんな大層なもんかねえ」

「大層なものなのだ」

　さっと手を上げて、彼女がウェイトレスを呼ぶ。

「おい、まだなに飲むか決めてない──」

「ダージリンを。ブレンドのもので構わない。それからこの男にはニルギリを」

　圭の声を無視して、聞いたこともない紅茶を注文される。

　ウェイトレスは丁寧に返事をして伝票を置いていった。

「どうせ適当に頼むのだから、わたしが注文しても構わないだろう」

「まあ、そうだな。っても、妙なものを頼みやがって」

「妙なものではない。ニルギリの紅茶は飛び抜けて強い香りや強烈なコク、渋みもない。バランスのとれたいい紅茶だ。ケイのような初心者にはぴったりなのだ。ダージリンは有名かもしれないが『紅茶のシャンパン』と称される香り高さは、飲み慣れない者にはいささか個性的だからな」

　紅茶の話をするヴィクトリアは少し得意げで、そして嬉うれしそうだった。

「頼んだものが出てくるまで、少し問題を出してやろう」

「問題？」

「大英帝国は東インド会社による東洋貿易によって、紅茶と同様に緑茶も輸入していた。だが、紅茶が好まれるようになった。英国人の嗜し好こうに合ったということもあるが、実はそれ以外にも理由がある。なんだと思う？」

「さっぱりだ」

　圭けいは頬ほお杖づえをついた。まさかこんなところで、マニアックな世界史の授業を受けることになるとは思わなかった。

「ヒントくらいはあってもいいんじゃないか？」

「ヒントか。ふっふ、そうだな、当時の大英帝国では東インド会社に与えられたお茶貿易独占権のせいでお茶の値段が高騰していたのだ。そこで偽茶というものが現れた」

「お茶の偽物ってことか？」

　聞いたこともない話である。

「緑茶の方が偽茶を作りやすかったのだが、当時の人々ははじめてお茶を飲む者も多く、味の違いではわかるはずもない。だが、それに使われていた材料の噂うわさが広まると、人々は偽物が作りにくい紅茶の方を買い求めるようになったのだ」

「材料？」

「それくらいは想像してみろ」

「そうは言われてもな」

　まったく見当もつかない。

　腕を組んであれこれと考えていると、注文していた紅茶をウェイトレスが持ってきた。

　華やかな模様が施されたティーカップとティーソーサーだ。

　口が広がっているティーカップは、内側にも美しい模様が描かれている。

　ヴィクトリアは満足そうにうなずいた。

「アデレードか。なかなかにいいものだな。一九世紀頃ごろに人気のあった形だぞ」

　彼女はダージリンに口をつけ、ほっと一息吐いた。その仕草は実に様になっており、圭はまるで映画の一場面を見ている気分になった。

　つられて、圭はアイスティーで出てきたニルギリとやらを口にする。

「お……」

　たまに飲むティーバッグのものとはまったく違う香りや味が広がる。ヴィクトリアの言うとおり、渋みも控え目で飲みやすい。今まで飲んだ紅茶のなかで一番の味だ。

「ニルギリは水色がしっかり出るから、アイスティーにするのに優れているのだ。癖もないからなにを加えてもマイナスにならない」

「なるほど」

　圭が関心しながらニルギリを飲んでいると、

「ちなみに先程の答えは羊の糞ふんが正解だ」

「ぶほっ！」

　突然の正解発表の答えが答えだったので、圭は思わず飲んでいた紅茶を吹き出した。

「そんなもん、わかるわけないだろ」

　羊の糞が使われている偽茶を買う可能性があるのなら、そりゃみんな緑茶より紅茶を選ぶに決まっている。

　圭けいは軽くせき込みながらヴィクトリアへと視線を向けた。

　彼女は平然とした顔でダージリンを飲んでいたが、やがて少しばかり肩を震わせた。どうやら必死で笑いを押し殺しているようだった。

　そして、ティーカップを置くとついに我慢できなくなったように声に出して笑う。

「くく……ケイ、こんなくだらない話を少しでも真剣に考えるとは。損をしたな」

「うるさいよ……ったく」

　圭は毒づきながらも微苦笑を浮かべた。

　なんの他意もなく、この子の笑顔はかわいいな、と思った。

　そう思うと、出会ってからこっち、ヴィクトリアが見せてきた表情はどこか硬くて思い詰めていた。マギを供給してもらうために、必死だったのだ。多分、きっと。

　だが、それだけではない気もする。

　安定的なマギの供給は具象化した〈アンティーク〉にとって確かに死活問題だが、圭でなくともいずれはヴィクトリアが具象化できるほどのマギを持った者に出会うかもしれない。〈アンティーク〉は長い年月をまつことには慣れている。

（どうしてヴィクトリアは俺おれにこだわるんだ）

「どうかしたのか？」

　無意識のうちに彼女を凝視していたらしく、居心地が悪そうにヴィクトリアが身じろぎしていた。

「いや──」

　圭はなにか言おうとして口ごもり、逡しゆん巡じゆんしてから、それでも彼女に言った。

「ヴィクトリア、おまえは、俺でいいのかよ」

　その質問の意味がわからなかったのか、ヴィクトリアはしばらくの間黙っていた。

　ティーカップを持ったまま、じっとこちらを見つめてくる。

　今度は圭の居心地が悪くなる番だった。

（なにを言ってんだか、俺は）

　なぜこんなことを聞いてしまったのか、自分自身でもわからなかった。

　魂に呪いをかけられ、魔法使いになった化ばけ物もの。だからこそ〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉と呼ばれて特別に扱われ、羨せん望ぼう、畏い怖ふ、嫉妬、蔑さげすみ、あらゆる感情を浴びてきた。

　朝あさ霧ぎり圭を必要とすることは、すなわち〈黒龍孩子〉の力を必要とすることと同義だ。世界は誰だれも彼のことなど見ていない。

　自分は生まれてから死ぬまで、ずっと孤独なのだろうと思っていた。だが、燈とう子こに出会って、ほんの少しだけ世界はそうではないのかもしれないと思った。

　それでも、化物はいずれ無惨に滅ぶのが運命というものだ。

　だから朝霧圭は誰も本当には愛さないし、誰からも本当には愛されない。

　その方がやがてくる滅びのときに、自分も、他ほかの誰かも悲しまないですむだろう。たとえそれが〈アンティーク〉の少女だったとしても、あんな笑顔を持っている彼女に悲しい思いなどさせてはいけないのだ。

「ヴィクトリア、俺おれはおまえのオーナーにはならないよ」

「いやだ」

　ヴィクトリアは静かにティーカップを置き、はっきりとそれだけを言った。

「わたしのオーナーはケイだ」

「なんで俺なんだ。なんで俺にこだわる」

「だって、わたしにとってはじめての相手だぞ」

　彼女の碧へき眼がんに射い竦すくめられて、圭けいは身動きが取れなくなった。

　ヴィクトリアは静かに、だがはっきりと聞こえる声で続けた。

「わたしが〈アンティーク〉として目覚めてからずっと、誰だれもわたしのオーナーにはなれなかった。どうしてわたしだけ他ほかの〈アンティーク〉と違うのかはわからない。わたしは独りで、もうずっとこのままだと思っていた。けど、やっと、ケイを見つけたんだ」

　そこまでを早口にまくし立て、一拍の間を置く。

　圭はぎくりとして、彼女を見つめた。自分自身の話を聞いているような気がした。自分が何者かわからず、誰からも省みられることなく、世界は孤独と諦観に満ちている。

　これではまるで──彼女は、俺だ。

　お互いの視線が交錯した。

「だから、わたしは、ケイを絶対にオーナーにすると決めたのだ」

　ヴィクトリアの瞳には、言葉には、強い意志が宿っていた。

　気け圧おされるようにして、圭は沈黙した。言葉が出てこない。果たして自分にできるだろうか。彼女をほんの少しだけでも、積年の孤独から救ってやることなど。

　ヴィクトリアは視線を圭から外すことはなく、圭は喉がいやに乾く気がした。

　重苦しい沈黙が二人を支配する。

　感覚がおかしくなる。一分が、一〇分にも、一時間にも感じられた。

　時間の流れを元に戻したのは、着信を知らせるスマートフォンの電子音だった。

　金縛りが解けたようにして、圭は電話に出た。

『ケイくん、大層お楽しみのようね』

「！」

　ケイは思わず立ち上がった。

　電話から聞こえてくる燈とう子この声はにこやかなもので、つまり彼女は怒っている。

『何度電話しても出ないし、午後の授業をサボってなにをやっているのかしら。わたしに可及的速やかに説明してみなさい。とりあえずそうね、マクスウェルの方程式を用いて説明したら許してあげるわ』

「無理だろ！　ってか、なんだそれ!?　すでに許す気ないだろ!?」

「ケイ、どうしたのだ？」

　ヴィクトリアを手で制し、圭けいは忙せわしなく周囲を確認した。〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉がもし本気で怒っているならば、この店に対戦車ロケットを撃ち込みかねないとすら思える。

「燈とう子こ、落ち着け。まずは話し合おう」

『大丈夫よ、ケイくん。わたしはいつも冷静だから』

　その声は恐ろしく近くから聞こえた。ぎょっとして視線をやると、階段を上って燈子がゆっくりと姿を現したところだった。スマートフォンを切って、にっこりと笑う。

「あら、ケイくん偶然ね」

　彼女はさらりと恐ろしいことを言った。

（偶然なわけあるか）

　ここは日本にあって、カオルーン商会が裏に表に影響力を持つ中華街。そして、雨あめ宮みや燈子はカオルーン商会の日本マネージャー。ここは彼女の庭のようなものだ。

　圭はなぜか投降する凶悪犯のように両手を上げた。

「燈子……これには色々と事情というか成りゆきというか」

「さんざん心配してあげのに」

　燈子は切れ長の目を心なしかどんよりとさせて、棒読みで言った。

「えーえー、確かにその子は可愛かわいいですね。金髪碧へき眼がんで胸も大きいですね。あーあー、そうですか。ケイくんはそういうのがお好みですか」

　なんだか話が妙な方向にいっている。

「お好みなのか？」

　席に座ったままダージリンを飲んでいたヴィクトリアが口を挟んだ。

「ややこしいところで入ってくるなよ」

「む。わたしについて話されているのだから気になるだろう。人は見た目が九割だとメイも言っていたぞ」

「ホントにろくなこと言わないな、バカ姉貴のやつ」

　圭はげんなりした気持ちになりながら、燈子へと視線を移す。

　彼女は腰に両手を当てて、こちらを睨にらんでいた。

「わたしは今、ケイと親睦を深めているのだ。邪魔しないでもらおう」

　それを聞いた燈子は、拳こぶしを握り締めて戦慄わななかせた。

「これから遊園地にいって、夜はクルーズ船で夜景を見ながらディナーを食べるのだ。それでもってなんだかいい雰囲気になる」

「なんだそれは」

「本に書いてあった」

「ああ、そう」

　ヴィクトリアが淡々と語ったデートプランは、どうやら情報誌を真に受けたものらしい。どうりで陳腐なわけだ。

「いい雰囲気にはならないと思うぞ」

「な……!?」

　圭けいの冷静な一言に、ヴィクトリアは目を見開いた。

「そこからキスまでの流れが重要なのに……！」

「真に受けるなよ、ああいうのを」

「ではあれか！　『春のチラ見せコーデで気になるあの人の視線をゲット』か？」

「おまえは図書館でなにを読んできたんだ」

　ぎゃあぎゃあと言い合う二人の様子はまるで痴話げんかのようで、

「黙りなさい」

　今まで沈黙していた燈とう子この声でぴたりととまった。

　彼女はなにかを言おうとして、圭をちらりと見た。

　それから大きく深呼吸して、意を決したように口を開く。

「わたしなんて──」

　その声は少し震えていた。

「日本にきてから、ケイくんとデートしたことなんてないのよ」

「そこかよ……」

　圭は額ひたいに手を当てて小さくうめいた。

　燈子は頬ほおを少しだけ赤くして、自分の言葉に戸惑っているようだった。

　感情に任せて癇かん癪しやくを起こしたあとに反省する子供のように、自分自身の迂う闊かつさを恥じているようにも見える。

　彼女は肩を落とし、うつむいて、それでもぼそりと言った。

「──から」

　その声は消え入るように小さい。だが、燈子はやおら顔を上げるなり言い直した。

「わたしもいくから」

「いくって、どこへ……」

　圭は答えがわかり切っている質問をした。

「遊園地」

　燈子の答えは、予想したとおりだった。



◆◇◆◇◆



　それから三〇分後には、圭は神明中央駅から埋立地に向かうカオルーンライナーに揺られていた。赤色に塗装された車両は派手で、いかにも中華の風情だ。

（あー……結局こうなるわけか）

　平日の昼間ということもあり、乗客はまばらだ。

　圭は先頭車両の横長のシートに座り、向かいの窓から見える風景をぼんやりと眺めていた。神明市の商業施設や高層ビルの間を縫うようにして設置されている高架を、カオルーンライナーはゆっくりと進んでいく。

　このカオルーンライナーはいわゆるＡＴＧというもので、無人の自動運転によって案内軌条を走行する交通システムだった。ゴムタイヤを使用し、案内軌条に併設された給電線から給電してモーターで走行する。そのため騒音や振動が少なく快適ではあるのだが、今の圭けいには快適さを感じる余裕はまったくなかった。

「ケイ、お腹なかが減った」

　車両に揺られていた圭は、左隣から聞こえてきた声で我に返った。

　視線だけをやると気難しい顔をしたヴィクトリアがお腹を押さえている。

「我慢しろ」

　ぴしゃりと言い放はなつ。いい加減、慣れてきた。いくらマギが足りないとはいえ、そんなすぐには人の姿を維持できなくなるわけではない。

「……ひどいやつ」

　ヴィクトリアの恨めしげな声も気にしない。

「うるさい。どれだけ食べたと思ってる」

「そうね。ケイくんが奢おごってあげたのよね。わたしとのランチは断ったくせに、その子にはつき合ってあげたのよね」

　右隣からの声に、圭は再び視線だけを動かした。

　そこにはすらりとした脚を組んだ燈とう子こが座っている。

「なんでそれを持ち出す……」

「別に」

　燈子は白々しく言った。

「わたしはただ、そういえば昨日はそんなことがあったなあって思っているだけよ」

　二人に挟まれて座っている圭は、じっとりとしたいやな汗が背中に滲にじむのを自覚した。

　かつてないほどのストレスを感じる。

　すると、圭の心中を察したのかどうかはわからないが、ヴィクトリアが口を開く。

「トーコ、あのときはわたしが押しかけていたからで、ケイのせいではないのだ。ケイも困っているようだし、許してやってくれないだろうか」

「わかっているわよ、そんなこと」

「ではなぜ怒っているのだ？」

「あなたがそれを言う？　わたしに向かって」

「……？」

　ヴィクトリアが小首を傾かしげ、燈子はうなだれるようにして嘆息した。

「トーコはケイと仲が悪いのか？　だから、ケイと一緒に遊園地にいって親睦を深めようと？」

「バカなことを言わないでくれるかしら」

　燈子は涼しげな笑みを浮かべると、勝ち誇ったようにして言った。

「わたしとケイくんは子供の頃ころは一緒にお風呂に入ったこともあるのよ」

「な……！」

　ヴィクトリアが間の抜けた声をもらし、驚いた表情になる。

「身体の洗いっこだってしたことがあるし」

「おい！　なんかキャラが変わってないか」

　黙って聞いていた圭けいは、思わず声を上げた。

「なによ。本当のことでしょう」

「そりゃそうだけど、なにもこんなところで言うことないだろ」

　燈とう子こがこんな子供っぽい言い争いをするとは思わなかった。

　左右から次々と飛んでくる言葉は、このままだと永遠に続きそうな気がする。

（これはあれか。世間で言うところの修羅場ってやつなのか？　そのうちに俺おれは刺されるのか？）

　圭は胸中でつぶやいてしばらくは目を閉じていたが、自分の想像に薄ら寒いものを覚え、意を決して勢いよく立ち上がった。

　突然のことに、二人は言葉をとめてぽかんと圭を見上げた。

「よし！　とにかく！　建設的な話をしよう」

　凶悪犯に立ち向かう交渉人のような気分になりつつ、圭は諭すような口調で続ける。

「俺たちはもうしばらくしたら遊園地に着く──」

　そのままゆっくりと距離を取り、向かいのシートに腰を下ろす。

　圭は背中を曲げて、二人を見上げるような姿勢になった。

「──まずは、なにに乗るか決めるってのはどうだろうか」

　その提案に、ヴィクトリアと燈子は顔を見合わせた。同時に口を開く。

「「ジェットコースター」」

「なんでそこは合うんだよ……」

　カオルーンライナーはカーブの多い市街地を抜けて、埋立地に続く橋に差しかかろうとしていた。ここからは直線も多く、徐々に速度が上がってくる。

　窓を流れる景色も様変わりし、午後の日差しに輝く海が見えた。

『本日もご乗車まことにありがとうございます。次の停車駅は貿易センタービル前、貿易センタービル前です。降車されるお客さまは──』

　橋の中程に差しかかり、人口音声のアナウンスが流れる。

　次の瞬間。車両が進む先で、ぱっとオレンジの閃せん光こうが走った。

　圭がぎょっとして無人の運転席の窓を見やる。

　鼓膜を震わせる爆音が轟とどろき、猛烈な炎が橋きよう梁りようから噴き上がった。

　炎とともに白煙が巻き起こり、こちらに押し寄せてくる。

　視界が一瞬にして白くなる。

（なあ……!?）

　なにが起きたのかわからないままに、緊急停止のブレーキが作動した車両が耳障りな音を立てて軋きしみ、圭けいは自分の身体が宙に浮いた感覚を覚えた。

　そのまま床に投げ出されて強したたかに身体を打ちつける。

　爆発で巻き起こった衝撃が続けざまに車両を襲い、窓ガラスが弾はじけるようにして割れた。

　車両が案内軌条を外れ、横に傾く。

　圭は床を転がり、それでもどうにか立ち上がった。

「……！」

　爆発によって巻き上げられた大小のコンクリート片と火の玉が雨のように降り注ぎ、車両の屋根に当たってはごんごんという音を立てている。

　圭は唖あ然ぜんとした。

　もうもうと白煙が立ち込めるなか、橋が落ちていた。

　完全に分断された橋から破片が海へと落下して、水柱がいくつも上がっている。

　橋が爆破された。だが、ここはカオルーン商会のお膝元である神明市。こんな騒ぎを起こせば、どんな手を使ってでも〈商会〉は報復をするだろう。

「ケイ、大丈夫か？」

　ヴィクトリアの声で、圭は我に返った。

　同じように投げ出されたのだろう。彼女は頭を押さえてドア付近の手すりに掴つかまり、よろよろと立ち上がっているところだった。

「ああ、なんとか──」

　そこまで言って、ようやく近くに燈とう子こが倒れていることに気づく。

「燈子……！」

　血の気けがさっと引いたのが、自分でもわかる。小走りに駆け寄り、ぐったりとしている彼女を抱き起こした。息はある。大きな怪け我がもしている様子はなかった。

「おい、燈子！」

　顔を覗のぞき込むようにして声をかける。

「ケイくん……っ、大丈夫だから」

　外の惨状に目をやって、彼女は切れ長の目をすっと細めた。普通の女子高生ならばパニックになるところだろうが、彼女は冷え冷えとした表情になった。

「やってくれたわね」

　カオルーン商会の〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉は、小さく悪態を吐いた。すぐさま電話をかける。

　その様子を横目に、圭は非常時にドアを手動で開けるためのレバーを引っ張った。

「ケイ、なにが起こったのだ？」

「知るか。けど、どう考えてもやばいだろこれは。おまえも手伝え」

　ヴィクトリアに言って、力任せに横開きのドアを開ける。

　案内軌条をはずれた車両はコンクリートの橋きよう梁りように斜めになってとまっていた。

　炎によって温められた生暖かい風を頬ほおに感じながら外へと飛び降りる。

　すでに他ほかの車両から脱出した乗客の姿も見えた。

　呆ぼう然ぜんと座り込んでいる者、職員の指示をまつ者、爆破された方向とは逆に歩き出す者、携帯電話で写真を撮影する者──反応はさまざまだった。

　圭けいに続いてヴィクトリアと燈とう子こも外へと飛び降りてくる。

「シルビアがすぐにくるわ」

　電話を終えた燈子が静かに言った。

「ケイくん、少し厄介なことになったみたい」

「もう十分になってるだろ」

「これよりもっと厄介なことよ」

　彼女は平然と言ってのけた。乱れた黒髪をかき上げる。艶つややかだった自慢のストレートは、爆風と埃ほこりでばさばさだ。

「シルビアに香港ホンコンの件の後始末でラウ大哥ダーコーに連絡をつけるように言っておいたのだけど、別件で警告を受けたらしいの。ラウ大哥の直系社員がロンドンで殺されたそうよ。さらに尾行していた二人が成田空港で姿を消した」

「その三人を殺やったやつの仕業だって？　目星は？」

　シリング・ラウの直系社員といえば〈商会〉の荒事専門だ。それだけに実力は折り紙つき。そんな連中を簡単に三人も殺せるものなのか。

「〈博物館〉のアンティーク・ハンター」

「そいつはまた……厄介そうだ」

「ケイ、誰だれかくる」

　ヴィクトリアの硬い声。そこにはなにかを警戒している響きがある。

　圭はその声につられて視線を車両から脱出してきた乗客たちに向けた。

　ゆっくりとこちらに向かって歩いてくる人影。誰もが爆破された方向とは逆に歩きはじめているなかで、その姿はやけに目立った。

　黒ずくめの格好をしたプラチナブロンドの若い男。まだ少年と言ってもいいかもしれない。スマートな印象を受ける一方で、どこか荒涼としていて寒々しい。

　燈子は男を真正面から見据え、英語で言った。

『〈博物館〉のアンティーク・ハンターだな？』

『レイヴン』

　男は名乗り、低く笑った。

『よほど〈商会〉との戦争がお望みか、〈博物館〉は!?』

　彼女の声は刃物のように鋭い。

〈博物館〉は〈アンティーク〉を収集する〈商会〉の競合の一つであり、大英帝国の時代には世界中の植民地から〈アンティーク〉をかき集めていた。

『僕はただ飼われているだけさ。知ったことじゃないね』

　レイヴンは燈子から圭、ヴィクトリアへと順番に視線を移し、再び燈子に言った。

「無理して香港ホンコン訛なまりの英語なんて使うなよ。聞くに堪たえない」

　流りゆう暢ちような日本語。燈とう子こはそんな挑発程度では眉根一つ動かさなかった。

「メイ・アサギリが強奪した〈アンティーク〉を返してもらおうか」

　レイヴンが自動拳銃を抜いた。携帯電話を取り出すような自然な仕草だった。

「燈子！　下がってろ！」

　銃声。瞬く銃火。鼓膜が震える。

　圭けいは燈子を押し倒した。

　そのまま二人でコンクリートの上をごろごろと転がり距離を取る。

　銃声が絶え間なく連続する。

　燈子がいた虚空を弾丸が薙なぎ払い、カオルーンライナーの車両に次々と跳弾した。火花が明滅し、甲かん高だかい金属音が何度も鳴り響く。

　圭は身を起こすなりレイヴンと名乗った男との距離を詰めた。

　身を低くして、滑り込むようにして懐ふところに入り込む。踏み込んだ左足をレイヴンの脚の間に割り込ませ、左腕で自動拳銃を持っている右手を軽く払った。

　右足の踏み込みと同時に右の肘を振り上げる。

　ごっ、という骨を打つ鈍い音。

　レイヴンの顎あごが跳ね上がり、彼はもんどり打って倒れ込んだ。

　だが、なにごともなかったかのようにすぐに立ち上がる。

















「なかなかやるな」

「タフなやつだな。完璧に入っただろうが」

　圭けいは半ば呆あきれた声をもらした。

「燈とう子こ、車両の陰に隠れてろ」

「うん……ケイくん、すぐにシルビアがくるから。だから……！　お願いだから……」

「ああ、魔法は使わないでなんとかするさ」

　燈子はうなずいて、横向きに停車している車両に身を隠した。もっとも、橋が爆破されて逃げ場がない以上、気休めでしかなかった。

　圭はヴィクトリアをちらりと見た。

「連中の狙いはおまえらしいぞ」

「そのようだな」

　特別製の〈アンティーク〉。今さらながらに姉が言った言葉が思い出された。

「ケイ、わたしを連中に差し出すか？」

「バカ言うな。こうまでされて、はいそうですかと従うほど俺おれはお人ひと好よしじゃない」

　圭は暗い目で見つめてくるレイヴンとの間合いをじりじりと図った。

　自動拳銃の銃口はぴたりと圭を捉えている。先ほどは不意を突いて間合いを詰めることができたが、こうなってはいい的だ。

「なんでヴィクトリアを狙う。そんなに貴重なものとも思えないけどな」

「本気で言っているのか？」

「なに……？」

「だとしたら君にはとんだ宝の持ち腐れだ。その〈アンティーク〉をさっさと渡せ。そうすれば痛い目を見ずにすむ」

「いやだと言ったら？」

「ケイ・アサギリ、君を殺さなければならないな」

　世間話程度の気軽な言葉には、凄すご味みも殺気もない。

　だが、圭は無意識に半歩だけ下がった。まるで息をするかのように、レイヴンは自然なのだ。この男は人を殺すことに、改めて気構えをする必要もない。

　引き金を絞ろうとしたレイヴンは、だが上空から聞こえてきたヘリのローター音とエンジンの唸うなり声に視線を上げた。

「〈商会〉か……！」

　橋をかすめるようにして低空飛行するヘリのドアが開け放はなたれ、誰だれかが空中に身を躍らせた。ショートカットに眼鏡めがねをかけた無表情な女──シルビア・レイだ。

　彼女は秘書の出いで立たちそのままだった。

　どごん、という衝撃音を立ててカオルーンライナーの屋根の上に着地する。

「〈ストーム・ガンナー〉シルビア・レイ、お呼びとあらば即参上」

　シルビアは脇の下に提げている二丁のイタリア製自動拳銃に手をやり、音もなく抜き放った。続けざまなんの警告もなく、引き金を絞る。

　両手に構えた自動拳銃から猛烈な勢いで弾丸が吐き出された。

　銃火が連続で瞬き、銃声が幾重にも重なる。

　スライドが何度も前後に動き、金色の空薬やつ莢きようがシルビアの足元に次々と零こぼれ落ちた。

　容赦のない弾丸の嵐を浴び、レイヴンは血ち飛沫しぶきを上げて一歩、二歩と後退した。その手から自動拳銃が弾はじけ飛び、頭を殴り飛ばされたかのように倒れ込んで血の海をつくる。

　シルビアの両手にある自動拳銃のスライドがフルオープンし、咆ほう哮こうがやんだ。

　そしてようやく、彼女は言った。

「ご無事ですかお嬢さま。あと、ついでにアサギリ・ケイ」

　その間も彼女は、空になったマガジンを滑らかな手つきで交換していた。

「ああ、助かった。ホントに容赦ないな、おまえ」

「お嬢さまに仇あだなす者に容赦などする必要がありますか？」

「色々と聞きたいことがあったんだよ」

「生け捕りにしろとは言われておりませんでしたので」

「そこは察しろよ」

「それは申しわけございません」

　シルビアはまったく申しわけなさそうではなかった。

「やれやれ。おめでたい、連中だな、まったく」

　途切れ途切れに聞こえた言葉に、圭けいは動きをとめた。

　それは間違いなくレイヴンのくぐもった声で、視界の隅でずたぼろになった男がゆらりと立ち上がる。まるで死神か亡霊のようだ。

　それでもシルビアは眉根一つ動かなかった。

「あいにくと僕は、簡単には死ねない身体だ」

「では死ぬまで私の弾丸を喰くらいますか」

　レイヴンは低く笑った。近くに転がっている自動拳銃を拾い、ベルトに捻ねじ込む。

「おまえは……」

　圭は黒ずくめの服に隠されていたレイヴンの身体を見て息を呑のんだ。

　身体の三分の一以上が、爬は虫ちゆう類るいじみた不気味な白い鱗うろこで覆われている。

　それは魔法を使ったときの圭にそっくりだった。

「おまえは一体……」

　レイヴンはポケットから取り出した小さなケースを耳元で振ってから、錠剤を口のなかに放り込んだ。奥歯で噛かみ砕き、全身を震わせる。

　ほとんど同時に、レイヴンを中心にして赤く輝く魔法陣が展開した。巨大な円のなかに四つの小円。それぞれに『地・水・火・風』の四大属性を象徴する『硬貨・杯・棒・剣』を暗示する図形が描かれ、複雑なラテン語がびっしりと書き込まれている。

　それは圭の使う東洋の八はつ卦け魔法と並ぶ、西洋魔法の主流──四大魔法の魔法陣。

「魔法使い……!?」

　白銀の火の粉がレイヴンの周囲にちらほらと舞いはじめる。

「四大精霊〈ヴォーティガンより招かれ出いでよ〉」

　魔法陣がガラスが砕けるような音を残して粉々になった。

　猛烈な白銀の炎がレイヴンを中心に吹き荒れる。

　魔法を使った途端、身体を覆う白い鱗うろこは全身の三分の二ほどにもなっていた。

「シルビア！　おまえの勝てる相手じゃないぞ！　燈とう子こを逃がせ」

「もちろんそのつもりですが、私が勝てないというのは撤回してください」

　シルビアが車両の屋根から飛び降りて、燈子のもとに駆け寄った。

　圭けいは無意識にガチガチと鳴る奥歯を噛かみ締めた。

　目の前の男はやばい。頭のなかでの警告音が鳴りやまない。本物の魔法使い？　いや、違う。間違いなく同類だ。目の前の男は、朝あさ霧ぎり圭と同じ、化ばけ物ものだ！

　渦巻いていた白銀の炎がレイヴンの両腕に収束していく。

　そのままなにかを投とう擲てきするように、彼は両腕を振るった。

「四大精霊〈撃ち抜けスクラマサクス〉」

　空気を焦がす白銀の炎の刃が現れ、電光のごとく飛来する。

　圭は頭でなにかを考えるよりも先に身体が動いた。

　ほとんど紙一重で二本の刃をかわす。そのままカオルーンライナーの車両に突き刺さった白銀の炎の刃は──次の瞬間に爆発した。

　爆炎が上がり、鉄の車両が簡単に拉ひしやげ飛ぶ。

「なろ……！」

　車両の陰にいる燈子の身に危険が及ぶことを考えれば、迂う闊かつに攻撃をかわせない。

（どうする……？）

　魔法を使えばどうにかなる。今までも本当に危ないときにはリスクを承知で使ってきた。だが、目の前のレイヴンの姿はどうだ。

（これは──本物の化物だろうが！）

「ケイ！　魔法がくる！」

　ヴィクトリアが悲鳴じみた声を上げる。

　レイヴンが右腕を突き出す。

「四大精霊〈薙なぎ払えスクラマサクス〉」

　白銀の炎が右手一点にさらに収束し、一気に膨れ上がって光の奔流になる。

「くそったれがっ！」

　圭は頭を振って叫んだ。拳こぶしを握り締め、奥歯をきつく噛み締める。

　今さら化物になることを躊躇ためらってなんになる。自分は生まれてからずっとそうだった。今、力を使わないでいつ使う。四の五の言っていられるか！

「先天八はつ卦け──」

　八角形の魔法陣が圭けいを中心に展開し、黒い火の粉がちらほらと舞い踊った。

　魂を喰くわれていくいつもの感触を強引に無視して、圭は叫んだ。

「──〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉！」

　黒い炎が猛烈な勢いで噴き上がる。

　両腕へと炎が収束していくなか、続けざまに右腕を突き出す。

「先天八はつ卦け〈黒龍炎牙ヘイルンイエンヤア〉！」

　収束した黒い炎が右手一点から一気に膨れ上がり、黒い光の奔流になった。

　白銀の炎の帯と、黒い炎の帯が衝突する。

　爆炎が天を焦がし、大気が震え、熱波が周囲に吹き荒れた。

「──っ!?」

　ヴィクトリアが爆風に吹き飛ばされて、声にならない悲鳴をもらした。

　勢いよく転がってコンクリート橋きよう梁りようの壁に強したたかに頭を打ちつける。

　そのまま彼女はぐったりと動かなくなった。

「しまっ……！」

　圭は一瞬だけそちらへと視線をやったが、どうすることもできなかった。

　白と黒の火の粉が降り注ぎ、幻想的な光景をつくり出す。

　ぶつかり合った炎の魔法が消滅し、圭とレイヴンは同じような格好で睨にらみ合った。

　圭の身体には、右手から首筋、右みぎ頬ほおにかけて、黒い鱗うろこが出現している。

「くっくっ……」

　圭の身体を見て、レイブンはくぐもった笑いをもらした。

「君も同類だとは。メイ・アサギリが〈アンティーク〉を送った理由はこれか」

「なに……？」

　圭は言葉を続けようとしたが、レイヴンがこちらとの距離を詰めてくる。白銀の炎をまとった両腕を軽く握り、ゆっくりと近づいてくる。

　圭は自然体のままわずかに右足を引いた。

　半身になり、黒い炎をまとった両腕をだらりと下げる。

　瞬間、レイヴンが鋭く踏み込んできた。

　間合いがゼロになる。ほとんど密着するような距離だ。

　レイヴンは腰を沈め、右拳こぶしを握り締めていた。

　圭は半歩だけ後ろに下がってレイヴンとの間合いをつくると同時に、同じく右拳を握り締めた。わずかにできた空間を利用して、右足を踏み込み、全身の筋肉を爆発させるかのように連動させる。

　二人が同時に魔法を使う。

「四大精霊〈爆はぜよスクラマサクス〉」

「先天八卦〈黒龍炎爪ヘイルンイエンチヤオ〉！」

　互いの拳が激突し、爆音とともに炎が吹き荒れる。

　明滅する黒と白の閃せん光こう。炎と熱波の衝撃。

　八はつ卦け魔法と四大魔法の違いこそあれ、同じタイプの魔法と属性だ。埒らちが明かない。

「姉貴がヴィクトリアを送ってきた理由を知ってるのか……！」

「ああ、あれは僕や君にとってはまさしく黄金の鍵だ」

「どういう意味──」

　圭けいの言葉は無視され、レイヴンが回し蹴りを放はなつ。

　咄とつ嗟さに両腕を交差させて側頭部をガードする。

　そんなものを意に介さない凄すさまじい衝撃。

　短い悲鳴を上げて、圭は軽く吹き飛んだ。コンクリートに強したたかに背中を打ちつけ、二回、三回と転がってからすぐさま立ち上がる。だが、眼前にレイヴンの前蹴りが迫っていた。

　ごっ、という鈍い音。

　顔面に蹴りを受けて、頭蓋骨が軋きしんだ。

　視界が真っ白になり、意識が一瞬だけ遠くなる。

「くそっ……たれがっ！」

　強きよう靭じんな精神力でどうにか意識を覚醒させ、圭は叫んだ。

　頭から滴る血が頬ほおを伝い、顎あごからぽたぽたと足元へ落ちていく。

　圭はそんなことにはお構いなしにレイヴンを睨にらみ据え、

「四大精霊〈撃ち抜けスクラマサクス〉」

　すかさず白銀の炎の刃が投とう擲てきされる。

　どうにか身体を捻ひねり、それでも白銀の尾を引いた炎の刃は圭の左肩を貫いた。

　そのまま背後の橋きよう梁りようの壁に突き刺さり、爆発。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　凄まじい激痛にのた打ち回り、肉が焦げる臭においに顔をしかめる。圭の両腕にまとわりついていた黒い炎は姿を消し、右半身にあった黒い鱗うろこもいつの間にか消え失うせていた。

「君とは化ばけ物ものの年季が違うんだよ、アサギリ」

「だろうな……魔法を使っていなくても、鱗が消えやしないとは」

　圭は仰あお向むけになって息を荒らげた。この男は自分とさして変わらない年齢のはずだ。それがどれだけ力を使えば、ここまでの姿に成り果てるのか。

　レイヴンは白銀の炎をまとった拳こぶしを握ると、なんの躊ちゆう躇ちよもなく言った。

「死ね」

「ケイ！」

　腕が振り下ろされる寸前、ヴィクトリアがレイヴンの背後から飛びかかった。力任せの体当たりに、不意を突かれて体勢が崩れる。だが、レイヴンはヴィクトリアを片手一本で持ち上げるなり、遥はるか眼下の海に向かって放り投げた。

「命拾いしたな、アサギリ。〈アンティーク〉は返してもらうぞ」

　続けて自身も軽やかに橋梁の壁を乗り越えて海へと飛び込む。

　わずかな時間差で、二つの着水の音。

　圭けいはふらふらと立ち上がり、海を覗のぞき込んだ。そこにはもう、誰だれの姿もない。

　コンクリートの壁を殴りつけ、圭はうめいた。

「お怪け我がはありませんか、お嬢さま」

　そんな声に振り返ると、背後ではシルビアが燈とう子この手を取っていた。

「わたしは大丈夫よ。それよりもすぐに猟犬を呼んで」

　そう言った燈子の声は、少しだけ震えている。顔色は蒼そう白はくで、だが唇を噛かんで毅き然ぜんとした表情を崩そうともしない。

「戦争よ」

「かしこまりました」

　どこかに電話をかけるシルビアを置いて、燈子がこちらに視線をやった。

　小走りになって近づいてくる。

　今にも泣き出しそうに思えた。

　だが、彼女は鋼はがねのような自制心で、すぐにゆっくりとした歩調になった。

　圭の近くにくる頃ころには、涼しげな表情に戻っている。

「ケイくん……」

　消え入りそうな声で名前を呼ばれ、そっと手を握られる。

「燈子……」

　雨あめ宮みや燈子は〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉。歯向かう敵に容赦せず、真まっ向こうからやり合う苛烈な女。強く、怜れい悧りで、美しい。だが、本当の彼女は決してそうではないことを、圭はよく知っている。

　香港ホンコンにいた子供の頃は、彼女は圭のところにやってきてよく泣いていた。

　燈子が大人おとなたちの都合で辛つらい目に合ったときに、圭がシリング・ラウによってゴミ屑くずのようにズタボロにされる度に、彼女は泣いた。そして、彼女がカオルーン商会でのし上がる覚悟を決めたとき、それは許されなくなった。

　圭の胸に額ひたいをぶつけて、燈子は言った。

「泣いていい？」

「いいよ」

　圭の言葉を聞いても、燈子は数秒の間そのままだった。

　だが、いきなり抱きつかれる。

　圭は彼女を支えきれずに尻餅をついた。

　それでも燈子は圭から離れなかった。

「ケイくん！　ケイくん！　ケイくん！」

　圭がそこにいることを確認するかのように、何度も名前を呼ばれる。

「落ち着けって──」

「だって、ケイくん、怪我……」

「まあな。けど、死ぬほどじゃない」

　燈とう子こに言われてから左肩が再び痛み出す。

　声を詰まらせる燈子の頭をそっと撫なでてやる。昔のように。それだけで彼女は少しだけ落ち着いたようだった。

「ケイくん、ごめんなさい、わたし──こんなこと」

「いいよ。燈子は昔からこんなだったろ」

「そんなこと──ないわ」

　燈子は声を詰まらせて、消え入るように言った。

　圭けいの胸からゆっくりと顔を離して、彼女は絶句した。

　爬は虫ちゆう類るいじみた黒い鱗うろこが、圭の右腕から首筋にかけてびっしりと現れていた。

「さすがにちょっとまずいかもな」

　魔法を使ってもいないのに、心臓を抉えぐられ、魂を喰くわれていく、言葉にはできない不快感と恐怖がおさまらない。全身からじっとりとした汗が滲にじみ、ガチガチと歯が鳴った。

　朦もう朧ろうとする意識のなか、圭は注射器の入ったケースを取り出すと、躊ちゆう躇ちよなく自分の右腕に突き刺した。精霊の活性化を抑える薬品を身体に注入する。

「ヤブ医者を呼んでくれ」








４．火薬味のキスからはじまる


THE TASTE OF GUNPOWDER BITTERSWEET



「ずいぶんな扱いだよな、俺おれはあんたの患者だぞ」

　口元を引きつらせる圭を横目に、ドクター・マーチンは鼻歌まじりに怪しげな作業を続けていた。

　カオルーン商会の日本本社ビルの地下深くにある、保健室をそのまま大きくしたような部屋だ。蔵書も、怪しげな道具も、何倍もの量がある。

「にゅふ？　そうは言っても自業自得というものだよ〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿」

「そんなことはわかってる。どうにかなるのかよ」

「どうにかするのが〈商会〉から言われているわたしの仕事さ」

　圭は空中に投影された四大魔法陣に拘束されていた。大円と四つの小円から成る魔法陣は青く輝き、中心にいる圭は宙に浮かんでいる。

　足元には彼を拘束している魔法陣と同じものが描かれた古い羊皮紙が置いてある。

「そいつは〈ネバーランド〉からこっちの世界に迷い込んできた精霊を捕獲するための道具だよ。大昔の魔法使いがつくったものさ。羊皮紙に描かれた魔法陣に捕獲対象と対となる属性を付与すると発動する」

「俺はサラマンダーか……」

「今の〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿は、ある意味ではそれに近い存在さ。なにせ君を拘束しているのは水属性の四大魔法陣だからね」

　圭けいは言葉に詰まった。右腕から首筋にかけて広がる黒い鱗うろこは消えていない。人間としての性質が弱まり、存在が精霊に近づいている。実際、レイヴンの魔法によって受けた左肩の傷は治りはじめている。

　無駄話をしている間も、ドクター・マーチンは手際よく作業を進めていた。

　蒸留した液体に粉末を加え、さらに別の液体を混ぜ合わせる。それをさらに蒸留して不純物がまったくない液体をつくり出すと注射器に注入。

「では、こいつで精霊のマギの活性化を抑えて中和するとしようか。にゅふふ♪」

「嬉うれしそうにするなって。なんだその得体の知れないものは」

「心外だね。いつも君に与えている霊薬の水属性を強化しただけさ。ウンディーネの涙と人魚の鱗を混ぜ合わせてね」

「全部怪しいぞ、おい！」

　ドクター・マーチンは圭の足元に脚立を立てて、危なっかしい足取りで上りはじめた。宙に浮いている圭と同じ目線になる。

「では、失敬」

　首筋に注射針が突き立てられ、薬品が注入される。

　圭は全身の血液が逆流するような感覚に襲われた。今すぐに悲鳴を上げてのた打ち回りたかったが、歯を喰くいしばって声を押し殺す。

「これでもう大丈夫」

　ドクター・マーチンは注射器を圭の首筋から引き抜くと、軽くウインクをした。

　驚くべきことに圭の身体に現れていた黒い鱗が、一枚一枚ゆっくりと消えていく。

「すべて消えるにはしばらく時間がかかるだろうから、安静にしておくことだね」

「どれくらいかかる？」

「そうだね。一晩というところじゃないかな」

　時間がかかりすぎる。〈商会〉は〈博物館〉に高いツケを払わせるつもりなのだろう。だが、相手は魔法使い。古今東西、魔法使い殺しは至難の業だ。

「一晩ならちょうどいいわ」

「燈とう子こ……」

　魔女の部屋には似つかわしくない電子ロックのドアを開け、燈子が佇たたずんでいた。

　チャイナドレスを着込んだ彼女は、今まさに戦争を仕掛けようとしているカオルーン商会の〈火箭小姐フオージンシヤオチエ〉に違いなかった。

「神秘の殿堂にようこそ、燈子殿」

　ドクター・マーチンは恭しく一礼し、燈子を部屋へ招き入れた。

「ケイくんは無事なのね？」

「ご覧のとおりだよ。命に別状はないし、本物の化ばけ物ものになることもない」

「そう。よかった」

　魔法陣に拘束されて宙に浮いている圭けいを見上げ、彼女は少しだけほっとした表情になった。だが、それも一瞬のことで、すぐに怜れい悧りな表情になる。

「燈とう子こ、なにをやらかすつもりだ」

「今夜、領事館の連中を皆殺しにするのよ」

　燈子は言った。黒い瞳はガラス玉のように無機質で、感情はなにも読み取れなかった。

　英国政府から表に裏に支援を受けている〈博物館〉は、海外で活動する場合は大使館や領事館に庇ひ護ごされていることが常だった。神明市には領事館がある。

「本気で言ってるのか？」

「わたしが日本マネージャーになってすぐに、こうも好き勝手にやられてはね。面子メンツが立たないでしょう。それに香港ホンコンからも始末をつけるように言われているの。直系社員を三人も殺されて、ラウ大哥ダーコーもご立腹というわけ」

　彼女は香港の意向には逆らえない。今はまだそういう立場だ。

「〈猟犬部隊〉を招集したわ」

　圭は息を呑のんだ。

　雨あめ宮みや燈子がカオルーン商会の日本本社で力をつけはじめたとき、後見役のシリング・ラウは彼の直系社員からとりわけ腕の立つ武闘派連中をいくらか燈子に与えた。

　香港の黒社会で〈猟犬部隊〉と呼ばれていた彼らは、普段は日本本社の様々な部署で仕事に就いている。営業だったり、人事だったり、あるいは秘書や学校の教師だったりする。

　そして、飼い主である燈子が一声かければすぐにでも馳はせ参じるのだ。

　シルビア・レイがその一員であること以外、圭もほかの猟犬の正体は知らない。

　並の戦争ならそれで簡単にカタがつくが、今回の相手はわけが違う。

「一晩まって俺おれを連れていけ。レイヴンは俺と同類だ。化ばけ物ものだよ」

　雨宮燈子には恩がある。彼女のおかげで自分は今まで少しは人間らしい思いをしてきたし、あの香港からこうして連れ出してもらった。そのために彼女がどれだけ苛烈な戦いをしてきたのかも知っている。

　だから、朝あさ霧ぎり圭が雨宮燈子のためになにかをするのは当たり前のことなのだ。

「この件に手出しは無用よ」

　だが、燈子の答えはそっけなかった。

「これは戦争なの。〈商会〉のね。わたしがなんのためにケイくんを香港から連れ出したと思っているの？　そんなことにケイくんの力を使わせないためでしょう」

　そっと圭の右腕に触れ、彼女は消え入るような声になった。

「こんなになって……本当にどうするのよ、バカね」

　そのまま黒い鱗うろこに指を這はわせる。

「ケイくんは〈商会〉ではなくて、わたしが雇っているアンティーク・ハンターなのよ。どうして自分がそんなことをしているのか、忘れたわけではないでしょう？」

「それは──」

　この身体を元に戻す方法を探すためだ。この世界で一番そういったものに巡り合うのがアンティーク・ハンターという仕事だ。

「わたしは〈商会〉で一番偉くなってケイくんを助ける。ケイくんはがんばって元に戻る方法を探し出す」

　それは子供の頃ころに燈とう子こが圭けいと交わした約束だった。

　圭はそのときのことを今でもよく覚えている。

　彼女は続けてこう言ったのだ。



　だから、わたしたち友達になりましょう。



　それで化ばけ物ものでしかなかった少年は朝あさ霧ぎり圭になって、少しだけ人間になった。

　不意にヴィクトリアのことを思い出して、圭は自分でも驚いた。ずっと孤独だった〈アンティーク〉。彼女にとっての圭は、圭にとっての燈子みたいなものだったのかもしれない。

「ヴィクトリアは──」

　その名前を聞いて、燈子は眉尻を動かした。

「あの子のことが心配？」

「ヴィクトリアは俺おれが元に戻るための鍵だ。メイだけじゃない。あのレイヴンって野郎も言ってたよ。あいつは俺と同類だ。元に戻るために、鍵を探してるんだ」

「大丈夫。あの子は回収するわ。あの子は元々、〈博物館〉が手に入れるはずだったものをメイさんが強奪したものらしいから。取り引き材料に使いたいというのが香港ホンコンの意向よ。領事館の一つが壊滅すれば向こうも黙ってはいないでしょうから、ヴィクトリアを使って手打ちにするの」

「おまえ、本気で言ってるのか……！」

「わたしじゃないわ。これは香港からの命令よ」

　ラウ大哥ダーコーか。それとも別の幹部連中か。〈博物館〉に痛撃を与え、〈アンティーク〉一つで和解できるのならば安いものということか。

「だけど、ケイくんがいやだと言うのなら、そうはしない」

「え……？」

「もう忘れてしまったの？　わたしはなにがあってもケイくんの味方よ。ケイくんが元に戻るためにあの子が必要だというのなら、香港に逆らってでも手に入れてみせる」

　それは立場や事情なんてものは関係ない彼女の本心で、唯一最大の価値観だった。

「燈子──」

　圭は燈子と視線を交錯させた。切れ長の涼しげな黒い瞳が、言葉をまっている。

「──彼女を取り戻してくれ」

「任せて」

　燈とう子こは小さくうなずいた。

「でも、ケイくん。本当にそれだけ？　彼女を助けたいのは、元に戻るための鍵だから？」

　そう言われて、圭けいは苦笑をもらした。

　少しばかり情が移る程度には彼女の色々な表情を見てきたし、彼女が圭に認めてもらうために空回りする理由も聞いてしまった。少なくとも彼女は、圭の元を離れることを望んではいない。そうなったら、きっと彼女は傷つく。また独りになってしまう。

　それは多分、よくないことだ。

「どうだかな。俺おれにもわからない」

「そう。よかった」

「なにがだよ」

「ケイくんが鈍感で」

　燈子はくすりと笑った。

「お嬢さま、バンドウ師兄スーシオンが参りました」

　圭は言葉を続けようとしたが、部屋に入ってきたシルビアの言葉の方が先だった。

　燈子はシルビアに小さくうなずき、颯さつ爽そうと踵きびすを返した。

　その表情には、冷たくも熱い闘争の炎があるだけだった。

「燈子……ありがとう」

　彼女は振り返らずに、部屋の入り口で佇たたずんでいるシルビアに凛りん然ぜんと告げた。

「夜よ辻つじにヘカテが立つならば、猟犬どもは皆殺しの雄お叫たけびを上げよ」

　それは戦争開始の合図だ。

「狩りの角笛吹き鳴らし、冥界よりさまよい出いでよ。隊たい伍ごを組んで獲物の喉元喰くい千切り、勝かち鬨どき上げて凱がい歌かを歌わん。我らまさにワイルドハントのごときなり」

「仰せのままに」

　背筋をぴんと伸ばして部屋を出ていく燈子に、シルビアは深々と一礼した。



◆◇◆◇◆



　凄すさまじい飢餓感に襲われて、ヴィクトリアはまどろむ意識を覚醒させた。

　喉をかきむしりたくなる渇きと、腹をかっ捌さばいてでもどうにかしたい空腹感。

　マギが足りない。気が狂いそうだ。

「くそ……」

　頭には鈍い痛みが残っている。海に落ちたときの衝撃のせいだろう。そこからの記憶がすっぽりと抜け落ちていたが、どうやら気を失っていたようだ。

　生乾きの服が身体に張りついて気持ちが悪い。髪もべたべたで、海の臭においがした。

（ここはどこだ……？）

　今さらながら、ヴィクトリアは見覚えのない部屋に自分がいることに気づいた。

　寝かされていたのは天てん蓋がいつきの豪ごう奢しやなベッドで、部屋もそれに似つかわしい広々とした空間だった。背の高い絨じゆう毯たんが敷かれ、品のいい家具や調度品がしつらえられている。

　まるで貴族の邸宅にあるゲストルームだった。

　彼女はふらふらと身を起こし、ベッドから降り立った。

「王子様の口づけがなくともお目覚めか？」

　そこではじめて、ヴィクトリアは部屋にいる男に気づいた。黒ずくめの、レイヴンとかいう男だった。平然とした姿でマホガニーの椅子に腰掛けている。

「どうやら……わたしはおまえの手に落ちたようだな」

「そういうことだ」

　レイヴンは椅子から立ち上がった。

　近づいてくる彼に恐怖を感じ、ヴィクトリアは一歩下がろうとした。だが、身体に力が入らずに倒れ込む。

「君を手に入れるまでにずいぶんと時間を無駄にした」

　ほっそりとした顎あごを掴つかまれて、ヴィクトリアは無む理り矢や理りに顔を上げさせられた。

　レイヴンの深い、闇色の瞳が見つめてくる。

　そのまま吸い込まれてしまいそうな錯覚を覚え、彼女は全身に悪寒が走った。

「メイ・アサギリの横よこ槍やりがなければ、君のオーナーは僕になっていた」

「おまえは、一体何者だ……」

「言わなかったか？　ケイ・アサギリの同類だよ」

　レイヴンは低く笑って、その手をヴィクトリアの顎から離した。

「化ばけ物ものさ」

「ケイも、同じことを言っていた」

「そうだろうな。それ以外になにがある」

　レイヴンが左の袖を捲まくり上げた。爬は虫ちゆう類るいじみた白い鱗うろこが露あらわになる。

「魂の取り替え子か……」

「そのとおり。僕もアサギリも、魔法使いどものくだらない実験の産物さ」

　レイヴンの口調は淡々としたものだったが、ほの暗い怒りがそこにはある。彼は左腕の白い鱗を触って低く笑っていた。それは色こそ違えど、圭けいと同じものに思える。

「おまえも、ドラゴンと魂を交換したのか」

「ああ。見ろ、精霊に喰くわれているこの身体を。ドラゴンと人間の魂がつり合うものか」

「メイはわたしに、特別製の〈アンティーク〉だと言った。ケイにかけられた呪いを解く鍵だと。おまえにとってもそうなのか。おまえはわたしの、なにを知っている」

「なにを、か。僕は君を使って元の身体に戻る。〈ネバーランド〉へいってな。だが──」

　レイヴンは小さなケースから錠剤を取り出すと、音を立ててそれを噛かみ砕いた。

「その前に僕をこんな身体にした連中を一人残らず殺してやる」

　そこには隠しようもない冷たい怒りがある。この世のなにもかも、自分自身でさえも冷笑する諦観と虚無、そしてその奥底に暗く燃え上がる憎悪の炎。

「そのために、僕はまだこうして生きている」

　ヴィクトリアはぞっとして言葉を失った。この男はもう人ではない。

　そう確信することができるほどに、レイヴンの眼光は深く、暗く、恐ろしい。
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　ドクター・マーチンに注射を打たれてから、どれくらいの時間が経たったのだろう。黒い鱗うろこは少しずつ消えてはいたが、魔法陣の拘束はまだ解けない。

「同類か……」

　圭けいはレイヴンと名乗った黒ずくめの男のことを思い出した。

　あれは間違いなく自分と同じ、ドラゴンとの魂の取り替え子。そしてあの姿は魂の一部を交換した精霊の影響が、すでにこの現世に定着してしまっている。

　圭はあの男のことを思うたびに皮肉を感じずにはおれない。彼自身、いつそうなってもおかしくはないのだから。と、ドアの電子ロックが解除される音がして、しばらく部屋にいなかったドクター・マーチンが顔を出した。

「いやはや、英国領事館は火の海だよ。燈とう子こ殿は本当に恐ろしい娘だね」

「レイヴンは仕留めたのか？」

「さあ、そこまではわからないけれどね。わたしが知る限り〈猟犬部隊〉が狩りに失敗することなどあり得ない。相手が魔法使いだろうとね。そうそう、総務が君にこれを渡してくれと言っていたよ。わたしをこんなことに使うとは、なんとも失礼な連中だね」

　ドクター・マーチンが掲げて見せたのは、衛星携帯電話だった。

「バカ姉貴に電話しようと思ってね」

「メイ殿か。今いま頃ごろ、どこでなにをしているのだろうね」

「さあな。とりあえずこの前見た動画だと、ミサイルとか撃ち込まれてたよ」

「にゅふ。彼女は香港ホンコン総本社のアンティーク・ハンターであると同時に、物流部門の武器商人だからね。どこかの紛争地域かな」

　圭は衛星携帯を受け取ると、姉の番号に電話する。

　燈子は香港の意志に反したことをしようとしている。香港に顔が利く姉に話しておくのは悪くない保険に思えた。それに、ヴィクトリアのことを詳しく聞かなければ。

　コール音三回で、世界のどこかにいる姉が電話に出た。

『はろはろー。いつも笑顔で仕事に励む、〈商会〉の最後の良心、朝あさ霧ぎり明めいでっす！』

「うるさい！」

　姉のテンションの高さに、圭はついつい怒鳴りつけた。

『なんだー、圭じゃない。どうしたの？　あ、ヴィクトリアはどう？　どんな感じ？　うまくやってる？　っていうか、もうやっちゃった？』

「なにをだ！　いいからちょっと黙ってくれ。姉貴と無駄話してる時間はないんだ」

『なによー、久しぶりの家族の会話じゃん』

「あんたがヴィクトリアを送りつけてくれたせいで、こっちはえらい騒ぎなんだよ」

『あー、知ってる知ってる。レイヴンはあたしが始末するつもりだったんだけどさあ、そっちに押しつけちゃったわね。ごめりんこ』

「軽い調子で言うなよ。勘弁してくれ。そのレイヴンにヴィクトリアを持っていかれた。香港ホンコンは〈博物館〉への意趣返しもあって神明市の領事館を燈とう子こに襲撃させて、最後はヴィクトリアを使って取り引きするつもりだ」

『ラウ師父スーフーらしくない落としどころね。まあ、幹部会の合議か。それで？』

　時間が惜しい。圭けいは単刀直入に言った。

「燈子は香港の命令には従わない。ヴィクトリアは俺おれが元に戻るための鍵なんだろ？　だったら、はいそうですかって渡すわけにはいかないからな」

　電話の向こう側からは派手な笑い声がもれてきている。同時に明めいの声が少し遠くなったような気がした。妙なノイズが一緒になって聞こえてくる。

『さすが、燈子ちゃん。いい女。あんた……もったい……わ。香港へは……ラウ師父に……あの人も……落としどころ……望んで……』

「なんだって、おい、メイ？」

『言ったでしょ……あんた……トリアを……すな。あの子を使って……閉じ……の扉を開け……まずはそれから……くそ……衛星ジャマー……』

　ノイズはますますひどくなっている。明の声は途切れ途切れにしか聞こえない。

「扉？　どういうことだ？　メイ、どうなってる？」

『〈ネバーランド〉……開け……られる……』

「……〈ネバーランド〉だって？　どういうことだ、メイ？」

『まずい……衛星……封鎖され……攻撃がはじ……時間が……圭……聞いて……』

　明の最後の言葉だけは、なぜだかはっきりと聞こえた。

『ヴィクトリアは……領事館にはいない。港にいる。イヤリングを……』

「なんだって！　おい、メイ！　くそ！」

　衛星携帯からはもうノイズしか聞こえなかった。ヴィクトリアを使って〈ネバーランド〉の扉を開けろ。姉は確かにそう言った。だが、そんなことをどうやって。

　かつて曖あい昧まいだったこちら側と〈ネバーランド〉の境界線は、あるときにこちら側の世界の魔法使いたちが一斉に向こう側へと昇華して封鎖してしまったと言われている。

　それが〈ネバーランド〉への扉。

　この業界にいる人間なら、誰だれでも知っているおとぎ話だ。

「メイ殿はなにか言っていたかな」

「ああ……ドクターは〈ネバーランド〉の扉って知ってるか」

「にゅふ？　知っているとも。〈ネバーランド〉への扉を開くことは、現代の魔法使いたちの悲願さ。欧州の魔法使いギルドの連中は特にそうかな」

「その扉を開けだとさ。ヴィクトリアを使ってな」

「それはなんとも興味深い。〈アンティーク〉にそんな使い道があるとはね」

「にやにや笑ってるなよ。あんたに弄いじらせるつもりはないからな。それに、ヴィクトリアは領事館にはいない」

「なんと。なら〈猟犬部隊〉がドンパチやっているのは」

「さあな。なんにせよ、メイの言うことが本当ならまんまと出し抜かれたってことだ」

　燈とう子こに伝えたところで〈猟犬部隊〉は出払っている。それにレイヴンは恐らくヴィクトリアと一緒のはずだ。誰だれかがいって真偽を確かめる必要がある。誰かが──

（あー……なんてこった）

　圭けいは今になってヴィクトリアの言葉を思い出した。

　彼女は言ったのだ。どんなことがあっても、圭の味方だと。なら朝あさ霧ぎり圭は彼女の味方でなくてもいいのだろうか。彼女を再び独りにしてしまっていいのだろうか。ずっと孤独に耐えてきて、ようやくオーナーを見つけた彼女を、再び孤独に追いやるのか。自分は雨あめ宮みや燈子に出会い、少しばかり救われたくせに、彼女にはなにもしてやらないのか。

「なあ、ドクター」

「なにかな、〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿」

「俺おれは人か、それとも化ばけ物ものか」

「それはまた難しい質問だね」

　このままなにもしないでいると、心まで化物に成り果ててしまいそうだった。

「ヴィクトリアを手て放ばなすな、か」

　圭は静かに息を吸い込むと、ゆっくりと吐き出した。

　こちらがなにをしようとしているのか悟ったのだろう。ドクター・マーチンがぎょっとしていた。このヤブ医者が慌てている様子などそう見られるものではない。

　覚悟を決めて魔法を使う。全身に走る悪寒を無視して、奥歯を噛かみ締めた。

　圭を拘束している四大魔法陣と重なるように、八角形の魔法陣が現れる。長短の棒を組み合わせた図形に『乾ケン・兌ダ・離リ・震シン・巽ソン・坎カン・艮ゴン・坤コン』の文字、そして漢文による方程式。

　展開する八はつ卦け魔法陣にマギを流し込む。魂の一部を交換した精霊の膨大なマギを。

　圭の周囲に黒い火の粉が舞い散る。

「先天八卦──〈黒龍孩子〉！」

　八卦魔法陣が粉々に砕け散り、猛烈な黒炎が噴き上がる。

　圭を拘束していた四大魔法陣がその圧力に耐え切れず爆砕した。無数の破片となって周囲に降り注ぎ、雪がとけるようにして消えていく。

　熱風が室内に吹き荒れ、あらゆるものを薙なぎ倒した。実験器具が吹き飛ばされ、分厚い本が宙に浮き、倒れた棚から放り出された無数のガラス瓶がけたたましい音を立てた。

　床に着地した圭は、じっとりとした嫌な汗を拭ぬぐって口元を引きつらせた。

　黒い炎は消えているが、右腕の黒い鱗うろこは消えていない。

「にゅう～」

　机の角で強したたかに頭を打ちつけたドクター・マーチンが、くるくると目を回していた。

「悪いな、ドクター。こいつはもらってく」

　床に落ちていた白いケースを手に取る。

　なかに入っていた注射器を自分の右腕に突き立て、圭けいは低い声でうめいた。
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『このままでは領事館は全滅だわ！　忌いま々いましい〈商会〉ども！　冗談ではないわ、レイヴン！　あなたは一体、今どこにいるの！』

　悲鳴じみた女の声が、電話の向こう側から響いていた。いつもの上品ぶった口調ではあったが、焦りの色が濃い。地金が出るのもすぐだろう。

「ご愁傷さまだな、ブリタニア」

　レイヴンは低く笑った。電話の向こう側でなにかが割れる音がした。大方、癇かん癪しやくを起こしてテーブルでもひっくり返したのだろう。

『ご愁傷さまじゃねえんだよ！　おまえがいればこんなことにはなってねえだろうがよ。いくら虎の子の〈猟犬部隊〉だろうが、魔法使い殺しじゃねえんだぞ』

「僕のおかげで、君もずいぶんといい目を見てきただろう。たまには損をするといい。どうせ君も領事館にはいないだろう。金と情報で人を操り動かし、モニター越しに戦争観賞とはいい趣味だが、たまには鉄火場に立ってみろ。そのくらいすれば、君の上司の怒りも少しはおさまるかもな」

『レイヴン、てめえ……！』

　高級娼しよう婦ふのようなブリタニアの顔が歪ゆがむのが、電話越しからも伝わってくる。

「いいものも手に入れたことだし、これからは僕のやりたいようにやらせてもらう」

『いいものだと？　あの〈アンティーク〉のことか……！』

「ああ。あれは君たちが思っているよりも、ずっと価値のあるものさ。次に会うときは、ブリタニア──君も殺す」

　レイヴンはスマートフォンを足元に投げ捨て、思い切り踏みつけた。

　ヴィクトリアは飢うえと渇きに朦もう朧ろうとしながらも、そんなレイヴンの様子を眺めていた。

　詳しいことはわからないが、あの男は仲間ともめているのではないか。

　いや、むしろ一方的に見限ったといったところか。その理由はヴィクトリアを手に入れたからなのだろう。彼はそのためだけに〈博物館〉に飼われていたのだ。

「そろそろマギが尽きそうだな」

「それでわたしはマスケット銃に戻る。レイヴン、おまえは一体なにをするつもりだ」

「言っただろう。僕の身体をこんなにしてくれた連中を皆殺しにする」

「それが〈博物館〉の連中というわけか」

　レイヴンは低く笑うだけだった。

「君が必要になるのはそのあとだが、ケイ・アサギリは始末する。そうしなければ、僕がオーナーになれないからな」

　その言葉に、ヴィクトリアはびくりと身体を震わせた。

　圭けいがこの男の白銀の炎に焼かれ、苦しむ、そんな光景が脳裏に思い浮かぶ。

（いやだ……）

　ほとんど瞬間的に、彼女はそう思った。

　自分は圭に迷惑がられていることはわかっている。これからもずっとキスはしてもらえないかもしれない。それでも彼がどうにかされてしまうことはいやだった。

　朝あさ霧ぎり明めいに紹介されたあの日、あの時、あの瞬間から──圭は彼女にとって大切な存在なのだ。彼がいてくれることで、自分はオーナーがいないという〈アンティーク〉の孤独から逃れることができる。

　そう思わせてくれたはじめての人なのだ。

　出会ってまだ二日だ。だけど、十分だった。彼と出会う前から、圭を絶対にオーナーにすると決めたのだ。どれだけ嫌われても、キスしてくれなくても、彼女は圭のことを嫌いになんてなったりしない。

「やめろ……！」

　ヴィクトリアは精せい一いつ杯ぱいの鋭い眼光でレイヴンを睨にらみつけた。

「なにも今すぐというわけじゃない。ここは〈商会〉の縄張りで、僕だってやりにくい。君はマスケット銃に戻って、僕がアサギリを殺すまで大人おとなしくしていればいい」

　どうしようもない。もう、一矢報いる力も残っていない。このままマギが尽き、マスケット銃の姿へと戻っていくだけだ。もう、彼と会うことはないのだ。

　そう思うと、なぜか涙が溢あふれてきた。

　泣くなどという経験がはじめてで、彼女は戸惑うばかりだった。

　それでも涙は次から次に零こぼれてきて、頬ほおを伝って絨じゆう毯たんへと染み込んでいく。

「ケイ……」

　身体を丸めて小さくなり、ヴィクトリアは小さな声をもらした。

「そろそろ出航の時間だ」

　レイヴンの声は遥はるか遠くに聞こえ──そして衝撃がきた。床が大きく傾き、彼女は家具や調度品と一緒になって床を転がった。なにもわからないまま、壁に身体を打ちつける。

　彼がきてくれたんだ、とヴィクトリアは無意識のうちに思った。

　どうしてそう思ったのかは、彼女にもわからなかった。
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「いい身分だよな」

　乗り込んだヘリのドアをスライドさせて身を乗り出しながら、圭けいは毒づいた。

　猛烈な突風が吹き込み、パイロットがなにかをがなり立ててくる。だが、大気を打ち据えるローターの音とエンジンの爆音、さらには風の音でなにも聞こえてはこなかった。

　眼下には夜の神明港が広がっていた。無数のコンテナが積み上げられ、ガントリークレーンが稼働する貿易用の埠ふ頭とうではなく、クルーズ船が停泊する客船ターミナルだ。

　真っ白な色をした巨大な船が、出航の準備を整えている。まるでホテルが洋上に浮かんでいるようだった。流線型の煙突に、幾重にも重なった客室甲板。

　アメリカの会社が運行する有名なクルーズ客船だ。

　どういうわけか、レイヴンは英国領事館にいるのではなくこの船に乗っている。

　ヴィクトリアがつけていた姉のイヤリングは発信器つきで、場所を割り出すまでにそう時間はかからなかった。

　圭は脅しすかしを駆使して裏を取った。

　カオルーン商会の名前で旅行会社に圧力をかけ、乗客名簿を手に入れた。そして、気絶していたドクター・マーチンのＩＤを使って〈商会〉のデータベースにアクセスし、レイヴンに関する情報を閲覧した。

　そこでレイヴンが使用してきた偽名をいくつか手に入れ、乗客名簿と照合した。それでようやくこの船の一等客室に名前を見つけたのだ。

　圭はパイロットに降下するように指示を出しつつ、さらに身を乗り出した。

　客船は着々と出航の準備を進めており、係留してあるロープが外されていた。

「出航をとめるにはやるしかないか……！」

　慎重に対策を練っている時間はないが、レイヴンの精霊化は相当に進んでいる様子だった。同じリスクを背負っているのなら、魔法を使うには限度があるはずだ。魔法使いとしての力量は向こうが上うわ手てだが、そこにつけ込めばなんとかなるかもしれない。

（俺おれの方がまだ、魔法を使う余裕があるってことだ……！）

　圭は躊ちゆう躇ちよなく眼下の客船に向けて飛び降りた。

　一瞬の浮遊感。暴力的な風の音がごうごうと鳴り響き、数百の客室の明かりによってきらきらと輝く真っ白な船体と黒い海が近づいてくる。

　空中でどうにか体勢を整え、魔法を使う。

　黒い火の粉が落下する圭の周囲に舞い散り、八角形の魔法陣が展開した。

「先天八はつ卦け──〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉！」

　魔法陣が砕け散り、全身を包む黒い炎が噴き上がる。

　圭は黒い炎を両手へと収束させつつ、右手を客船に向けて突き出した。

「先天八卦〈黒龍炎牙ヘイルンイエンヤア〉！」

　帯状の黒い閃せん光こうがほとばしる。それは真っ白な船体をかすめるようにして海に突き刺さり、轟ごう音おんとともに爆発した。

　凄すさまじい水柱が上がり、水みず飛沫しぶきが豪雨となって降り注ぐ。

　船体が衝撃で大きく傾き、接舷していた埠ふ頭とうに衝突した。二〇〇メートルを超える船体がぎしぎしという不気味な悲鳴を上げ、大きく左右に揺れて巨大な波を起こす。

　こうなれば出航はもうできない。

　圭けいは自らの魔法の威力で落下速度を遅くして、船首の展望甲板に着地した。

　衝撃を殺しきれずにそのままごろごろと転がり、全身を強打する。

「勘弁しろよ……」

　どこが痛いのかもわからないままに、ふらふらと立ち上がる。魔法を使ったせいで、右腕から首筋、そして頬ほおにかけて消えていた黒い鱗うろこが現れていた。

　注射器を取り出し、無造作に一本を打つ。

（あと四本）

　目指すはレイヴンのいる一等客室だ。そこにヴィクトリアもいるはずだった。

　圭は甲板から船内へと侵入し、赤い絨じゆう緞たんが敷かれた広々とした通路に出た。

　天井も高く、照明は明るい。地上のホテルと大差ない豪ごう奢しやな内装だ。だが、今は混乱した乗客でごった返していた。スタッフに詰め寄る怒声、不安げな悲鳴、子供の泣き声。

　船内地図のプレートで現在位置を確認する。船内は広大で、客室以外にもカジノやプール、テニスコートといったものまである。

　圭がいるのは三等客室甲板の船首側だった。一等客室甲板はもっと上だ。

　人をかき分けてエレベーターホールに出る。左右に五基ずつ、合計で一〇基のエレベーターが並んでいた。握り拳こぶしで上に向かうパネルを叩たたく。

（さてどうする……？）

　胸中で自問する。この混乱に乗じて、レイヴンに出くわすことなくヴィクトリアだけ取り返すことができれば万々歳だが。そうはうまくいかないだろう。

　エレベーターが到着を知らせる音を鳴らした。誰だれも乗っていない。

　圭はエレベーターに乗り込んで、一等客室甲板の階数のボタンを押した。

　ゆっくりと四角い箱が上昇をはじめる。

　エレベーターの壁に背中をあずけ、腰の後ろから自動拳銃を引き抜く。

　使い慣れてはいないが、さすがに魔法ばかり使うわけにはいかないので持ってきたのだ。だが、こんなものはレイヴン相手には牽けん制せい程度にしか使えない。

　考えがまとまる前にエレベーターが一等客室甲板に到着した。

　ドアが開くと同時に、圭は姿勢を低くして飛び出した。すかさずエレベーターホールの左右を確認。そのまま右側の角を船尾側に曲がり、事前に調べておいた部屋番号を探す。『７０７』を目にして、圭は立ちどまった。

　オートロックに自動拳銃の銃口を向けるなり、躊ちゆう躇ちよなく発砲。

　鍵が壊れたドアを蹴り飛ばし、圭はぎょっとした。

　黒ずくめの男が自動拳銃を構えていた。

　銃声。銃声。銃声。

　廊下に引っ込んだ圭けいは、部屋の様子を窺うかがいながらその男の名前を叫んだ。

「レイヴン！」

　さらに銃声。銃声。跳弾が空気を切り裂き、火花を散らす。

　圭は腕だけを突き出して、闇雲に発砲した。

　スライドが猛烈な勢いで前後して、銃火が瞬く。空薬やつ莢きようが次々に飛び出す。

「ヴィクトリアを返してもらうぞ！」

「あれはもともとは僕のものだ、アサギリ」

　レイヴンがさらに発砲した。

　圭はすかさず飛び出し、部屋に転がり込むなり銃口をぴたりとレイヴンに合わせる。

　部屋の様子をざっと確認し、床に倒れているヴィクトリアを視界に入れる。

「ヴィクトリア！」

「ケイ……」

　彼女は消え入りそうな声でそれだけを言った。

「見たところ一人のようだな、アサギリ。君を殺しにいく手間が省けそうだ」

「そうかい」

　レイヴンが自動拳銃をベルトに捻ねじ込み、腰の後ろから大型のナイフをすらりと抜き放はなった。天井からの淡い照明に、刀身が鈍く光る。

　床を蹴り、レイヴンが迫ってくる。まるで肉食の獣のようだった。

　銀光が一いつ閃せん。

　圭は後ろに跳んで一撃をかわしたが、切っ先がわずかに額ひたいをかすめる。

　続けざまにレイヴンは大きく踏み込み、袈け裟さ懸がけにナイフを振り下ろした。

　その一撃を手にした自動拳銃でどうにか受けとめる。

　右手はグリップに添えたまま左手で銃身を支え、レイヴンの圧力に耐える。

　強化プラスチック製のフレームに、ナイフの刃が喰くい込むのがわかった。

　唸うなるような声を、レイヴンが上げる。

　間近に見る彼の漆黒の瞳が、真まっ直すぐにこちらを見据えていた。暗く、深く、奥底に燻くすぶり続ける炎を宿した目だ。ぞっとするほどに、冷たく、恐ろしい。

　圭は不意に左腕の力を抜いた。バランスを崩したレイヴンの腹部に蹴りを叩たたき込む。

「がっ……！」

　くぐもった悲鳴。お互いの距離が離れ、圭はすかさず引き金を絞った。

　弾丸はレイヴンの右肩をかすめたが、彼はそんなものは意に介さない。一瞬にして間合いを詰めると、床すれすれから右斜めにナイフを走らせる。

　圭はわずかに右足を引いて半身になり、その一撃をかわした。だが、右腕を振り抜いた勢いを利用してレイヴンが右足を軸にして回転する。

　鋭い左の回し蹴り。

　踵かかとが側頭部をかすめ、圭けいはたたらを踏んだ。その一瞬の隙すきに襟首を強引に掴つかまれて引きずり倒される。レイヴンに馬乗りになられ、ナイフがぴたりと首筋に当てられた。

　だが、圭の銃口もレイヴンの眉間に向けられていた。

　二人は固まった。お互いの荒い息遣いだけが聞こえてくる。

「アサギリ──君のその目は気に喰くわない」

「なに？」

「君は僕と同類だろう。誰だれからも畏い怖ふされ、誰からも蔑さげすまれ、誰からも省みられることなく、誰からも愛されない。魂の取り替え子。君は僕と同じ化ばけ物ものだ。違うか？」

「ああ、そうさ」

「なら、どうしてそんな目をしている」

　圭は皮肉げに笑った。自分がどんな目をしているかなど、わかるはずもない。

　だが、この男と同じではないはずだ。それだけはわかる。

「俺おれはちょっとばかり運がよかったんだよ」

　視線が絡み合った。そう、運がよかったのだ。そうでなければ、自分はこの男と同じような目をしていたに違いない。だが、そうはならなかったのだ。そうはならなかったから──今度は自分が誰かに手を差しのべてやるくらいのことはしてもいい。

「俺の身体は確かに化物だけどな──」

　圭は銃を突きつけている右腕に現れている黒い鱗うろこを一いち瞥べつし、レイヴンを睨にらみ据えた。

「──心まで化物ってわけじゃない」

「だったら、君は何者だ！」

　叫びとともにナイフに力が込められ、圭は刃を左手で鷲わしづかみにした。

　同時に引き金を絞る。銃声。ぱっと血煙が舞う。

　頭を吹き飛ばされたレイヴンが崩れ落ちた。

「くそっ……たれが！」

　のしかかってきたレイヴンを力任せにどかし、血みどろになった左手に顔をしかめる。残弾がゼロになった自動拳銃はスライドがフルオープンになっていた。

　圭は自動拳銃のマガジンを交換しつつ、ヴィクトリアに歩み寄った。

「大丈夫……なわけないか」

　彼女は身体を丸めるようにしており、びっくりするほどに弱々しく見えた。

　凛りんとした騎士の面影はどこにもなく、ただのか弱い女の子がいるだけだった。

「ほら、立てるか？」

　右手を差し出すと、ヴィクトリアはおずおずと掴んできた。そのまま立たせてやると、彼女の足元がふらついてこちらの胸に飛び込むような格好になった。

　そのまま顔をうずめるようにして、彼女は言った。

「ケイ……どうしてきたのだ」

　その声はか細く、身体は小さく震えていた。

「どうしてって……」

「わたしは、ケイに嫌われていると思っていた」

「あー……別に嫌ってるわけじゃない」

「すごくうれしい」

　ひょっとしてヴィクトリアは泣いているんじゃないだろうか。

　圭けいはそんなことを思ったが確かめることはしなかった。こんなときにどうしていいのかもわからずに途方に暮れる。

「まあ、このまま別れるのも寝覚めが悪いからな」

「そんな理由なのか」

　顔を上げた彼女は不満そうに唇を尖とがらせ、そして微苦笑を浮かべた。

「文句はあとで聞いてやる。走れるか？」

「かなりきついぞ」

「ええい、根性見せろ！」

「そんな言いようがあるか、バカ！」

　抗議の声を無視すると、圭は彼女の手を取るなり部屋を出た。

　レイヴンの相手などまともにしていられない。さっさと脱出しなければ。

　廊下から乗員用の通路に飛び込むなり、圭は叫んだ。

「勘弁してくれよ。ゾンビ映画じゃないんだぞ！」





　ヴィクトリアは圭に手を引かれるままに、乗員用の非常階段を駆け上がった。錆さびを防止する白い塗料が塗られた手すりを掴つかみ、甲かん高だかい足音を響かせてひたすら上を目指す。

　マギの不足による空腹はもうほとんど限界で、頭がくらくらした。

「ケイ、なぜ、上にいくのだ……？」

「屋上甲板でヘリに回収してもらう手はずになってる」

　引きずられるようにして階段を駆け上がる。足元がおぼつかないヴィクトリアには永遠に続くかのように思えた。背後に視線をやる。レイヴンは追ってきていない。いや、あの男はゆっくり近づいてきているのではないか。獲物を追い詰める獣のように。

「あっ……！」

　足がもつれ、転倒する。強したたかに身体を打ちつけ、鈍い痛みが走る。

　ぜえぜえと荒い息がもれた。頭がぼんやりといて、意識が飛びそうになる。

「はあっ、はあっ……ケイ……！　わたしは、もう無理だ……マギが、足りない」

　ヴィクトリアは視線で先にいくように促した。

　圭だけの方が脱出は容易だ。自分はマスケット銃に戻り、それを手に入れたレイヴンはひとまず矛をおさめるだろう。圭がきてくれて本当に嬉うれしかった。キスしてくれればもっとよかったけれど、そこまでは望むのは贅ぜい沢たくというものだ──

「……ったく、おまえな」

「え？　え？」

　そして、ヴィクトリアはいきなり抱きかかえられた。いわゆるお姫さま抱っこというやつだ。目を白黒させる彼女に圭けいは言った。

「おまえを取り返しにきたのに置いていけるわけないだろう！」

　圭が階段を走り出したので、ヴィクトリアは反射的に彼の首に手を回してしまった。

　彼の息遣いが伝わってきて、なぜだか胸が締めつけられるような気持ちになった。身体が熱い。鼓動が速くなっているのがわかる。

　これはマギが足りないせいだけではないのではないか。

　ヴィクトリアはそんな自分に戸惑いながら、同時にほっとしていた。オーナーになってほしいと思ったのが圭でよかった。マギが足りずに身体はこんなに苦しいのに、二人でいるとなぜだかすごく安心できる。だからこそ、彼にちゃんと認めてもらいたい。

　彼女自身もほとんど聞き取れない小さな声で、ヴィクトリアはつぶやいた。

「ケイ、わたしは、おまえと一緒にいたい」

「なんだって!?」

　圭が階段の最上段を踏み越えて、屋上甲板への扉を押し開いた。

　肌寒い風が吹きぬける広大な空間だ。ジョギング用のトラックに、二面のテニスコートとフットサルコート。そして少し離れたところにヘリポートがある。

「立てるか？」

「……大丈夫だ」

　圭に肩を貸してもらい、ヘリポートに向けて歩き出す。すでに〈商会〉のヘリが駐機していた。ローターを回転させていつでも離陸可能な状態だ。

　操縦席から身を乗り出したパイロットが大声を上げて手招きしていた。

　瞬間、ヘリを白銀の炎の刃が射抜いた。

　金属の潰れる甲かん高だかい音とともに、ヘリが火花を散らす。

　さらに何本もの炎の刃がヘリを串刺しにし──爆発。

　夜空を焦がす白銀の炎が噴き上がった。大小の部品が爆風に巻き上げられて周囲に撒まき散らされ、ひしゃげたローターがテニスコートに突き刺さる。

　ヴィクトリアは悲鳴を上げる間もなく、爆風に吹き飛ばされた。

　圭から離れてごろごろと人工芝の上を転がり、フッサルコートで大の字になる。

　爆発のせいで耳鳴りがひどく、周囲の音が遠くに聞こえた。





「殺すと言ったはずだ、アサギリ」

「レイヴン！」

　圭は爆風に吹き飛ばされる途中で立ち上がり、追ってきたレイヴンを睨にらみ据えた。

　その両腕には白銀の炎がまとわりついており、左半身を中心に黒ずくめの服では隠しきれないほどに白い鱗うろこが露出している。眉目が整っていた顔つきも、左目が大きくなって爬は虫ちゆう類るいじみた縦の虹こう彩さいに変化し、どこか歪いびつなものに変わっていた。

「化ばけ物ものを殺せるのは、化物だけだ。そうだろう、アサギリ」

「どうだかな」

　圭けいはちらりと背後に視線を向け、フットサルコートに倒れているヴィクトリアを確認した。彼女を拾って海に飛び込むほどの余裕はない。腹を決めるしかなさそうだった。

「俺おれが知ってるおとぎ話じゃ、悪い魔法使いもドラゴンも、人間の勇者が倒すもんだ」

　大きく深呼吸をすると、拳こぶしを身体の前で突き合わせる。

「あいにくと俺は勇者でもなんでもないけどな……！」

　圭を中心に八角形の魔法陣が展開した。黒い火の粉がちらほらと舞い散る。

　自分のものではない膨大なマギが活性化して膨れ上がる。魂の半分がそいつに喰くわれていく。黒い鱗が右半身から徐々に広がり、身体を侵食していく。

　圭はマギを魔法陣に流し込んだ。万物の根源たるマギが先天八はつ卦けの方程式によって離の属性を与えられ、現世に解として現れ出いでる。

「先天八卦──〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉！」

　魔法陣が硬質な音を立てて砕け散り、漆黒の炎が天を焦がした。

　圭は黒炎を両腕に収束させ、間合いを計ろうとした。

　だが、こちらが身構える前にレイヴンが無造作に戦端を開いた。

「四大精霊〈撃ち抜けスクラマサクス〉」

　左右の腕を時間差で振り下ろす。白銀の炎の刃が二本、中空を疾駆した。

「先天八卦〈黒龍炎爪ヘイルンイエンチヤオ〉！」

　眼前に迫った炎の刃を、圭は横殴りにした右拳で迎撃。続けざま左の裏拳でもう一本を叩たたき落す。衝突の瞬間に爆発が起こり、連続して黒い炎が燃え上がった。

　その一瞬の間に、レイヴンは一足飛びの距離まで間合いを詰めていた。

　圭は咄とつ嗟さに右の回し蹴りを放はなった。だが、それよりもわずかだけ速く懐ふところに入られる。

　振り上げた蹴りが回転し切れずに威力が殺される。

「四大精霊〈爆はぜよスクラマサクス〉」

　打ち下ろしの右拳がくる。

「このっ……！」

　圭は上半身を反らして寸でのところでその一撃をかわし、続けざまに踏み込んできたレイヴンに目を見開いた。悪寒が全身を駆け抜ける。

　下から突き上げる左拳が、圭の右脇腹を抉えぐり込む。同時に白銀の炎が爆発した。

　上半身が捻ねじ切れるのではないかと思うほどの衝撃を受け、圭は軽々と吹っ飛んだ。

　フットサルコートの人工芝に激突し、肺からかすれた悲鳴がもれる。

　全身の骨が軋きしみ、内臓が悲鳴を上げていたが、どうにか無事だった。

　黒い鱗うろこが右胸の辺りにまで現れている。魔法を使うことをやめたところでどこまで消えるかわかったものではない。だが、おかげで命拾いした。

「君も十分に化ばけ物ものだな」

「ああ、知ってるよ」

　圭けいは飛び起きると同時に、牽けん制せいの前蹴りを放はなった。そのまま右足を踏み込んで、身体を半身にして今度は左足をレイヴンの右膝目がけて振り下ろす。

　脚を引かれて空振り。ずだん、という強烈な音が響く。だが、それも計算ずくだ。

　半身の姿勢になったまま、圭はぐっと腰を落とした。右の掌てのひらを突き上げる。

　ごっ、という骨を打つ鈍い音。レイヴンの顎あごが跳ね上げられた。

　魔法はまだ使わない。体勢を崩すレイヴンにすかさず足払いをかけ、前のめりになったところに右拳こぶしの一撃。レイヴンの腹部に黒い炎をまとった拳が深くめり込んだ。

「ごあっ……！」

　身体をくの字に曲げて、レイヴンが苦く悶もんの声をもらす。

　圭は拳をさらに抉えぐり込み、半歩だけ距離を取ると強烈な膝蹴りを顔面に打ち放った。

　仰のけ反ぞり倒れるレイヴンに向けて右手を突き出し、

「先天八はつ卦け〈黒龍炎牙ヘイルンイエンヤア〉！」

　黒い帯状の閃せん光こうが一直線にほとばしる。黒い光の奔流はレイヴンを一瞬で呑のみ込み、客船の煙突部分に直撃して凄すさまじい爆炎を上げた。鼓膜を震わせる爆発。

　熱波が吹き荒れて人工芝を焦がし、鋼鉄の煙突には大穴が穿うがたれた。

　だが、レイヴンの姿はない。直感で天を仰ぎ見る。

　夜の空に黒ずくめの男が跳躍していた。普通の人間では考えられない高さだ。

「そろそろ終わりにしようか、アサギリ……！」

　レイヴンが両手を眼下に向けて突き出し、

「四大精霊〈燃やし尽くせスクラマサクス〉！」

　白銀の炎が膨れ上がり、昼間のように明るくなった。それが一気に収束したかと思うと巨大な剣にも見える閃光が撃ち放たれる。膨大な熱量が空気を焦がし、大気を震わせ、煌きらめく白銀の炎が屋上甲板どころか客船そのものを貫いた。

　閃光は海底にまで達し、凄まじい爆発。船体を持ち上げる水柱が起こり、船が大きく揺れた。船体が埠ふ頭とうの岸壁に打ち上げられるかのように激突して悲鳴を上げ、広がる白銀の炎が夜空を銀色に染めて燃やし尽くした。

　圭は視界一いつ杯ぱいに広がる白い閃光を目にし、自分がどうなったかもわからぬまま、前後左右から凄まじい衝撃に襲われた。

　全身を激しく強打し、空中に投げ出され、意識が途絶え──

「ケイ！」

　名前を呼ばれてはっとする。意識を失っていたのはほんの数秒のことだったのだろう。ずぶ濡ぬれになったヴィクトリアが強こわ張ばった表情でこちらの顔を覗のぞいていた。

「くそ……あの野郎」

　とんでもない威力の魔法だった。生きていることが不思議なくらいだ。起き上がろうとしたが、身体に力が入らない。漆黒の炎は消え失うせて、黒い鱗うろこだけが残っている。

「よかった……無事だったか。しっかりしろ」

「おまえの方こそな」

　圭けいは自分もずぶ濡ぬれになっていることにようやく気づいた。どうやら展望甲板から下の階層に落下したらしい。ここは五〇メートルプールだ。だが、水深は膝までもない。

　天井に穿うがたれた大穴と同じものがプールの底にもあり、大量の水がそこに流れ込んでいた。レイヴンの魔法は恐らくこの客船そのものを貫通したはずだ。

　不気味な鳴動がはっきりと聞こえる。この船はそう保たずに沈むのではないか？

「まずい……きやがった」

　魔法の使いすぎだ。不意に視界が暗くなる。意識が朦もう朧ろうとする。深しん淵えんの闇から誰だれかに見られている恐怖感がつきまとう。魂を喰くわれ、身体を乗っ取られる。その感覚が今までよりもはっきりと感じられた。気が狂いそうなほどに。

「ああああああああああああああああああああああ……くそ、大人おとなしくしてろ」

　全身を悪寒が走り、震えがとまらない。まともに話すこともできない。

　圭は小刻みに震える手でケースから注射器を取り出し、右腕に突き立てた。一本を打ち終わるやいなや、もう一本。魔法を使えば使うほど精霊のマギは加速度的に活性化する。ドクター・マーチンの霊薬とやらもどこまで効果があるか怪しいものだった。

（足りないか……！）

　空になった二本目の注射器を投げ捨て、さらにもう一本。

（残り……一本）

「ケイ、おまえの身体──」

「し……心配するな。本物の……化ばけ物ものには、まだなりや、しない」

「鍵を返してもらうぞ、アサギリ」

　展望甲板から飛び降りてきたレイヴンがふらふらと近づいてくる。

　彼の腕からも白銀の炎は消えていた。だが、身体を覆う白い鱗は左半身から右半身へと広がり、右腕も侵食されはじめているのがわかった。

　レイヴンは小さなケースを耳元で振り、錠剤を何粒か取り出して口に含んだ。

　天を仰いで奥歯で噛かみ砕き、全身をぶるぶると震わせる。

　圭はどうにか上半身だけを起こし、ガチガチと歯を鳴らしながらかすれた声をもらした。

「お互いに……これ以上の魔法は、やばいんじゃ、ないのか」

「そうかもしれないな。くっくっ……」

　少しばかりハイになった頭を振り、レイヴンは自動拳銃を引き抜いた。

「〈アンティーク〉を、渡してもらおうか」

「〈ネバーランド〉への扉を開けるつもりか？」

　圭けいは薬が効いてくる時間を稼ぐために、レイヴンが少しでも食いつきそうなことを言った。姉が電話口で言った言葉だ。ヴィクトリアを使って扉を開けろ。

「扉？　扉か？　そうだな、僕は鍵を使って〈ネバーランド〉への扉を開けるぞ」

　意識が朦もう朧ろうとしているらしく、レイヴンは引きつった笑みを浮かべながら何度も頭を振っていた。濡ぬれたプラチナブロンドをかき上げて、饒じよう舌ぜつに言葉を紡ぐ。

「その〈アンティーク〉には〈ネバーランド〉産の金属が使われている。この意味がわかるか、アサギリ？　こちら側の世界でつくられた道具の〈アンティーク〉よりも、向こう側に近い存在だ。こちら側の世界に存在するためには、それだけ膨大なマギがいる。君の隣にいる〈アンティーク〉は、この現世にあって最も〈ネバーランド〉に近い存在。こちら側から向こう側にいく鍵だよ、アサギリ。昇華の鍵だ」

「……それが、ヴィクトリアが特別製の理由か」

　だが、〈ネバーランド〉へいってどうする。精霊の世界に昇華することは魔法使いの悲願であれ、圭が元に戻ることとはなんの関係もない。

「境界線をこじ開けて、向こう側にいく。それでどうするつもりだ、レイヴン」

「ああ……僕は向こう側にいって、魂を交換したドラゴンを殺す」

「なに……？」

「くっくっ……ドラゴン殺しだ、アサギリ。自分の魂を取り戻すんだよ。そのためには〈ネバーランド〉へいく必要がある。精霊の世界へ」

「ドラゴン殺し……本気で言ってるのか」

「できないと思うか？　〈ネバーランド〉との境界線が曖あい昧まいだった頃ころの神話を見ろ。ベオウルフも、ジークフリートも、ゲオルギウスも、ドラゴンを殺した。違うか？」

「いいや。違わない」

　圭は拳こぶしを強く握った。ずっと探していた、魂の取り替え子から解放される方法。魂を交換したドラゴンを殺すなど考えてもみなかった。だが、道理だ。失ったものは、自分の手で手に入れるしかない。ヴィクトリアは確かにその鍵だ。姉の言葉は正しかった。

「だが、それは、僕をこんな風ふうにした連中を皆殺しにしてからのことだ」

　レイヴンの言葉には、ぞっとするほどの執念が込められていた。

　この男はただそれだけのために今まで生きてきたに違いない。自分の身体をこんなにした連中をひたすら憎悪し、元に戻ることに執念を燃やし、何年間も何年間もただそれだけを考えてきたに違いない。独りで、孤独に、何年間も何年間も。

　レイヴンがもうすぐそこにまで迫っていた。定まっていなかった足取りは幾分かしっかりし、深く、暗く、凍えるように冷たい漆黒の瞳がこちらを見下ろしてくる。

　自動拳銃の銃口が圭を捉える。

「もういいだろう。死んでくれるか、アサギリ」

「あいにくと、俺おれは往生際が悪いんだよ」

　ようやく魂の取り替え子から解放されるヒントを掴つかんだのだ。こんなところでくたばるわけにはいかない。身体の感覚はまだ完全には戻っていないが、さすがに三本も注射を打っただけに効いてきた。

「なら、せいぜいあがいていろ」

「そうさせてもらう！」

　圭けいは全身の筋肉を爆発させるかのように、勢いよく飛び起きた。

　レイヴンとの距離を詰める。

　一歩、二歩──銃声。

「ケイ！」

　ヴィクトリアの悲鳴じみた声。

　圭は自分が撃たれたことを理解した。腹部からウソのように血が滲にじみ出てきている。傷が焼けるように熱い。それでもさらに一歩、レイヴンへと近づき、胸ぐらを掴つかみ上げる。

　銃口がぴたりと圭の額ひたいにつけられている。

「レイヴン！」

　圭は右の拳こぶしを握ると、レイヴンの顔面に強烈な一撃を喰くらわせた。

　同時に銃声が何発も響く。

　自動拳銃のスライドが猛烈な勢いで前後して、弾丸を吐き出した。

　レイヴンがたたらを踏んだ。

　圭は目を見開いたまま、天を仰ぐようにして倒れ込んだ。

　わずかに残ったプールの水が跳ね上がり、血で赤く染まって流れていく。

「ケイ……！　バカな……そんな……」

　その光景をヴィクトリアは呆ぼう然ぜんとした表情で見ていることしかできなかった。マギが足りずに立ち上がることすらままならないのだ。無力感に泣きそうになる。

「がはっ……ごほっ……」

　だが、レイヴンが激しく咳せき込こんで片膝をついた。

　顔面は蒼そう白はくで、ガチガチと歯を鳴らして震えている。見るからに様子がおかしい。そのまま両膝をつき、レイヴンは胃のなかのものをぶちまけた。

「なにをした……アサギリ……！」

「ヤブ医者特性の、霊薬だ。ざまあないな」

　レイヴンの太ももには、注射器が刺さっていた。顔面を殴りつけた際に、圭が霊薬を打ち込んだのだ。圭の精霊化を抑えるために調合された水属性の霊薬だ。同類だろうがレイヴンには合わない。拒絶反応でしばらくは苦しむことになる。

「ケイ！」

　あれだけ撃たれても、彼は生きていた。漆黒の鱗うろこが消えていない身体だ。存在が精霊化していたから、助かったのだ。

　ざふざふという水を蹴立てる音がして、圭は大の字になったまま首だけを動かした。頼りない足取りのヴィクトリアがふらふらと近づいてきていた。

「しっかりしろ」

　不安げな声を彼女がもらした。圭けいの側に座り込み、そっと頬ほおに触れてくる。ほっそりとした指の、ひんやりとした感触。

「ヴィクトリア」

　圭は彼女の手を握り、皮肉げに笑った。

「本当はピンチを颯さつ爽そうと切り抜けて、お約束のハッピーエンドといきたいところだったんたけどな、どうもそうはいかないみたいだな。あんな小細工でどこまで時間が稼げるかわからないし、俺おれはもうこれ以上は魔法は使えない」

「なにを言っている。諦めるのか」

「聞け。おまえに言っとくことがある」

　彼女の時間はもうなくなろうとしている。このままマギが尽きれば、マスケット銃の姿に戻ってしまう。再び人の姿になるためには、マギが回復する時間をまたねばならない。

　それでもマギを供給してくれるオーナーがいなければ、人の姿になれるのはほんの一時にすぎない。

　彼女がマスケット銃に戻ってしまう前に、本当にわずかな時間かもしれないが、孤独に苦しんできたヴィクトリアの気持ちを少しだけでも救ってやることくらいはできる。自分はそのために、いろいろと無む茶ちやをやったのだから。

　圭は彼女の耳元で囁ささやいた。

「友達からはじめるってのはどうだ」

　かつて彼が燈とう子こに言われた言葉。今の彼にはそれが精せい一いつ杯ぱいだった。

　それを聞いたヴィクトリアはきょとんとしていたが、泣き笑いのような表情になった。

　なにを思っているのかは、圭にはわからない。

「ケイ……わたしは……」

　彼女がそっと頬に触れてくる。そして、静かに、だがはっきりと言った。



「そんなのいやだ」



　いつの間にか吐息がかかりそうなほどに二人の距離が近くなっている。今は弱々しく、それでも奥底には強い光を宿した彼女の碧へき眼がんに、圭は吸い込まれそうだった。

「わたしは、ケイの──」

　ヴィクトリアがそっと唇を重ねてきて、それ以上の言葉は聞こえなかった。

　水に濡ぬれた冷たい感触はすぐに温かくなって、彼女の体温や鼓動を伝えてきた。彼女を拒絶しようとは思わなかった。それがなぜなのか、圭自身よくわからなかった。

「んっ……」

　ヴィクトリアが吐息をもらした。マギが彼女へと流れ込んでいく。彼女の空腹を満たす膨大なマギが。蒼そう白はくだった顔には生気が戻り、頬にほんのりと赤みが差す。

　ゆっくりと、彼女は唇を離した。

「どうだ。わたしの二度目もケイにあげたぞ」

　そう言って、はにかむ。

「これでもまだ、友達でいいというのか」

　圭けいは深く深く嘆息した。額ひたいに手をやり、声を押し殺して笑う。こんなことになる気もしていたのだ。彼女を取り返しにいくと決めたときから。

「とんだ、小細工をしたな、アサギリ」

　レイヴンがふらふらと立ち上がっていた。頭痛がするのだろう。足元もおぼつかない。だが、小さなケースから錠剤を何粒か取り出し、勢いよく噛かみ砕いている。

　時間切れだ。圭にはもうなにも残されていなかった。

「もう君も、そう簡単には死ねない身体か」

　レイヴンを中心に、赤く輝く円形の魔法陣が展開した。大円と小円、四大属性を象徴する図形と複雑なラテン語から成る四大魔法陣が、けたたましい音を立てて砕け散った。

「四大精霊〈ヴォーティガンより招かれ出いでよ〉」

　白銀の炎が噴き上がり、レイヴンの身体を包み込む。

　やがて白い炎は彼の両腕へと収束し、白い鱗うろこがその身体をさらに浸食する。

　レイヴンが緩慢な動作で右腕を掲げ、振り下ろした。

「四大精霊〈斬り捨てよスクラマサクス〉……！」

　その手に白銀の炎の剣が現れる。

「どいていろ、〈アンティーク〉。君のオーナーはすぐに死ぬ」

　ヴィクトリアは圭に抱きついたまま離れなかった。

　レイヴンを鋭い眼光で見据え、不適に笑う。

「やらせはしないぞ、レイヴン」

　それから圭の耳元でそっと囁ささやく。

（言ったはずだ、ケイ。おまえがマギを与えてくれるならば、わたしは女王陛下に捧ささげし至誠と献身、弾丸と銃剣でもって応えよう）

（なにを言って……）

　圭は意味がわからずに問い返した。

　レイヴンがヴィクトリアの髪を掴つかみ引き離そうとしている。

「ケイ、わたしを使え」

　瞬間、彼女の存在が希薄になる。

　背景が透けて見えるほどになり、人の輪郭がぼやけ、光の粒子になってかき消える。

　次に現れたのはマスケット銃だった。いたるところに美麗な銀細工の装飾が施され、その姿は気高く美しい。それが道具としてつくられたヴィクトリアのもう一つの姿だった。

　圭はマスケット銃を咄とつ嗟さに手にし、レイヴンに銃口を向けた。

（魔法の銃だ。火薬も、弾丸も、必要ない）

　頭の中にヴィクトリアの声が響く。

（さあ、わたしを──）

　レイヴンが白銀の炎の剣を逆手に持ち替え、振り下ろした。

（構え）

　圭けいは彼女の声に導かれるように、マスケット銃の引き金に指を伸ばし。

（撃て！）

　引き金を絞った。

　銃声が轟とどろく。

　レイヴンが目を見開き、自身の胸に視線を落とした。

　思い出したかのように血が噴き出す。

「───────────────────────っっっっっっっっっっっっっっ！」

　声にならない悲鳴を上げ、レイヴンが一歩、二歩と後退した。

「レイヴンッ！」

　圭は座り込んだまま、すかさずもう一発を撃ち込んだ。

　レイヴンの右肩が跳ね上がる。白銀の炎の剣が手から離れてかき消えた。

「アサギリィ────ッッ！」

　獣が唸うなるように、レイヴンは叫んだ。

　圭は油断なくマスケット銃を構えたまま、ようやく立ち上がった。

「くっくっ……アサギリ……君は、僕と同類だ。化ばけ物ものだよ」

　人の右目とドラゴンの左目が同じように細められ、ぎろりと圭を睨にらんだ。

「だが、やはりその目は気に入らない」

「そうかよ」

　照準をしっかりとつけ、圭は引き金を絞った。

　銃声。

　ぱっと血煙。

　頭を殴られたかのように、レイヴンが仰のけ反ぞった。

　そのまま水がほとんどなくなったプールの底に倒れ込む。勢い余って何度か転がり、魔法によって穿うがたれた深い穴に落ちていく。奈落の底へ吸い込まれるかのように。

「やって、やったよ……くそ！」

　圭もその場に倒れ込んだ。恐ろしい疲労感が襲ってくる。黒い鱗うろこが、かつてないほどに全身を侵食していた。あの男の言うとおり、この姿は確かに化物だ。

　腹の底に響く船の鳴動は明らかに大きくなっていた。鋼鉄の軋きしむぎしぎしという不気味な音が四方から聞こえ、船体が傾いているのがよくわかる。

（ケイ、見事だ）

　ヴィクトリアの声。手にしていたマスケット銃の存在が希薄になり、光の粒子となって人の姿へと変化する。

















「ああ、けど、このままだと二人揃そろって海の藻も屑くずだ」

「安心しろ」

「おい、なにを……」

　圭けいはヴィクトリアに抱き起こされ、彼女におんぶされるような格好になった。頭一つ分大きい圭を背負っているというのに、力強い足取りで歩き出す。

「今度はわたしがケイを助ける」

「……勝手にしてくれ」

　小さな背中に身をあずけ、圭は朦もう朧ろうとしながらそれだけを言った。お姫さま抱っこではなくてよかった。と、そんなことを思いながら。








エピローグ　EPIROGUE


THE GUNPOWDER KISS TO ST. BLACK DRAGON



　圭はヴィクトリアに背負われたまま客船を脱出したが、意識を失っていたらしくそのときの記憶はなかった。〈商会〉に保護されて埋立地の病院へと運ばれ、気がついたらベッドの上だった。陽光が差し込む大きな窓がある最上階の個室で、そこからは神明市やその背後に連なる山々の緑が一望できる。

　圭の担当医は、身体の状態は問題ないので明日には退院できるだろうということを簡潔に説明し、大小姐ダーシヤオチエによろしくお伝えくださいと言った。燈とう子こは朝になるまで病室にいたが、香港ホンコンのお偉方と話があるらしく会社に戻ったという。

　あの騒ぎからは一夜明けただけだということを、圭はそのときに知った。

（それにしても、どうなってる……）

　自らの右腕を目の前にかざしてしげしげと眺める。

　魔法を使っていないときにも現れるようになっていた黒い鱗うろこが消え去っていた。あのレイヴンの姿を見れば、そんなことはあり得ないはずなのに。

　考えても仕方がないので、圭は気になっていることを言った。

「で、さっきからおまえは、なにをしてるんだ」

　ベッドサイドではヴィクトリアが果物ナイフを使って、リンゴを器用にカットしていた。担当医の話ではずっとつき添ってくれていたらしい。

「リンゴを剥むいているのだ」

「それは見ればわかる」

　なんなら見事な『うさぎさんリンゴ』になっている。

　ヴィクトリアはフォークに刺さったリンゴを圭けいに向けて差し出した。

「ほら、あーんするのだ。怪け我がした夫をかいがいしく介護するなど、わたしはなかなかにいい嫁だな」

「いい嫁はな、リンゴにタバスコをかけたりはしない」

「バカな……！　これが価値観の相違というやつか」

　圭は深いため息をもらしてベッドから身を起こした。辛からくした方がおいしいのに、だのとぶつくさ言っている彼女を横目で見やる。目が合った。

　この〈アンティーク〉と、これからどうやってつき合うべきなのだろうか。

　レイヴンが言ったことは本当なのだろう。魂の取り替え子から解放されるために、〈ネバーランド〉にいって魂を交換したドラゴンを殺す。ヴィクトリアは〈ネバーランド〉への扉を開ける鍵。だが、肝心の使い方がわからない。

（そいつを調べるしかないってことか）

　どちらからとも視線を逸そらすことができず、二人はしばらく見つめ合っていた。

　すると、ヴィクトリアが少し神妙な顔になった。

「ケイ、その、お願いがあるのだが」

　目を逸そらし、小さく吐息をもらしたあと、彼女は意を決したように口を開いた。

「わたしを、側に置いてくれないだろうか。もう無理にキスを求めたりもしない。お腹なかが減ったらなにかを食べて我慢する。迷惑もかけないように努力する。だから……そうじゃないとわたしは、また独りに……」

　早口でまくし立て、最後の方は消え入りそうになる。唇を噛かみ、彼女は不安げな瞳で圭を見つめた。まるで段ボールに入れられている捨て猫のようだった。

　圭は頭をくしゃくしゃとやると、深く深く嘆息した。

　はっきり言って迷惑だ。迷惑だが、彼女を放り出すことはできない。ヴィクトリアを手て放ばなすな。姉の言葉が脳裏によみがえる。ああ、まったくそのとおりだ。

（まったく、勘弁しろよ）

　胸中でうめき、だが彼は言った。

「食費くらいはおまえが稼いで家に入れろよ」

　それを聞いたヴィクトリアはぱっと顔を輝かせ、こくこくとうなずいた。

　それからこほんと咳せき払ばらいして、上目遣いになる。

「わたしはケイに好きになってもらえるようにがんばる。だから、ケイさえよければ、いつでも好きなときにキスしてくれていいぞ」

「あー……せいぜいがんばってくれ」

「ほら、ケイ。あーんしろ」

「……ったく」

　タバスコがかけられていない普通のリンゴを差し出され、圭けいは仕方なくあーんした。

　リンゴを頬ほお張ばった瞬間に病室のドアが開き、燈とう子こと目が合って凍りつく。

　いつもどおりの涼しげな表情だった燈子は、にっこりと笑った。

「ケイくん……ずいぶんと楽しそうね」

　手にしていたコーラを投げつけられる。

　まだ手をつけられていなかったアルミ缶は、圭の頭をかすめて壁に直撃した。

　圭は口元を引きつらせ、ヴィクトリアは目を丸くした。

「ごめんなさい。手が滑ったのよ」

「投げたよな？　振りかぶって投げたよな？」

　圭は悲鳴じみた声で抗議したが、燈子は笑顔を崩さなかった。だが、きつく握られた拳こぶしは震えており、ぶつぶつとつぶやく声は底冷えするようだった。

「ケイくんのバカ。ケイくんのバカ。わたしがどれだけ心配したのかも知らないで。なにをイチャイチャしているのかしら。わたしには立場というものがあるのに。少しくらいそのあたりのことわかってほしいものだわ」

「落ち着いてください、フラれお嬢さま。犬の私がいくらでも慰めて差し上げます。どこをぺろぺろしましょうか。お嬢さまの命令ならばどんなところでも──」

　遅れて部屋に入ってきたシルビアが、無表情のままで淡々と言った。

　燈子はシルビアをグーで殴った。

「黙りなさい」

「ああ、鼻血が。これが愛の痛さ」

「あとで燈子殿も『あーん』してあげればいいのではないかな。にゅふ。にゅふふ」

「そういう問題ではないのよ、ドクター」

　ドクター・マーチンの怪しげな格好は、病室でも変わらない。

「燈子とシルビアはともかく、なんであんたまで？」

「そう邪見にするものではないよ。君に一つ、いいことを教えてあげようと思ってね」

「いいこと？」

　圭はちらりと燈子を見た。目で本当か、と問いかける。

　彼女は肩を落としただけだった。

「本当だとも。なぜ〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿の鱗うろこが消えたのか」

「なに？」

「それは彼女のおかげだよ」

　ドクター・マーチンはヴィクトリアを指さして、愉快そうに笑った。

「彼女が必要とする膨大なマギは、〈黒龍孩子〉殿のなかに閉じ込められている精霊のものだからね。彼女にマギを供給することで、活動を弱めることができるようなんだ」

「つまり、どういうことだ」

「彼女とキスをすれば精霊化の加速を抑えることができる。魔法を使ったときだけではないよ。なにせ普段から〈黒龍孩子ヘイルンハイツ〉殿の魂は精霊に喰くわれているのだから」

「つまり、どういうことだ」

　圭けいは先程と同じ言葉を言った。とてつもなく重要そうなことだったからだ。

　ドクター・マーチンはにやにやと笑い、燈とう子こはこめかみに手をやって頭を振った。

「〈黒龍孩子〉殿は彼女と毎日、キスをした方がいいということ、カナ？」

「カナ、じゃねえ───────────────────────っっっっっ!!」

　圭は喉から血が滲にじむほどに、心底から叫んだ。

「ケイ、ならば今すぐ！」

　嬉き々きとしたヴィクトリアの声が聞こえる。

　圭は無言でベッドに倒れ込んだ。



　彼と彼女は一日一回はキスをしなければならない間柄。

　彼女とのキスは、甘くて苦い火薬の味がする。



［劇終］
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　みなさんはじめまして。新人の北きた元もとです。

　このたびは拙著『聖黒の龍と火薬の儀式』を手に取っていただき、ありがとうございます。この作品はＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の────

　新人賞の────すいません！　ウソをつきました！

　わたくし、ウソをつきました！

　本当は新人でもなんでもありません。でも、そう思われても仕方がいないほどにお久しぶりです。はじめましての方ははじめまして。北元です。

　本が出ていない間は、自分がラノベ作家であることを忘れるほどに企業戦士として働いておりました。馬車馬のように、馬車っておりました。

　そんな僕が馬車りながらも夜なべして書いたのがこの作品です。

　舞台は現代。マスケット銃の道具精霊〈アンティーク〉である少女と魔法使いの少年が繰り広げる、銃と魔法のバトルでラブコメなお話です。チャイナドレスの幼なじみなんかもついてくるので、お買い得。

　僕の前作を知っている方は、そうはいっても北元でしょう？　銃と魔法だけでしょ、とお思いかもしれません。あとは組織の陰謀とか抗争とかでしょ、とお思いかもしれません。世界観の風呂敷をすごく広げてるだろ、とか。

　あれ、なんだか間違ってもいないような……

　いやいや、ふっふっ、甘いですな。二人はなんと、一日に一回はキスをしなければならない間柄、なのです。これでラブコメ展開が起きなかったらバチが当たります。

　エエ、バチガアタリマス。

　……なぜか棒読みで片言になってしまいましたが、気にせずに謝辞など。

　担当編集の児こ玉だま様。随分と時間がかかってしまいましたが、ようやくかたちにすることができました。折に触れて的確できめ細かいアドバイスをいただき、感謝の言葉もありません。

　キャラクターを魅力的に描いていただいたイラストレーターのしらび様。女の子が可愛かわいいのはもちろんですが、男性陣も格好よく仕上げていただいて、イラストが上がってくるたびにワクワクしています。あと、レイヴンに惚れそうです。

　そして、僕の原稿が本になるまでに関わっていただいた多くの方々に感謝を。自分が書いた原稿が本になるということの喜びが再び味わえるのも、みなさまのおかげです。

　なによりも一番は、手に取っていただいた読者のみなさまであることは、言うまでもありません。お久しぶりの方も、はじめましての方も、永く楽しんでいただけるような作品を書いていくことでお礼にかえさせていただければ、これほど幸せなことはありません。

　前作から時間が空いてしまった分、また新人の気持ちでがんばっていきます！
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